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－１５８－

　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

塚本遺跡
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　茨城県では，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を

生かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤

の整備とともに，広域的な交通ネットワークの整備が計画的に進めら

れています。

　その一環としての首都圏中央連絡自動車道（圏央道）新設事業は，

首都圏の中核都市を相互に結ぶことにより，地域の核となる都市群を

形成し，さらにこれらの地域における交通の円滑化を図り，地域の自

立性を高める拠点となる都市整備を目的として計画されたものです。

また，一般国道６号牛久土浦バイパス建設事業は，市街地の慢性的な

渋滞を解消するとともに，圏央道へのアクセス道路として機能するこ

とを目的に計画されたものです。

　しかしながら，この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である塚本

遺跡・豆薬師北遺跡・谷ツ道遺跡が所在することから，これを記録保

存の方法により保護する必要があるため，当財団が国土交通省関東地

方整備局常総国道事務所から同遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託を受け，

平成１９年６月から８月，平成１９年１２月から平成２０年３月まで７か月に

わたってこれを実施しました。

　本書はその調査成果を収録したものです。学術的な研究資料として

はもとより，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用されること

によりまして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

　最後になりますが，発掘調査の実施から報告書の刊行に至るまで，

委託者である国土交通省関東地方整備局常総国道事務所から多大な御

協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城

県教育委員会，土浦市教育委員会，稲敷市教育委員会をはじめ，関係

各位からいただいた御指導，御協力に対し深く感謝申し上げます。

平成２１年３月

財団法人茨城県教育財団
理事長　稲　葉　節　生
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例　　　　言

１　本書は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１９年度

　に発掘調査を実施した，茨城県稲敷市沼田字塚本１０３５番地ほかに所在する塚本遺跡，同市村田字豆薬師１０６

　番地の３ほかに所在する豆薬師北遺跡，土浦市乙戸字谷ツ道１１３３番地の１ほかに所在する谷ツ道遺跡の発掘

　調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　調　査　　

　　　塚本遺跡　　　　平成１９年６月１日～８月３１日

　　　豆薬師北遺跡　　平成１９年１２月１日～平成２０年３月３１日

　　　谷ツ道遺跡　　　平成２０年１月１日～２月２９日

　　整　理　　　　　　平成２０年１１月１日～平成２１年３月３１日

３　発掘調査は，調査課長瓦吹堅のもと，以下の者が担当した。

　　塚本遺跡

　　　首席調査員兼班長　川村満博　　平成１９年６月１日～８月３１日

　　　主任調査員　　　　花見勝博　　平成１９年６月１日～８月３１日

　　　主任調査員　　　　寺内久永　　平成１９年６月１日～８月３１日

　　豆薬師北遺跡

　　　首席調査員兼班長　川村満博　　平成１９年１２月１日～平成２０年３月３１日

　　　主任調査員　　　　花見勝博　　平成１９年１２月１日～平成２０年３月３１日

　　　主任調査員　　　　奥沢哲也　　平成１９年１２月１日～平成２０年３月３１日

　　谷ツ道遺跡

　　　首席調査員兼班長　川村満博　　平成２０年１月１日～２月２９日

　　　主任調査員　　　　井上œ哉　　平成２０年１月１日～１月３１日

　　　主任調査員　　　　小室弘毅　　平成２０年１月１日～２月２９日　　

　　　主任調査員　　　　飯田浩彦　　平成２０年２月１日～２月２９日

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，以下の者が担当した。

　　　主任調査員　　　　芳賀友博　第２章第１節２・第２節２，第３章，第５章

　　　主任調査員　　　　小野政美　第１章，第２章第１節１・第２節１，第４章

５　谷ツ道遺跡から出土した炭化物の14Ｃ年代測定については株式会社加速器分析研究所に委託し，結果は付

章として掲載した。また，谷ツ道遺跡から出土した石器の実測については株式会社アルカに委託した。

つかもと

まめやく し きた や つ みち



凡　　　　例

１　各遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，塚本遺跡はＸ＝－５,０４０c，Ｙ＝＋４２,２８０

cの交点，豆薬師北遺跡はＸ＝－５,４８０c，Ｙ＝＋４２,９６０cの交点，谷ツ道遺跡はＸ＝＋４,９２０c，Ｙ＝＋２８,８００

cの交点をそれぞれ基準点 （Ａ１ａ１）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各 ４々０c四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４c四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ･･･，西から東へ１，２，

３･･･とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ･･･ｊ，西

から東へ１，２，３･･･０と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」の

ように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

　　遺構　ＳＩ－住居跡　ＳＫ－土坑　ＳＤ－溝跡　ＳＳ－石器集中地点　ＰＧ－ピット群

　　　　　Ｐ－ピット　Ｋ－撹乱

　　遺物　Ｐ－土器・陶磁器　ＴＰ－拓本記録土器　ＤＰ－土製品　Ｑ－石器・石製品　Ｍ－金属製品

　　土層　Ｋ－撹乱

３　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

　式会社）を使用した。

４　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（１）　遺構全体図の縮尺は，塚本遺跡・谷ツ道遺跡を４００分の１，豆薬師北遺跡を５００分の１とし，各遺構の実

測図は原則として６０分の１で掲載した。

（２）　遺物は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケールで

表示した。

（３）　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　10％　焼土・施釉・赤彩　　　　　　　　　　　　　20％　炉・竈火床面・繊維土器断面

　　　　30％　竈部材・粘土・黒色処理　　　　　　　　　　50％　煤・油煙・柱あたり痕

　　　　●土器　　○土製品　　□石器・石製品　　△金属製品　　　　　硬化面

５　遺物観察表及び遺構一覧表の表記については，次のとおりである。

（１）　計測値の（　）内の数値は現存値を，［　］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，c，b，n

で示した。大きさにより異なる場合もあり，それらについては個々に単位を表示した。

（２）　備考欄は，土器の現存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

（３）　遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品ごとに通し番号とし，挿図，観察

表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴住居跡の「主軸」は炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，座標

　北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で示した（例　Ｎ－１０°－Ｅ）。
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－１－

塚本遺跡・豆薬師北遺跡・谷ツ道遺跡の概要

【調査のあらまし】
　今回の調査は，首都圏中央連絡自動車道新
設事業と一般国道６号牛久土浦バイパス建設
事業に先立って行いました。道路予定地内に
塚本遺跡（稲敷市），豆薬師北遺跡（稲敷市），
谷ツ道遺跡（土浦市）などの遺跡があること
から，遺跡の内容を記録するため，茨城県教
育財団が調査を行いました。

【調査の内容】　－塚本遺跡－ 
　塚本遺跡は，稲敷市の霞ヶ浦から西に約４d離れた沼里川左岸の台地上に
位置しています。今回の調査で，弥生時代の竪穴住居跡３軒，古墳時代の竪
穴住居跡４軒，平安時代の竪穴住居跡１軒，中・近世の土坑３０基，溝跡６条
などが見つかりました。

北西側から見た塚本遺跡

つか もと つ みちややく し きたまめ

しゅ けん おうちゅう

せつ

しん

じ ぎょう

どう どうしゃじれんらくと

うし く つちうら

いなしき

かすみが うら

たてあなじゅうきょあと

ぬまさと

ど こう

ぱんこくどういっ
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　弥生時代後期（約２，０００年前）の
第６号住居跡の屋根を支える柱を
抜き取った場所からは，弥生土器
がほぼ一個体分見つかっています。
柱を抜き取った後，入り込んだと
思われます。  

　茨城県の南部と北部から多く出
土する弥生土器が一緒に見つかっ
ています。

　古墳時代の大形住居跡です。集
落内の中心的な人物が住んでいた
のかもしれません。

【調査でわかったこと】
　今回の調査によって，当遺跡は弥生時代と古墳時代に小規模な集落が形成
され，さらに，平安時代にも生活の場になったことがわかりました。弥生時
代の住居跡からは，茨城県の北部で見つかる土器と南部で見つかる土器が一
緒に出土しており，当時の人々の交流があったことがわかります。

　住居内には竈があり，火を焚い
た場所から土器も出土しました。
一緒に出土している土器や竈の作
り方から ， こ の 地 方 に 竈 が 作 ら
れ始めた頃（約１，５００年前）の古墳
時代後期の住居跡であることが分
かりました。

たかまど



－３－

【調査の内容】　－豆薬師北遺跡－
　豆薬師北遺跡は，稲敷市の霞ヶ浦から南西に約３d離れた沼里川右岸の台
地上に位置しています。今回の調査で，縄文時代の竪穴住居跡１１軒，古墳時
代前期の竪穴住居跡６軒，中世の段切り状遺構１か所と土坑１２基などが見つ
かりました。
　縄文時代前期前半（約５，５００年前）の竪
穴住居跡です。長方形で，柱穴が７か所
確認されました。粘土に植物の繊維を混
ぜて作られた「繊維土器」と呼ばれる縄
文土器が出土しました。

　縄文時代前期後半（約５，０００年前）の竪
穴住居跡です。楕円形で，壁に沿って柱
穴が巡っています。中央部には炉（現在
のコンロ）がみつかりました。土器の表
面に貝殻で文様をつけた「興津式土器」
と呼ばれる縄文土器が出土しました。

　古墳時代前期（約１，６００年前）の竪穴住
居跡です。方形で，四隅に柱穴，中央部
に炉がみつかりました。また，土師器と
いう当時の人々が使っていた土器が出土
しました。
  

【調査でわかったこと】
　今回の調査によって，当遺跡は縄文時代・古墳時代前期・中世に人々が生
活した集落跡であったことが明らかとなりました。縄文時代前期は今より温
暖な時期で，霞ヶ浦周辺の低地部にまで海水が入り込んでいました。当遺跡
付近にも村田貝塚などがあり，当時の人々は竪穴住居を拠点にして，貝や魚
を捕って生活していたものと考えられます。
　古墳時代前期の竪穴住居跡は，ほぼ同規模で南北方向に並んで見つかって
おり，遺跡周辺の地形を考えると，調査区域外の南西部に集落が広がってい
た可能性が考えられます。

だん ぎ い こうじょう

せん い ど き

おき つ しき ど き

は じ き



【調査の内容】　－谷ツ道遺跡－
  谷ツ道遺跡は，土浦市の乙戸沼の東側，乙戸川左岸の台地上に位置してい
ます。今回の調査で，旧石器時代の石器集中地点５か所が見つかりました。
黒曜石や頁岩のナイフ形石器や頁岩の掻器，剥片などがたくさん見つかりま
した。

【調査でわかったこと】
　石器集中地点からは，ナイフ形石器や掻器などの石器のほか，石器を作る
時に出る剥片や石器を作る際に使用する台石が出土していることから，石を
ある程度の大きさに加工し，製品に仕上げていたことが分かりました。また，
炭化物と石器の出土した地層の年代は，約２２，０００年前であることも明らかに
なりました。

　石器集中地点からは，石器のほ
か，石器を作った時に出る剥片も
見つかっています。中には接合し
た剥片もあります。

　石器や剥片とともに，石器を作
る時に使う台石も見つかっていま
す。

　石器と一緒に小さな炭化物も見
つかっています。近くで火を焚い
たのかもしれません。調べた結果，
今から約２２，０００年前のものである
ことがわかりました。

　石器集中地点から出土した石器
です。石材は黒曜石が多く，遠く
から運ばれてきました。

おっ と ぬま

こくようせき けつがん そう き はくへん
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第１章　調　査　経　緯

第１節　調査に至る経緯

１　塚本遺跡・豆薬師北遺跡

　平成１６年９月２９日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，一

般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の新設における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについ

て照会があった。これを受けて茨城県教育委員会は平成１７年３月８日に現地踏査を行い，塚本遺跡について

は平成１８年１０月１８～２０日に，豆薬師北遺跡については平成１８年７月６日に試掘調査をそれぞれ実施し，遺跡

の所在を確認した。平成１８年１２月７日に塚本遺跡，平成１８年８月１０日に豆薬師北遺跡について，茨城県教育

委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに，事業地内に遺跡が所在すること及び

その取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，平成１９年２月２日に塚

本遺跡，平成１８年１０月１２日に豆薬師北遺跡について文化財保護法第９４条の規定に基づく土木工事の通知が提

出された。茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要

であると決定し，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに，塚本遺跡については平成１９年２月１６

日，豆薬師北遺跡については平成１８年１０月１３日，工事着手前に発掘調査を実施するようにそれぞれ通知した。

　平成１９年２月２１日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，一

般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道事業（茨城県）に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書が

提出された。平成１９年２月２７日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長

あてに塚本遺跡及び豆薬師北遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財

の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業に

ついて委託を受け，塚本遺跡を平成１９年６月１日から８月３１日まで，豆薬師北遺跡を平成１９年１２月１日から

平成２０年３月３１日まで，発掘調査をそれぞれ実施することとなった。

２　谷ツ道遺跡

　平成１０年１月７日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，一

般国道６号牛久土浦バイパス事業における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会があった。これ

を受けて茨城県教育委員会は平成１５年２月１４日に現地踏査を行い，平成１５年９月２４・２９日，１０月１・７・１０

日に試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成１５年１０月２３日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通

省関東地方整備局常総国道事務所長あてに，事業地内に谷ツ道遺跡が所在すること及びその取り扱いについ

て別途協議が必要であることを回答した。

　平成１９年１１月２２日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，文

化財保護法第９４条の規定に基づく土木工事の通知が提出された。茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困

難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると決定し，国土交通省関東地方整備局常総国道

事務所長あてに，平成１９年１１月２６日，工事着手前に発掘調査を実施するように通知した。
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　平成１９年１１月２０日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，一

般国道６号牛久土浦バイパス事業（学園西大通り～学園東大通り）に係る埋蔵文化財発掘調査の実施につい

ての協議書が提出された。平成１９年１１月２６日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常総

国道事務所長あてに谷ツ道遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の

調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業に

ついて委託を受け，谷ツ道遺跡を平成２０年１月１日から２月２９日まで，発掘調査を実施することとなった。

第２節　調　査　経　過

塚本遺跡，豆薬師北遺跡，谷ツ道遺跡の調査の経過について，その概要を表で記載する。

平成１９年６月 ７月 ８月

平成１９年１２月 平成２０年１月 ２月 ３月

　　　　　期間工程
調査準備
表土除去
遺構確認

遺物洗浄
注記作業
写真整理

補足調査
撤収

遺構調査

塚本遺跡（平成１９年度）

豆薬師北遺跡（平成１９年度）

谷ツ道遺跡（平成１９年度）

平成２０年１月　　　　　期間工程

遺物洗浄
注記作業
写真整理

調査準備
表土除去
遺構確認

補足調査
撤収

遺構調査

　　　　　期間工程
調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注記作業
写真整理

補足調査
撤収

２月
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第２章　位　置　と　環　境

第１節　地 理 的 環 境

１　塚本遺跡・豆薬師北遺跡

塚本遺跡は茨城県稲敷市沼田字塚本１０３５番地ほか，豆薬師北遺跡は茨城県稲敷市村田字豆薬師１０６番地の３

ほかにそれぞれ所在している。

遺跡が所在する稲敷市（旧江戸崎町）は，茨城県南部に位置している。北は霞ヶ浦南岸に面し，東は横利根

川，南は利根川を挟んで千葉県と境を接している。地形は，標高２０～３０cの稲敷台地と霞ヶ浦水系及び利根

川水系の低地からなっている。市域の稲敷台地は，小野川右岸の神宮寺台地と左岸の江戸崎台地に分かれる

が，いずれも台地上に緩やかな起伏をもち，縁辺部には多数の谷津が複雑に入り組み，樹枝状に開析されて

いる。小野川とその支流の沼里川と花指川流域の低地は，それぞれ小野川開析低地，沼里川開析低地，花指

川開析低地と呼ばれており，台地を分断している。

塚本遺跡は，霞ヶ浦から西へ約５d離れた沼里川と花指川に挟まれた江戸崎台地の小舌状台地上に位置し

ている。台地の縁は沼里川と花指川によって樹枝状に開析されており，舌状台地が南北に細長く延びている。

遺跡は，その台地上の沼里川に面した標高２８～２９cの縁辺部に広がっており，調査前の現況は畑地である。

豆薬師北遺跡は，小野川と沼里川に挟まれた標高１９cの舌状台地上に立地している。調査前の現況は山林

である。

２　谷ツ道遺跡

谷ツ道遺跡は，茨城県土浦市乙戸字谷ツ道１１３３番地の１ほかに所在している。

遺跡が所在する土浦市は，茨城県南地域のほぼ中央部に位置している。土浦市の地形は，南側に位置する

筑波稲敷台地及び北側に位置する新治台地と呼ばれる標高２０～３０cの洪積台地と，中央部に開ける桜川及び

霞ヶ浦水系の沖積低地からなっている。筑波稲敷台地は，桜川，小貝川及び霞ヶ浦に囲まれており，市域は

台地の中央部北側にあたる。台地上は極緩い波浪状の微起伏をもち，縁辺部には多数の谷津が複雑に入り組

んでいる。

また，花室川及び乙戸川，境川などの小河川が流れている。台地の地層は，第四紀洪積世古東京湾時代に

堆積した成田層が基盤層となり，下部から上部にかけて成田層下部，成田層上部，龍ヶ崎砂礫層，常総粘土

層，関東ローム層，表土の順で堆積している。堆積状況は水平且つ単調で，褶曲や断層は見られない。

当遺跡は土浦市の南西部，筑波稲敷台地を開折している小野川支流である乙戸川左岸の標高２３cの平坦部

に立地している。小野川，乙戸川沿岸の谷津は概して浅く長いものが多く，当遺跡は乙戸川の谷津頭に面す

る平坦部に位置している。当遺跡とその周辺の土地利用の現況は，いずれも畑地・水田である。

第２節　歴 史 的 環 境

１　塚本遺跡・豆薬師北遺跡

稲敷市は河川，低地，台地と変化に富んだ自然環境を示し，台地上には旧石器時代から近世までの遺跡が
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多数分布している。ここでは，『茨城県遺跡地図』１）に登録されている旧江戸崎町域の１６１遺跡のうち，塚本

遺跡〈①〉・豆薬師北遺跡〈②〉の周辺に分布している遺跡を中心に，時代ごとに概観する。

旧石器の遺跡は，秋平遺跡の１か所が登載されているだけであるが，豆薬師北遺跡の南方５００c離れた地

点に所在する中峰遺跡２）〈３〉の調査で石器集中地点５か所と炭化物・焼土集中地点が確認された。安山岩，

流紋岩，頁岩の石材を主体としたナイフ形石器，彫器，石核，剥片等が出土し，石器製作跡と考えられてい

る。また，児松遺跡３）〈４〉からも尖頭器，細石刃が出土している。

縄文時代の遺跡は，６６か所が登載されている。霞ヶ浦水系と利根川水系に挟まれた台地上には多くの貝塚

が確認されており，陸平貝塚，上高津貝塚，広畑貝塚，貝ヶ窪貝塚，興津貝塚など学史的にも有名な貝塚が

ある。当遺跡周辺には，村田貝塚〈５〉，椎塚貝塚〈６〉，道成寺貝塚〈７〉，神田道貝塚〈８〉，沼田貝塚〈９〉，

吹上貝塚〈１０〉など多くの貝塚が確認されている。縄文時代の霞ヶ浦は鹹水域であり４），小野川左岸に位置

する村田貝塚では，前期から中期にかけての貝塚から，ハマグリ，オキシジミ，シオフキなどの貝のほかに，

魚骨，獣骨や骨角器，土錘などが出土しており，漁労を営んだ当時の様子をうかがい知ることができる５）。

後期の椎塚貝塚からは，注口土器や山形土偶，石棒のほか，ヤスが突き刺さった状態で発見されたタイの頭

骨が出土したことが知られている６）。また，道成寺貝塚はヤマトシジミを主体とする後期から晩期の貝塚で，

無文の器厚が薄い製塩用の粗製土器が多数出土している７）。集落遺跡では，中峰遺跡で中期後葉の土坑，児

松遺跡で中期後葉の住居跡１軒のほか，陥し穴，包含層が調査されている８）。そのほか，楯の台古墳群９）〈１１〉，

思川遺跡１０）〈１２〉で早期の炉穴が調査され，中佐倉貝塚１１）では前期の住居跡と地点貝塚が調査されている。

弥生時代の遺跡は，１１か所が登載されている。当遺跡周辺には，立通し遺跡〈１３〉，吹上貝塚がある。楯

の台古墳群１２）からは後期の住居跡が６軒確認され，さらに大日山古墳群１３）〈１４〉で８軒，思川遺跡１４）で３軒と

後期の住居跡の調査例が増加している。特に大日山古墳群は，土器様相から集落の形成時期が中期後葉まで

遡ることが判明するなど，弥生時代の様相も徐々に明らかになっている。

古墳時代の遺跡は，古墳を含む９５か所が登載されている。これら遺跡は，台地上や縁辺部に集落跡と古墳

が隣接するように点在している。当遺跡周辺には東前古墳群〈１５〉，亀台古墳群〈１６〉，見晴塚古墳〈１７〉，

山後古墳〈１８〉，大日古墳〈１９〉など多くの古墳・古墳群がある。楯の台古墳群は，７基中６基が調査され，

箱式石棺が確認されており，全長４０cの前方後円墳を主墳とした後期古墳群とされている１５）。姫宮古墳群は，

６世紀後半以降の円墳２基が調査されている１６）。水神峯古墳は主体部が箱式石棺で，鉄地金銅張のｆ字形鏡

板付轡などの馬具が出土し６世紀前半とされている１７）。このような古墳群のほかに，中峰遺跡内にある中峰

古墳，見晴塚古墳や豆薬師遺跡〈２０〉のような単独の古墳も多く確認されている。集落遺跡では，前述した

中峰遺跡で前期３軒・後期１軒の住居跡が調査されている。また，二の宮貝塚〈２１〉，思川遺跡で後期，大日

山古墳群で中・後期，堂ノ上遺跡〈２２〉で後期の住居跡がそれぞれ調査されている。二の宮貝塚や大日山古

墳群からは，有孔円盤，剣形品などの石製模造品や土製勾玉，球状土錘，管状土錘などの土製品が出土して

いる。楯の台古墳群では，初期竈が付設された住居跡が６軒確認されている。

奈良・平安時代の遺跡は，５２か所が登載されている。律令期には信太郡に属し，塚本遺跡が所在する沼田

地区は，子方郷内に比定されている１８）。また豆薬師北遺跡が所在する小野川左岸一帯は駅家里に比定されて

いる。この時代の遺跡では，小野川左岸の台地上に下君山廃寺跡が所在している。この台地上の一帯には，

布目瓦が散布している。台地の中央は木瓜台と呼ばれており，この畑の中の土壇状に小高くなっている場所

に心礎と石造露盤が置かれている。瓦は，８世紀前半の重弧文軒平瓦や，９世紀前半の国分寺系素縁複弁十

葉花文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦が出土しており，信太郡の郡寺跡と推定されている１９）。また集落跡では，
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信太郡信太郷に比定されている地域で，楯の台遺跡で９世紀，秋平遺跡，思川遺跡で８～１１世紀，中佐倉貝

塚で８世紀と１０～１１世紀，池平遺跡で１０世紀，二の宮貝塚で１０～１１世紀の掘立柱建物跡を伴う集落跡が調査

されている。

平安時代末期に郡の解体が進み，信太郡は小野川を挟んで東に東条庄，西に信太庄が立庄され，江戸崎は

信太庄に含まれる。南北朝時代末期に，関東管領上杉氏の被官である土岐原氏が信太庄の惣政所として当地

域に移住してくる。土岐原氏は江戸崎城〈２３〉を居城とし，その支配は１５９０（天正１８）年の佐竹氏による常陸

国の統一まで続いた。当遺跡周辺の城館跡は，犬塚遺跡〈２４〉，沼田遺跡〈２５〉，二重堀遺跡〈２６〉，御城遺跡〈２

７〉，羽賀城跡〈２８〉，中峰遺跡がある。二重堀遺跡では，１６世紀の土塁３条と堀跡２条が確認されている。

また，二重の土塁と堀跡の南側からは，土橋を伴うＬ字形の区画溝が確認されている２０）。中峰遺跡では，地

下式坑，火葬土坑，墓坑などが確認され，墓域と考えられている２１）。

近世初期，江戸崎城の城主は，佐竹義宣の弟の芦名盛重であった。１６０２（慶長７）年，佐竹氏が秋田に国替

えとなり，青山忠俊が江戸崎城の城主となるが，まもなく廃城となる。当遺跡周辺には，近世の塚の赤羽根塚

〈２９〉，沼田庚申塚〈３０〉，古橋塚〈３１〉がある。

２　谷ツ道遺跡

谷ツ道遺跡〈①〉が所在する地域は，小野川及び乙戸川水系によって開析された台地上に位置し，多くの遺

跡が存在する。ここでは，小野川，乙戸川流域の遺跡を中心に述べる。

旧石器時代の遺跡は，牛久市のヤツノ上遺跡２２）〈２〉，中久喜遺跡２３）〈３〉，つくば市の樋の沢久保遺跡２４）〈４〉，

下大井遺跡２５）〈５〉，大井五十塚古墳群内遺跡〈６〉がある。ヤツノ上遺跡は乙戸川と小野川に挟まれた台地

上に位置し，ナイフ形石器や角錘状石器が出土している。同じ牛久市下根町域は中下根遺跡２６），西ノ原遺跡２

７）〈７〉，隼人山遺跡２８）〈８〉はナイフ形石器期の遺跡が集中するところである。隼人山遺跡からは基部調整の

ある黒曜石製の大形のナイフ形石器，また中下根遺跡からは礫器，ナイフ形石器，削器，石刃，柳葉形尖頭

器など各時期の豊富な遺物がそれぞれ出土している。さらに西ノ原遺跡からは，石器集中地点５か所が確認

され，ナイフ形石器，削器，礫器，ハンマーストーン，有舌尖頭器などが出土しているほか，有溝砥石が出

土していることも注目される。これらの中には，良質な黒曜石が含まれており，他地域との活発な交易があ

ったことがうかがえる。主要な遺物から西ノ原遺跡，ヤツノ上遺跡，隼人山遺跡がナイフ形石器期に相当し，

有舌尖頭器などが出土している中下根遺跡が縄文時代へ続く旧石器として捉えられている。つくば市では，

小野川右岸に分布する大井五十塚古墳群内遺跡の前方部周溝内から刃器２９），下大井遺跡からはナイフ形石器

を伴う石器集中地点１か所が確認されている３０）。これらの遺跡から出土している石材は信州系及び高原山産

の黒曜石であり，石器製作のため遠隔地から石材を手に入れ使用していることから，当域においても他地域

との交流があったことが想定される。

縄文時代の遺跡は，土浦市の沖新田道祖神前遺跡〈９〉，塚下遺跡〈１０〉，牛久市の守子橋遺跡〈１１〉，ヤツ

ノ上遺跡３１），東山遺跡３２）〈１２〉，馬場遺跡３３）〈１３〉，つくば市の下大井遺跡３４），大井遺跡〈１４〉等がある。沖新

田道祖神前遺跡は乙戸川右岸台地縁辺部，塚下遺跡は左岸台地縁辺部に対峙するように位置している。東山

遺跡からは縄文時代早期から中期の土器片，馬場遺跡からは縄文時代早期の土器片と前期の深鉢が出土して

いる。守子橋遺跡，下大井遺跡，大井遺跡は小野川沿いの右岸台地縁辺部に位置しており，守子橋遺跡は早

期から前期にかけての遺跡であることが明らかになっている。ヤツノ上遺跡，馬場遺跡は小野川左岸から入

り込む小支谷の東側の台地上に位置しており，ヤツノ上遺跡からは縄文時代晩期の土器片とともに，同時期
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の土偶も出土している。

弥生時代の遺跡は，当遺跡周辺では極めて少なく，小野川右岸台地縁辺部に位置し，縄文土器片とともに

弥生土器片の散布が見られる坂本遺跡〈１５〉がある。

古墳時代になると遺跡数は増加する。当遺跡周辺では東山遺跡３５），馬場遺跡３６），行人田遺跡３７）〈１６〉などが

存在する。行人田遺跡は前期，東山遺跡は中期，馬場遺跡は中期から後期にかけての集落跡である。当遺跡

の北方には，平成１３年度に当財団が調査した市ノ台屋敷遺跡３８）〈１７〉が所在し，中期の集落跡であることが

明らかになっている。さらに南方には下大井古墳群〈１８〉，大井五十塚古墳群内遺跡が位置している。大井

五十塚古墳群内遺跡は前方後円墳２基，円墳９基以上から形成されており，第５・８・１０号墳についてはす

でに調査が実施されている。時期は，遺物や埴輪が出土していないことなどから６世紀後半に比定できる。

小野川上流域には下横場古墳群，赤塚駒形古墳群が位置しており，二重の堀を持つ居館が確認された梶内向

山遺跡３９）〈１９〉との関連がうかがえる。

奈良・平安時代の遺跡は古墳時代に比べると少なく，小野川流域では，下大井遺跡４０），大井遺跡，梶内向

山遺跡４１），ヤツノ上遺跡４２），中久喜遺跡４３）等が挙げられる。ヤツノ上遺跡では，奈良・平安時代の竪穴住居

跡１１軒，平安時代の掘立柱建物跡７棟等が確認されている。当遺跡は縄文時代からはじまり，弥生時代の空

白を経て，古墳・奈良・平安時代と集落が営まれている。縄文時代には小野川左岸から北東に入り込む舌状

台地の平坦部に集落が営まれ，平安時代になると台地先端部へと集落が形成されていることが明らかになっ

ている。

中世・近世の遺跡としては，下大井遺跡４４），向八ヶ田所在塚〈２０〉，西所在塚〈２１〉，稲岡八方塚群〈２２〉が

当遺跡周辺に所在する。下大井遺跡からは，中世の塚と土坑墓が１基ずつ確認され，土師質土器，陶器，古

銭等が出土している。さらに，樋の沢久保遺跡４５），稲岡遺跡４６）〈２３〉は平成１２年度に当財団が調査し，樋の沢

久保遺跡は近世を中心とした屋敷跡，稲岡遺跡は中世末期から近世初期にかけての墓域であることが明らか

になっている。

＊〈　〉内の番号は，塚本遺跡・豆薬師北遺跡については第１図及び表１，谷ツ道遺跡については第２図及

び表２の該当番号と同じである。
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表１　塚本遺跡・豆薬師北遺跡周辺遺跡一覧表�����������������

番号�遺　跡　名�時　　　代�������番号�遺　跡　名�時　　　代������

��旧石器�縄文�弥生�古墳�奈・平�中世�近世���旧石器�縄文�弥生�古墳�奈・平�中世�近世

①�塚本遺跡���○�○�○���41�赤羽根遺跡��○��○���

②�豆薬師北遺跡��○��○��○��42�土戸古墳��○��○�○��

3中峰遺跡�○�○��○��○��43�池台遺跡��○���○�○�

4児松遺跡��○������44�桜塚遺跡��○���○��

5村田貝塚��○��○��○��45�羽賀栗山遺跡��○�����

6椎塚貝塚��○������46�駒塚台上遺跡��○��○�○��

7道 成 寺　貝 塚○������47�駒塚荒久遺跡��○��○���

8神田道貝塚��○������48�佐倉原古墳群��○��○�○��

9沼田貝塚��○������49�新山遺跡��○�����

10�吹上貝塚��○�○�����50�八幡台遺跡��○�����

11�楯の台古墳群���○�○�○���51�大門遺跡��○��○���

12�思川遺跡��○�○�○�○���52�荒野遺跡��○��○���

13�立通し遺跡��○�○�����53�芝ヶ谷遺跡��○��○���

14�大日山古墳群��○�○�○��○�○�54�亀ヶ谷城古墳����○���

15�東前古墳群����○����55�荒地平古墳����○���

16�亀台古墳群����○����56�荒地古墳����○���

17�見晴塚古墳����○����57�中城古墳����○���

18�山後古墳����○����58�木納場古墳群�○���○���

19�大日古墳����○����59�大塚古墳����○���

20�豆薬師遺跡��○��○��○��60�大塚山古墳����○���○

21�二の宮貝塚����○�○�○�○�61�外浦古墳����○���

22�堂ノ上遺跡��○��○����62�新山西遺跡����○�○�○�

23�江戸崎城跡������○�○�63�浅間山古墳群����○���

24�犬塚遺跡������○�○�64�大夫屋敷遺跡����○�○��

25�沼田遺跡������○��65�辺田後遺跡����○�○��

26�二重堀遺跡��○����○��66�自穢前遺跡����○�○�○�

27�御城遺跡������○��67�原久保遺跡����○���

28�羽賀城跡������○��68�宮後遺跡����○���

29�赤羽根塚�������○�69�時崎平遺跡����○���

30�沼田庚申塚�������○�70�神明平遺跡����○���

31�古橋塚�������○�71�狸崎北遺跡����○���

32�狸崎遺跡��○��○����72�原屋敷遺跡����○�○��

33�原南遺跡��○������73�原山遺跡����○���

第１図　塚本遺跡・豆薬師北遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院１：２５，０００「江戸崎」）
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表１　塚本遺跡・豆薬師北遺跡周辺遺跡一覧表�����������������

番号�遺　跡　名�時　　　代�������番号�遺　跡　名�時　　　代������

��旧石器�縄文�弥生�古墳�奈・平�中世�近世���旧石器�縄文�弥生�古墳�奈・平�中世�近世

①�塚本遺跡���○�○�○���41�赤羽根遺跡��○��○���

②�豆薬師北遺跡��○��○��○��42�土戸古墳��○��○�○��

3中峰遺跡�○�○��○��○��43�池台遺跡��○���○�○�

4児松遺跡��○������44�桜塚遺跡��○���○��

5村田貝塚��○��○��○��45�羽賀栗山遺跡��○�����

6椎塚貝塚��○������46�駒塚台上遺跡��○��○�○��

7道 成 寺　貝 塚○������47�駒塚荒久遺跡��○��○���

8神田道貝塚��○������48�佐倉原古墳群��○��○�○��

9沼田貝塚��○������49�新山遺跡��○�����

10�吹上貝塚��○�○�����50�八幡台遺跡��○�����

11�楯の台古墳群���○�○�○���51�大門遺跡��○��○���

12�思川遺跡��○�○�○�○���52�荒野遺跡��○��○���

13�立通し遺跡��○�○�����53�芝ヶ谷遺跡��○��○���

14�大日山古墳群��○�○�○��○�○�54�亀ヶ谷城古墳����○���

15�東前古墳群����○����55�荒地平古墳����○���

16�亀台古墳群����○����56�荒地古墳����○���

17�見晴塚古墳����○����57�中城古墳����○���

18�山後古墳����○����58�木納場古墳群�○���○���

19�大日古墳����○����59�大塚古墳����○���

20�豆薬師遺跡��○��○��○��60�大塚山古墳����○���○

21�二の宮貝塚����○�○�○�○�61�外浦古墳����○���

22�堂ノ上遺跡��○��○����62�新山西遺跡����○�○�○�

23�江戸崎城跡������○�○�63�浅間山古墳群����○���

24�犬塚遺跡������○�○�64�大夫屋敷遺跡����○�○��

25�沼田遺跡������○��65�辺田後遺跡����○�○��

26�二重堀遺跡��○����○��66�自穢前遺跡����○�○�○�

27�御城遺跡������○��67�原久保遺跡����○���

28�羽賀城跡������○��68�宮後遺跡����○���

29�赤羽根塚�������○�69�時崎平遺跡����○���

30�沼田庚申塚�������○�70�神明平遺跡����○���

31�古橋塚�������○�71�狸崎北遺跡����○���

32�狸崎遺跡��○��○����72�原屋敷遺跡����○�○��

33�原南遺跡��○������73�原山遺跡����○���

遺　　跡　　名

番　
　
　
　
　

号

時　　代

①

②

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

塚 本 遺 跡

豆 薬 師 北 遺 跡

中 峰 遺 跡

児 松 遺 跡

村 田 貝 塚

椎 塚 貝 塚

道 成 寺 貝 塚

神 田 道 貝 塚

沼 田 貝 塚

吹 上 貝 塚

楯 の 台 古 墳 群

思 川 遺 跡

立 通 し 遺 跡

大 日 山 古 墳 群

東 前 古 墳 群

亀 台 古 墳 群

見 晴 塚 古 墳

山 後 古 墳

大 日 古 墳

豆 薬 師 遺 跡

二 の 宮 貝 塚

堂 ノ 上 遺 跡

江 戸 崎 城 跡

犬 塚 遺 跡

沼 田 遺 跡

二 重 堀 遺 跡

御 城 遺 跡

羽 賀 城 跡

赤 羽 根 塚

沼 田 庚 申 塚

古 橋 塚

狸 崎 遺 跡

原 南 遺 跡

塙 遺 跡

寺 山 遺 跡

セ ン ゲ ン 貝 塚

台 畑 貝 塚

明 神 貝 塚

駒 塚 貝 塚

中 道 遺 跡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

赤 羽 根 遺 跡

土 戸 古 墳

池 台 遺 跡

桜 塚 遺 跡

羽 賀 栗 山 遺 跡

駒 塚 台 上 遺 跡

駒 塚 荒 久 遺 跡

佐 倉 原 古 墳 群

新 山 遺 跡

八 幡 台 遺 跡

大 門 遺 跡

荒 野 遺 跡

芝 ヶ 谷 遺 跡

亀 ヶ 谷 城 古 墳

荒 地 平 古 墳

荒 地 古 墳

中 城 古 墳

木 納 場 古 墳 群

大 塚 古 墳

大 塚 山 古 墳

外 浦 古 墳

新 山 西 遺 跡

浅 間 山 古 墳 群

大 夫 屋 敷 遺 跡

辺 田 後 遺 跡

自 穢 前 遺 跡

原 久 保 遺 跡

宮 後 遺 跡

時 崎 平 遺 跡

神 明 平 遺 跡

狸 崎 北 遺 跡

原 屋 敷 遺 跡

原 山 遺 跡

原 迎 遺 跡

佐 倉 原 遺 跡

佐 倉 原 南 遺 跡

観 音 前 遺 跡

香 取 台 遺 跡

栗 山 遺 跡

東 前 遺 跡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

表１　塚本遺跡・豆薬師北遺跡周辺遺跡一覧表
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世
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世

奈　

・　

平
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墳
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生
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文

旧　

石　

器

遺　　跡　　名

番　
　
　
　
　

号

時　　代

近　
　
　

世

中　
　
　

世

奈　

・　

平

古　
　
　

墳

弥　
　
　

生

縄　
　
　

文

旧　

石　

器
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第２図　谷ツ道遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院１：２５，０００「土浦」）
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①

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

谷 ツ 道 遺 跡

ヤ ツ ノ 上 遺 跡

中 久 喜 遺 跡

樋 の 沢 久 保 遺 跡

下 大 井 遺 跡

大井五十塚古墳群内
遺 跡

西 ノ 原 遺 跡

隼 人 山 遺 跡

沖新田道祖神前遺跡

塚 下 遺 跡

守 子 橋 遺 跡

東 山 遺 跡

馬 場 遺 跡

大 井 遺 跡

坂 本 遺 跡

行 人 田 遺 跡

市 ノ 台 屋 敷 遺 跡

下 大 井 古 墳 群

梶 内 向 山 遺 跡

向 八 ヶ 田 所 在 塚

西 所 在 塚

稲 岡 八 方 塚 群

稲 岡 遺 跡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

表２　谷ツ道遺跡周辺遺跡一覧表

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

西 根 長 峰 遺 跡

笹 崎 遺 跡

石 橋 台 遺 跡

竹 ノ 入 遺 跡

後 門 遺 跡

高 山 遺 跡

池 向 遺 跡

西 久 保 遺 跡

本 屋 敷 遺 跡

鑿 ノ 内 遺 跡

内 記 遺 跡

内 記 古 墳 群

中 根 遺 跡

細 谷 原 遺 跡

大 久 保 遺 跡

北 中 島 明 神 下 遺 跡

北 中 島 遺 跡

市ノ台葉ノ木台遺跡

下 横 場 山 王 前 遺 跡

下 横 場 南 の 前 遺 跡

新 牧 田 遺 跡

赤 塚 原 前 遺 跡

稲 荷 前 稲 荷 塚 古 墳

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

遺　　跡　　名

番　
　
　
　
　

号

時　　代

中
・
近　

世

奈　

・　

平

古　
　
　

墳

弥　
　
　

生

縄　
　
　

文

旧　

石　

器

遺　　跡　　名

番　
　
　
　
　

号

時　　代

中
・
近　

世

奈　

・　

平

古　
　
　

墳

弥　
　
　

生

縄　
　
　

文

旧　

石　

器
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表１　塚本遺跡・豆薬師北遺跡周辺遺跡一覧表�����������������

番号�遺　跡　名�時　　　代�������番号�遺　跡　名�時　　　代������

��旧石器�縄文�弥生�古墳�奈・平�中世�近世���旧石器�縄文�弥生�古墳�奈・平�中世�近世

①�塚本遺跡���○�○�○���41�赤羽根遺跡��○��○���

②�豆薬師北遺跡��○��○��○��42�土戸古墳��○��○�○��

3中峰遺跡�○�○��○��○��43�池台遺跡��○���○�○�

4児松遺跡��○������44�桜塚遺跡��○���○��

5村田貝塚��○��○��○��45�羽賀栗山遺跡��○�����

6椎塚貝塚��○������46�駒塚台上遺跡��○��○�○��

7道 成 寺　貝 塚○������47�駒塚荒久遺跡��○��○���

8神田道貝塚��○������48�佐倉原古墳群��○��○�○��

9沼田貝塚��○������49�新山遺跡��○�����

10�吹上貝塚��○�○�����50�八幡台遺跡��○�����

11�楯の台古墳群���○�○�○���51�大門遺跡��○��○���

12�思川遺跡��○�○�○�○���52�荒野遺跡��○��○���

13�立通し遺跡��○�○�����53�芝ヶ谷遺跡��○��○���

14�大日山古墳群��○�○�○��○�○�54�亀ヶ谷城古墳����○���

15�東前古墳群����○����55�荒地平古墳����○���

16�亀台古墳群����○����56�荒地古墳����○���

17�見晴塚古墳����○����57�中城古墳����○���

18�山後古墳����○����58�木納場古墳群�○���○���

19�大日古墳����○����59�大塚古墳����○���

20�豆薬師遺跡��○��○��○��60�大塚山古墳����○���○

21�二の宮貝塚����○�○�○�○�61�外浦古墳����○���

22�堂ノ上遺跡��○��○����62�新山西遺跡����○�○�○�

23�江戸崎城跡������○�○�63�浅間山古墳群����○���

24�犬塚遺跡������○�○�64�大夫屋敷遺跡����○�○��

25�沼田遺跡������○��65�辺田後遺跡����○�○��

26�二重堀遺跡��○����○��66�自穢前遺跡����○�○�○�

27�御城遺跡������○��67�原久保遺跡����○���

28�羽賀城跡������○��68�宮後遺跡����○���

29�赤羽根塚�������○�69�時崎平遺跡����○���

30�沼田庚申塚�������○�70�神明平遺跡����○���

31�古橋塚�������○�71�狸崎北遺跡����○���

32�狸崎遺跡��○��○����72�原屋敷遺跡����○�○��

33�原南遺跡��○������73�原山遺跡����○���

第４図　豆薬師北遺跡調査区設定図（江戸崎町都市計画図　２，５００分の１）

第３図　塚本遺跡調査区設定図（江戸崎町都市計画図　２，５００分の１）
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第３章　塚　本　遺　跡

第１節　調 査 の 概 要

　当遺跡は稲敷市の北西部に位置し，小野川支流の沼里川左岸の標高２８～２９cの台地上に立地している。調

査面積は３,５８７gで，調査前の現況は山林・畑地である。今回の調査では，弥生時代後期と古墳時代後期，及

び平安時代の集落跡が確認された。

　調査の結果，竪穴住居跡９軒（弥生時代３，古墳時代４，平安時代１，時期不明１），溝跡７条（平安時代１，

中世・近世１，時期不明５），土坑３５基（中世・近世３０，時期不明５）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０b）に９箱出土している。主な遺物は，弥生土器（高坏・壺），土

師器（坏・椀・高台付坏・高台付椀・坩・器台・高坏・甕・甑），須恵器（坏・高坏・甕・甑），土製品（紡錘

車・球状土錘），石器（砥石・磨石），石製品（紡錘車）などである。

第２節　基　本　層　序

　調査区南部のＢ２g５区にテストピットを設定して，深さ２.４cまで掘り下げて基本土層（第５図）の観察を行っ

た。土層は１１層に分層でき，観察結果は以下の通りである。

　第１層は，黒褐色を呈する耕作土層である。ローム粒子及び炭化粒子を微量に含み，粘性・締まりとも弱い。

層厚は３０～３４bである。

　第２層は，褐色を呈するハードローム層への漸移層である。ロームブロックを少量含み，粘性は普通で，締ま

りはやや強い。層厚は１５～５５bである。

　第３層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性は

普通で，締まりは強い。層厚は１０～５０bである

　第４層は，暗褐色を呈するハードロ－ム層である。粘性

はやや強く，締まりは強い。層厚は５～２５bである。

　第５層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性は

やや強く，締まりは強い。層厚は１０～２０bである。

　第６層は，暗褐色を呈するハードローム層である。粘性・

締まりとも普通である。層厚は１５～３５bである。

　第７層は，暗褐色を呈するハードローム層である。粘性・

締まりとも強い。層厚は２０～４０bである。

　第８層は，暗褐色を呈するハードローム層である。粘性

は特に強く，締まりは普通である。層厚は１２～１８bである。

第６～８層は姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）を含む第２黒色帯（ＢＢ2）

に対比される。

　第９層は，褐色を呈するハードローム層である。細礫及

び粘土粒子を微量含み，粘性は強く，締まりは普通である。

塚 　 本 　 遺 　 跡

29.6m

１

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

28.6m

27.6m

第５図　基本土層図
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層厚は１０～１５bである。

第１０層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性は強く，締まりは普通である。層厚は１０～２５bである。

常総粘土層への漸移層である。

第１１層は灰白色を呈する常総粘土層である。粘性・締まりとも極めて強い。層厚は下層が未掘のため不明であ

る。遺構の多くは第２～３層の上面で確認した。

第３節　遺 構 と 遺 物

１　弥生時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡３軒である。以下，遺構と遺物について記述する。

竪穴住居跡

第５号住居跡（第６・７図）

位置　調査区北部のＡ２ｈ５区，標高２９.２cの台地縁辺部に位置している。

塚　本　遺　跡

第６図　第５号住居跡実測図
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規模と形状　長軸５.７５c，短軸５.３６cの方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｗである。壁高は２～１０bで，緩斜して

いる。

床　平坦で，壁際を除く中央部に硬化面が認められる。

炉　中央部やや北西壁寄りに位置している。長径６８b，短径５８bの楕円形で，地山の床面をわずかに掘りくぼ

めた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微　　　２　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
　　　　　　　　量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６３～８７bで，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２５bで，南壁際の

中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　４層に分層できる。層厚は薄いが各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量　　　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片１２点（壺）が出土している。ＴＰ１は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期後半と考えられる。

第７図　第５号住居跡・出土遺物実測図

第５号住居跡出土遺物観察表（第７図）

塚 　 本 　 遺 　 跡

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ１ 普通 覆土中 ＰＬ１２弥生土器 広口壺

胎　土

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

附加条一種（附加２条）の縄文　無文帯にぶい黄褐

TP1

29.2mF F′

29.4mD

E

D′

E′

2

1
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第６号住居跡（第８～１１図）

位置　調査区南部のＣ２ａ０区，標高２８.４ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第４号溝に掘り込まれている。

塚　本　遺　跡

第８図　第６号住居跡実測図（１）
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第９図　第６号住居跡実測図（２）

規模と形状　南東部が削平されているため，南北軸は６.６６cで，東西軸は５.３４cしか確認できなかった。北壁

と西壁の方向から，主軸方向はＮ－４°－Ｅと推測される。壁高は２０～３１bで，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，北東部から南西部にかけて硬化面が認められる。

炉　中央部やや北壁寄りに位置している。長径２１０b，短径１０５bの楕円形で，地山の床面を１０bほど掘りくぼ

めた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説�
１　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　微量
２　極 暗 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　４　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ３７～７８bで，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ５６bで，南

壁際の中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ５は深さ７６b，Ｐ６は深さ５０bで，

性格はそれぞれ不明である。

覆土　１０層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　６　にぶい褐色　ロームブロック中量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　７　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　明　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　８　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　９　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量　　　　　　　　１０　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片６５点（高坏１，壺６４）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片１２点も出土

している。土器片は中央部から北西部にかけての床面から覆土下層にかけて出土している。ＴＰ２は中央部，１

は西部の床面からそれぞれ出土している。２は北部の覆土下層，３はＰ６内と中央部の床面から出土した破片

が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から後期後半と考えられる。

第１０図　第６号住居跡出土遺物実測図（１）
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第１１図　第６号住居跡出土遺物実測図（２）

第６号住居跡出土遺物観察表（第１０・１１図）

第９号住居跡（第１２・１３図）

位置　調査区西部のＢ１ｆ０区，標高２９.８cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第４号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸６.２０c，短軸５.９８cの隅丸方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は５０～５２bで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いた中央部に硬化面が認められる。

炉　中央部やや北西寄りに位置している。長径３６b，短径３０bの不定形で，地山の床面を５bほど掘りくぼめ

た地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説�
１　暗 赤 褐 色 　焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

塚　本　遺　跡

番号 色調 焼成 出土位置 備考

１ 橙 床面 １０％弥生土器 高坏

器高 底径

－ （４.９） ６.４

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 脚部内面ナデ長石・石英・雲母

２ にぶい橙 覆土下層 ２０％　ＰＬ９弥生土器 広口壺 １７.９ （１０.２） － 普通
口唇部棒状工具による刻み　口縁部附加条
一種（附加２条）の縄文　下端に２個１組
の瘤

長石・石英・雲母

３ にぶい褐 Ｐ６内 ４０％ 　ＰＬ９弥生土器 広口壺 １３.７ （１６.３） － 普通 口唇部に刻み　口縁・頸部に櫛歯状工具
（４本）による縦区画内に波状文を充填長石・石英

４ 明褐 覆土下層 ５％弥生土器 広口壺 － （３.０） ７.３ 普通 胴部に附加条一種（附加２条）の縄文　底
部木葉痕長石・石英

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ２ 普通 床面弥生土器 広口壺

胎　土

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

押圧のある隆帯２条　附加条一種（附加２条）の縄文にぶい黄橙

ＴＰ３ 普通 覆土下層弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 附加条一種（附加２条）の縄文　羽状構成にぶい赤褐

3

2

ＰＬ１２

ＰＬ１２
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６４～７５bで，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１８bで，南壁際の

中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

塚 　 本 　 遺 　 跡

第１２図　第９号住居跡実測図
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覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第４～６層はＰ２・Ｐ３・Ｐ５の覆土

である。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　４　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　５　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　　　６　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片５９点（壺），土製品２点（紡錘車），石器１点（敲石）が出土している。土器は北西

部の床面から覆土下層にかけて出土している。８・９は北西部の床面，６は北部の覆土下層，その他の遺物は

覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

第１３図　第９号住居跡出土遺物実測図

第９号住居跡出土遺物観察表（第１３図）

塚　本　遺　跡

番号 色調 焼成 出土位置 備考

５ にぶい赤褐 覆土中 １０％弥生土器 壺

器高 底径

－ （７.４） ８.３

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 体部外面ヘラ磨き　内面器面荒れ長石・石英・雲母・
赤色粒子

６ 橙 覆土下層 ５％弥生土器 広口壺 ［１４.６］ （６.６） － 普通 口唇部に棒状工具による押圧　口縁部下端
に棒状工具による刺突後貼瘤

長石・石英・雲母

７ 浅黄 覆土中 ５％弥生土器 広口壺 － （３.６） － 普通 櫛歯状工具（４本）による波状文長石・石英

８ 明黄褐 床面 ５％弥生土器 広口壺 １０.４ （５.９） － 普通 口唇部棒状工具による押圧　口縁部附加条
一種（附加２条）の縄文　頸部無文帯長石・石英・細礫

9

6

10

7

8

5

DP1

TP4

DP2

Q1
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表３　弥生時代竪穴住居跡一覧表

２　古墳時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴住居跡４軒である。以下，遺構と遺物について記述する。

竪穴住居跡

第１号住居跡（第１４～１７図）

位置　調査区南西部のＢ２ｅ２区，標高２９.５cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸６.３４c，短軸６.０８cの方形で，主軸方向はＮ－６８°－Ｗである。壁高は１５～２０bで，外傾して

立ち上がっている。壁溝が全周している。

床　平坦で，中央部の広い範囲で硬化面が認められる。

竈　北西壁の中央に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６４b，残存する燃焼幅５０bである。袖部

は床面と同じ高さを基部とし，砂質粘土を積み上げて構築されている。なお左袖部は基部しか確認できなかっ

た。火床部は床面をわずかに掘りくぼめて使用しており，火床面は火により赤変硬化している。煙道部は火床

面から外傾して立ち上がっている。竈土層中の第６～９層は袖部の土層である。

竈土層解説�
１　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量　　　　　　　　　７　褐　　　色　砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，ロームブロッ
２　暗 赤 褐 色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　ク・焼土ブロック微量
３　極暗赤褐色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック　８　にぶい赤褐色　ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・
　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量　　　　　　９　暗　褐　色　砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ
５　褐　　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・炭化粒子少量
６　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・砂質粘
　　　　　　　　土粒子微量

塚 　 本 　 遺 　 跡

番号 色調 焼成 出土位置 備考

９ 赤褐 床面 ２０％弥生土器 広口壺

器高 底径

－ （１１.２） ５.４

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 胴部附加条一種（附加２条）の縄文　頸部
無文帯

長石・石英・雲母・
赤色粒子

１０ 橙 覆土中 １０％弥生土器 広口壺 － （８.３） － 普通 胴部附加条一種（附加２条）の縄文　羽状
構成

長石・石英・雲母

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ４ 普通 覆土中弥生土器 広口壺

胎　土

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

附加条一種（附加２条）の縄文明赤褐

番号 出土位置 備考

Ｑ１ 覆土中敲石 １１.０

厚さ

８.６

器種 長さ 材　質 特　　　　　　　　徴

側面に敲打痕安山岩

番号 出土位置 備考

ＤＰ１ 覆土中紡錘車 ４.３

孔径

０.９

器種 径 材質（胎土） 特　　　　　　　　徴

ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母

ＤＰ２ 覆土中紡錘車 ４.８ １.３

３.０

１.１

０.９

４１０

２６.４

４４.２ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母

幅

厚さ

重量

重量

番号 時期
備考

重複関係
（古→新）

５ 後期後半Ａ２ｈ５ Ｎ－３０゚－Ｗ

規模（ｍ）
（長軸×短軸）

［方形］

位置 主軸方向 壁高
（㎝）

主な出土遺物

弥生土器２～１０

床面

平坦

壁溝

－

覆土

人為

主柱穴

４

出入口

１

ピット

内部施設

－

炉・竈

炉１

貯蔵穴

－［５.７５］×�５.３６

６ 後期後半 本跡→ＳＤ４Ｃ２ａ０ Ｎ－４ －゚Ｅ ［方形・
長方形］ 弥生土器２０～３１ 平坦 － 人為３ １ ２ 炉１ －６.６６��×（５.３４）

９ 後期後半 本跡→ＳＩ４Ｂ１ｆ０ Ｎ－１８゚－Ｗ 隅丸方形 弥生土器，土製品，
石器５０～５２ 平坦 － 自然４ １ － 炉１ －６.２０��×�５.９８

平面形

ＰＬ１２

ＰＬ１２

ＰＬ１２

ＰＬ１３
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塚　本　遺　跡

第１４図　第１号住居跡実測図（１）
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塚　本　遺　跡

第１５図　第１号住居跡実測図（２）

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５９～６８bで，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２９bで，南壁際の中

央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴　南コーナー部に位置している。長径８０b，短径６４bの楕円形で，深さは４４bである。底面は平坦で，壁

は外傾している。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　３　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　４　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

覆土　１９層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　１１　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　１２　褐　　　色　炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　１３　明　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
４　橙　　　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　１４　明　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
５　褐　　　色　炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　１５　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６　暗　褐　色　炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量　　　　１６　明　褐　色　炭化物・ローム粒子少量
７　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　１７　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量
８　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量　　　１８　褐　　　色　ロームブロック少量
９　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　１９　褐　　　色　ローム粒子中量

１０　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　

遺物出土状況　土師器片２２５点（坏５０，椀１，坩４，甕１６９，甑１），土製品２点（球状土錘），石器１点（磨石），

石製品１点（紡錘車）が出土している。その他，流れ込んだ弥生土器片５６点，混入した須恵器片１６点，陶磁器片

５点も出土している。遺物の大半は覆土中層から上層にかけて出土している。１４は竈火床部，１１・１２・１６・Ｑ２

は南部の覆土上層から出土しており，１１は南部から出土した破片が接合したものである。これらは廃絶後の埋没

過程で投棄されたものと考えられる。

所見　本跡は煙道部が壁外への掘り込みをもたない「初期竈」を有する住居である。時期は，出土土器から中期

末と考えられる。

第１６図　第１号住居跡出土遺物実測図（１）
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塚　本　遺　跡

第１７図　第１号住居跡出土遺物実測図（２）

第１号住居跡出土遺物観察表（第１６・１７図）

番号 色調 焼成 出土位置 備考

１１ 橙 覆土上層 ８０％　ＰＬ９土師器 坏

器高 底径

１５.３ ５.９ －

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ナデ
口縁部内・外面横ナデ

長石・石英

１２ 橙 覆土上層 ９０％　ＰＬ９土師器 坏 １６.８ ４.９ － 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ
磨き　口縁部内・外面横ナデ

黒色粒子・白色粒子・
細礫

１３ 橙 覆土中層 ６０％土師器 椀 ［１５.０］ ６.７ － 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ
磨き

長石・石英・赤色粒子

番号 出土位置 備考

Ｑ２ 覆土上層磨石 １２.４

厚さ

８.０

器種 長さ 材　質 特　　　　　　　　徴

側面全体に使用痕有り砂岩

番号 出土位置 備考

ＤＰ３ 覆土上層球状土錘 ３.４

孔径

３.０

器種 径 材質（胎土） 特　　　　　　　　徴

ナデ　一方向からの穿孔長石

ＤＰ４ 覆土中層球状土錘 （３.２） （２.９）

３.５

０.６

（０.９）

５５９

３２.７

（１２.８） ナデ　一方向からの穿孔　欠け長石

幅

厚さ

重量

番号 出土位置 備考

Ｑ３ 覆土上層紡錘車 ４.５

孔径

１.６

器種 径 材　質 特　　　　　　　　徴

円錘台形　両面研磨　側面ヘラ磨き滑石０.８ ４８.０

厚さ 重量

重量

１４ 明赤褐 覆土上層 ６０％　ＰＬ１０土師器 坩 ［９.４］ １５.０ ［２.４］ 普通 体部内・外面ナデ　頸部沈線１条　内面
輪積痕

長石・石英・雲母

１５ 赤褐 覆土中 ３０％土師器 坩 － （９.２） － 普通 体部外面ナデ　内面輪積痕黒色粒子・白色粒子

１６ にぶい橙 覆土上層 １０％土師器 甑 ［２０.６］ ７.１ ［３.６］ 普通 体部外面ヘラナデ　内面ナデ長石・石英

14

DP3 DP4

Q2

Q3

16

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３
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塚　本　遺　跡

第２号住居跡（第１８～２２図）

位置　調査区南西部のＢ２ｈ２区，標高２９.４cの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸９.１８c，短軸８.６８cの方形で，主軸方向はＮ－５１°－Ｗである。壁高は１４～５４bで，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，壁際を除いた中央部に硬化面が認められる。北東壁際から焼土塊が確認されている。

竈　北西壁の中央に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１７４b，燃焼幅５０bである。袖部は掘り込

んだ地山の上に第１６～２０層を貼り付けて基部とし，砂質粘土を積み上げて構築されている。火床部は床面をわず

かに掘りくぼめて使用しており，火床面は火により赤変硬化している。煙道部は火床面から外傾して立ち上がっ

ている。竈土層中の第１４・１５層は袖部の土層である。

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒　　　　　　　　　　　　砂質粘土粒子微量
　　　　　　　　子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　１１　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質
２　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質　　　　　　　　　　　　粘土粒子微量
　　　　　　　　粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２　暗 赤 褐 色　焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少
３　褐　　　色　ローム粒子多量，砂質粘土粒子少量，焼土粒　　　　　　　　　　　　量，炭化物微量
　　　　　　　　子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　１３　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，
４　にぶい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，　　　　　　　　　　　　砂質粘土粒子微量
　　　　　　　　炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４　赤　褐　色　焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少
５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ローム粒子・砂質粘土粒　　　　　　　　　　　　量，炭化粒子微量
　　　　　　　　子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　１５　にぶい赤褐色　砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少
６　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質　　　　　　　　　　　　量，炭化粒子微量
　　　　　　　　粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
７　にぶい赤褐色　ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，　　　　１７　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微
　　　　　　　　焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
８　暗　褐　色　ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ　　　　１８　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
９　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，　　　　１９　褐　　　色　ローム粒子多量
　　　　　　　　砂質粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　２０　暗　褐　色　ロームブロック中量

１０　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５８～９２bで，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ８は深さ１４～

４０bで，性格は不明である。

貯蔵穴　２か所。貯蔵穴１は南東部，貯蔵穴２は西コーナー部に位置している。貯蔵穴１は長軸１５０b，短軸１１６

bの長方形で，深さは４０bである。底面は平坦で，壁は外傾している。

貯蔵穴２は長軸１４４b，短軸９６bの長方形で，深さは３０bである。底面は皿状で，壁は外傾している。なお貯蔵

穴１・２の新旧関係は不明である。

貯蔵穴１土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　６　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少
２　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微　　　　　　　　　　　　量
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
３　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒　　　　８　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微
　　　　　　　　子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
４　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量　　　　９　極暗赤褐色　ローム粒子多量，炭化物・焼土粒子少量
５　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量

貯蔵穴２土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量　　　　　　　　２　褐　　　色　ロームブロック中量

焼土塊　北東壁際から長さ１.８c，幅０.８c，高さ１５bほどの焼土塊２か所が確認されている。

焼土塊土層解説
１　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　　４　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　５　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量

覆土　１３層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第１８図　第２号住居跡実測図（１）
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３　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　９　黒　褐　色　ローム粒子微量
４　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　　　　　１０　暗　褐　色　ロームブロック少量
５　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　　　１１　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子微量
６　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　１２　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量
７　暗　褐　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　１３　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
８　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片７０３点（坏２９２，椀１，坩２，高坏４，鉢７，甕３９６，甑１），須恵器片２４点（甕），土製

品２点（球状土錘）が出土している。その他，流れ込んだ弥生土器片１３０点，混入した陶磁器片１０点も出土して

いる。遺物の多くは竈火床部，左袖部付近，貯蔵穴１内から出土している。１７・１９・２４・２５は竈火床部からで，

２５は火熱を受け，逆位で出土していることから支脚に転用されたものである。２６・２７・３１は竈左袖部の西側，２

９は南東壁際，１８・２８は貯蔵穴１内の覆土上層で，住居廃絶の際，遺棄されたものと考えられる。

所見　本跡は火災による焼失住居である。また，煙道部が壁外への掘り込みをもたない形状であることや，隣接

して付設されている貯蔵穴など当該期における住居内部の構造を知る手がかりとなる住居跡である。時期は，出

土土器から中期末と考えられる。

第１９図　第２号住居跡実測図（２）

第２０図　第２号住居跡出土遺物実測図（１）
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第２１図　第２号住居跡出土遺物実測図（２）
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第２２図　第２号住居跡出土遺物実測図（３）
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第２号住居跡出土遺物観察表（第２０～２２図）

第３号住居跡（第２３～２６図）

位置　調査区中央部のＢ２ｄ９区，標高２８.９cの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸６.１２c，短軸６.０８cの方形で，主軸方向はＮ－８１°－Ｅである。壁高は１５～２５bで，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

竈　東壁の中央やや南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２４b，燃焼幅３６bである。袖

部は掘り込んだ地山の上に第１３・１５～１８層を貼り付けて基部とし，砂質粘土を積み上げて構築されている。火

床部は床面をわずかに掘りくぼめて使用しており，火床面は火により赤変硬化している。煙道部は火床面から

外傾して立ち上がっている。竈土層中の第１１・１２層は袖部の土層である。

竈土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　１０　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量，ロー
２　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　ム粒子・炭化粒子微量
３　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒　　　　　１１　にぶい橙色　焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ロームブロッ
　　　　　　　　子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量，炭化粒子微量
４　にぶい褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　１２　にぶい赤褐色　焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ロームブロッ
５　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量，炭化粒子微量
６　明 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒　　　　　１３　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７　にぶい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微　　　　　１５　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
８　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　１７　褐　　　色　ローム粒子多量
９　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量　　　　　１８　明　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
　　　　　　　　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４９～７１bで，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２５b，Ｐ６は深さ

４５bで，性格は不明である。

番号 色調 焼成 出土位置 備考

１７ 橙 火床面 ８０％　ＰＬ１０土師器 坏

器高 底径

１４.４ （５.０） －

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 体部内・外面ナデ長石・石英

１８ 明赤褐 貯蔵穴内 ８０％　ＰＬ９土師器 坏 １５.９ ５.３ － 普通 体部外面ヘラ磨き　内面器面荒れ長石・石英

１９ 赤 火床面 ８０％　ＰＬ９土師器 坏 １３.４ ５.０ － 普通 体部内・外面ナデ　口縁部横ナデ長石・石英

番号 出土位置 備考

ＤＰ５ 床面 ＰＬ１３球状土錘 ３.０

孔径

２.６

器種 径 材質（胎土） 特　　　　　　　　徴

ナデ　一方向からの穿孔長石

ＤＰ６ 覆土中球状土錘 （３.３） （２.６）

０.７

（０.８）

２３.８

（１２.５） ナデ　欠け長石

厚さ 重量

２０ 明赤褐 Ｐ１内 ８０％土師器 坏 ［１２.５］ ４.５ － 普通 体部内・外面ヘラ磨き　器面荒れ長石・石英

２１ 赤褐 床面 ９０％　ＰＬ９土師器 坏 － （６.１） ４.２ 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ナデ長石・石英・雲母

３１ にぶい橙 床面 ８０％　ＰＬ１１土師器 甑 ２６.６ ２４.０ ９.２ 普通 体部外面ナデ　内面ヘラ磨き長石・石英

２２ 橙 床面
９５％　ヘラ記号

「×」ＰＬ９土師器 坏 １３.１ ４.９ － 普通 体部内・外面器面荒れのため調整不明黒色粒子・赤色粒子・
細礫

２３ 橙 覆土下層 ４５％　ＰＬ１０土師器 椀 ［１２.０］ （６.９） － 普通 体部外面ナデ　内面ヘラナデ　口縁部横ナ
デ

長石・石英・雲母

２４ 明赤褐 火床面 ７０％　ＰＬ１０土師器 坩 ［８.９］ （１５.２） － 普通 体部内・外面ナデ　内面輪積痕長石・石英・雲母

２５ 赤褐 火床面 ７０％土師器 高坏 － （１２.６） － 普通 坏部外面ナデ　内面ヘラ磨き　脚部外面ヘ
ラ磨き長石・石英

２６ にぶい赤褐 覆土下層 ４０％　ＰＬ１０土師器 鉢 ［１８.１］ １４.３ ４.４ 普通 体部内・外面ナデ　器面荒れ長石・石英・雲母

２７ にぶい黄褐 覆土中層 ２０％土師器 甕 ［２０.９］ （１１.５） － 普通 体部外面ナデ　内面輪積痕　口縁部内・外
面横ナデ　頸部外面ヘラ削り長石・石英・雲母

２８ 橙 貯蔵穴内 ４０％土師器 甕 － （２５.４） ［８.６］ 普通 体部内・外面ナデ長石・石英・雲母・赤
色粒子

２９ 黄灰 ５０％須恵器 甕 １７.０ （２５.０） － 普通 頸部11条の波状文  体部外面縦位の平行叩き
の後頸部のカキ目長石・石英

３０ 黄灰 覆土下層

覆土下層

１０％　ＰＬ１１須恵器 甕 ［３０.０］ （７.０） － 普通 頸部８条の波状文 自然釉長石・石英
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第２３図　第３号住居跡実測図（１）
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第３号住居跡出土遺物観察表（第２５・２６図）

第４号住居跡（第２７・２８図）

位置　調査区南西部のＢ１ｆ０区，標高２９.８cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸６.３０c，短軸５.４４cの長方形で，主軸方向はＮ－６１°－Ｅである。壁高は２０～２４bで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除く中央部で硬化面が認められる。

竈　北東壁の中央やや北寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２８b，燃焼幅４８bである。

袖部は掘り込んだ地山の上に第１１・１２層を貼り付けて基部とし，砂質粘土を積み上げて構築されている。火床

部は床面をわずかに掘りくぼめて使用しており，火床面は火により赤変硬化している。煙道部は火床面から外

傾して立ち上がっている。竈土層中の第１０層は袖部の土層である。

竈土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少
２　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　量
３　にぶい赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少　　　　　６　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子微量
４　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量　　　　　７　極暗赤褐色　焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒子微量

番号 色調 焼成 出土位置 備考

３２ 赤褐 覆土上層 ６０％ ＰＬ１０土師器 坏

器高 底径

１４.０ ６.６ －

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 体部外面ヘラナデ　内面ヘラ磨き長石・石英

３３ にぶい赤褐 火床面 ４０％土師器 坏 － （６.３） － 普通 体部内・外面ナデ長石・石英・雲母

３４ にぶい赤褐 覆土上層 ４０％土師器 坏 ［１６.０］ ５.２ － 普通 体部内・外面ナデ
長石・石英・雲母・赤
色粒子

番号 出土位置 備考

ＤＰ７ 覆土上層球状土錘 （３.２）

孔径

（３.３）

器種 径 材質（胎土） 特　　　　　　　　徴

ナデ　一方向からの穿孔　欠け長石・黒色粒子０.６ （１８.６）

厚さ 重量

３５ 明赤褐 覆土下層 ２０％土師器 坏 ［１４.８］ （４.７） － 普通 体部外面ヘラナデ　内面ヘラ磨き長石・石英・雲母

３６ 赤 火床面 ２５％土師器 坩 － （５.７） ３.０ 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面器面荒
れ赤色粒子・白色粒子

３７ オリーブ灰 覆土上層 １０％須恵器 高坏 － （４.４） ［１０.０］ 普通 ロクロ整形　脚部外面にヘラ記号長石

３８ 明赤褐 火床面 ９５％ ＰＬ１０土師器 壺 － （１４.２） ５.０ 普通 体部外面ヘラナデ　頸部横ナデ長石・石英

３９ にぶい赤褐 火床面 ２０％土師器 甑 ［２０.２］ ２０.２ ［７.０］ 普通 体部外面ヘラナデ　内面ナデ長石・石英・雲母・赤
色粒子

第２６図　第３号住居跡出土遺物実測図（２）
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８　暗 赤 褐 色　砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　１０　暗 赤 褐 色　砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子
９　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微　　　　　　　　　　　　　微量
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２７図　第４号住居跡実測図
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１５～３５bで，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２０bで，南壁際の

中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴　西コーナー部に付設されている。長軸１３０b，短軸９４bの長方形で，深さは４０bである。底面は平坦で，

壁は外傾している。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

覆土　４層に分層できる。層厚は薄いが各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック中量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　４　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片１８１点（坏２９，高坏１，甕１５１），須恵器片３９点（甕），土製品２点（球状土錘），石器

１点（砥石）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片５点，弥生土器２５点，混入した陶磁器片８点も

出土している。４０は中央部，ＤＰ９は西部の床面，４１・ＤＰ８はＰ１内の覆土中からそれぞれ出土しており，廃

絶後の埋没過程の早い段階で投棄されたものと考えられる。

所見　本跡は煙道部が壁外への掘り込みをもたない「初期竈」を有する住居である。時期は，出土土器から中

期末と考えられる。

第２８図　第４号住居跡出土遺物実測図
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第４号住居跡出土遺物観察表（第２８図）

表４　古墳時代竪穴住居跡一覧表

３　平安時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴住居跡１軒，溝跡１条である。以下，遺構と遺物について記述する。

（１）　竪穴住居跡

第７号住居跡（第２９・３０図）

位置　調査区北部のＡ２ｊ９区，標高２９.０cの台地縁辺部に位置している。南東約１５cに第１号溝跡が位置して

いる。

重複関係　第５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸３.０６c，短軸２.８４cの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は１０～１８bで，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，中央部の広い範囲で硬化面が認められる。

竈　北壁の中央部に付設されている。煙道部が第５号土坑に掘り込まれているため，残存する規模は，焚口部

から煙道部まで８０b，燃焼幅５８bである。左袖部は床面と同じ高さを基部とし，右袖部は掘り込んだ地山の上

に第１４層を貼り付けて基部とし，砂質粘土を積み上げて構築されている。火床部は床面をわずかに掘りくぼめ

て使用しており，火床面は火により赤変硬化している。煙道部は火床面から外傾して立ち上がっている。竈土

層中の第１１～１３層は袖部の土層である。

番号 色調 焼成 出土位置 備考

４０ 明黄褐 床面 ６０％土師器 高坏

器高 底径

－ （９.９） ［１３.３］

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 脚部外面ヘラナデ　内面ナデ　輪積痕長石・石英・黒色粒子

４１ 橙 Ｐ１内 ５％土師器 甕 ［２３.０］ （８.３） － 普通 体部内・外面ナデ　口縁部横ナデ長石・石英・雲母

番号 出土位置 備考

ＤＰ８ Ｐ１内球状土錘 ２.８

孔径

２.７

器種 径 材質（胎土） 特　　　　　　　　徴

ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.６ １７.６

厚さ 重量

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ５ 普通 覆土下層須恵器 甕

胎　土

長石・石英

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

体部縦位の平行叩き　内面ナデ黄灰

ＴＰ６ 普通 覆土中須恵器 甕 長石・石英 体部縦位の平行叩き　内面ナデ灰

ＤＰ９ 床面球状土錘 ３.２ ２.８ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.７ ２４.４

番号 出土位置 備考

Ｑ４ 覆土中砥石 ４.２

厚さ

３.１

器種 長さ 材　質 特　　　　　　　　徴

砥面５面砂岩１.８ ３８.７

幅 重量

番号 時期
備考

重複関係
（古→新）

１ 中期末 本跡→ＳＤ３Ｂ２ｅ２ Ｎ－６８゚－Ｗ

規模（ｍ）
（長軸×短軸）

方形

位置 主軸方向 壁高
（㎝）

主な出土遺物

土師器，土製品，
石器，石製品

１５～２０

床面

平坦

壁溝

全周

覆土

人為

主柱穴

４

出入口

１

ピット

内部施設

－

炉・竈

竈１

貯蔵穴

１６.３４　×　６.０８

２ 中期末Ｂ２ｈ２ Ｎ－５１゚－Ｗ 方形 土師器，須恵器，
土製品

１４～５４ 平坦 － 人為４ － ４ 竈１ ２９.１８　×　８.６８

３ 中期末Ｂ２ｄ９ Ｎ－８１゚－Ｅ 方形 土師器，須恵器，
土製品

１５～２５ 平坦 ［全周］ 人為４ － ２ 竈１ １６.１２　×　６.０８

平面形

４ 中期末 ＳＩ９→本跡Ｂ１ｆ０ Ｎ－６１゚－Ｅ 長方形 土師器，須恵器，
土製品，石器

２０～２４ 平坦 － 人為４ １ － 竈１ １６.３０　×　５.４４

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１２

ＰＬ１２
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竈土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　１１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子中量，
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土物微量　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量
３　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　１２　にぶい赤褐色　焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・
４　赤　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　１３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子中量，
６　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　炭化粒子少量
７　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　１４　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子・砂質
８　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　粘土粒子微量
９　極暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量　１５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

１０　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量　１６　褐　　　色　ロームブロック少量

ピット　深さ３６bで，南壁際の中央部に位置することから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　６層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　４　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　５　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　６　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片２６点（坏１０，高台付椀１，甕１５），須恵器片１０点（甕９，甑１）が出土している。そ

の他，流れ込んだ縄文土器片３点，弥生土器片９点も出土している。４３・４５・４６・４８は竈火床部から出土して

いる。特に，４５・４６は火床部，４８は西部の床面から出土した破片がそれぞれ接合したものである。４２は北部，

４７は中央部の床面からそれぞれ出土している。これらの土器は，住居廃絶後の埋没過程の早い段階で投棄され

たものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられ，南東約１５ｍに位置する第１号溝と同時期に機能していた

可能性が高い。

第２９図　第７号住居跡実測図
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第３０図　第７号住居跡出土遺物実測図
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第７号住居跡出土遺物観察表（第３０図）

（２）　溝跡

第１号溝跡（第３１・３２図）

位置　調査区南東部のＢ３ｊ３～Ｂ３ｂ３区，標高２８.４～２８.８cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第８号住居跡を掘り込み，第４～６号溝に掘り込まれている。

規模と形状　Ｂ３ｊ３区から北西方向（Ｎ－４１°－Ｗ）に直線的に２０cほど延びたところで，Ｌ字状に屈曲し，Ｂ

２ｆ０区で北東方向（Ｎ－４８°－Ｅ）に向きを変え，調査区域外まで延びている。確認された長さ４２.０c，上幅５.４～

8.４c，下幅０.８～３.２c，深さ４２～８２bである。断面形は浅いＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　１６層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　９　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　極 暗 褐 色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　１０　極 暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　１１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　１２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
５　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　１３　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　１４　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
７　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　１５　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
８　灰　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　１６　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片５２８点（坏６１，高台付坏１３，高台付椀１，甕４５３），須恵器片４１点（坏２４，蓋３，瓶５，

高台付坏３，鉢１，甕５），土製品１９点（球状土錘）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片６６点，

弥生土器片３１１点，混入した土師質土器片１点，陶磁器片２１点も出土している。５０・５３は北東部の覆土上層，

ＤＰ１０・ＤＰ１１・ＤＰ１３～ＤＰ２８は南東部の覆土上層からまとまって出土している。

所見　Ｌ字状を呈していることから地境溝の可能性があるが，周囲に関連性を示す遺構が確認できないため，

性格は不明である。時期は，出土した土師器片が９世紀代のものであることから，北西約１５ｍに位置する第７

号住居跡と同じ，平安時代に機能していた可能性が高い。

番号 色調 焼成 出土位置 備考

４２ 明赤褐 床面 ８０％　ＰＬ１０土師器 坏

器高 底径

１４.７ ５.１ ７.０

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 ロクロ整形　体部内面ヘラ磨き長石・石英・雲母

４３ にぶい橙 火床面 １０％土師器 高台付椀 ［１２.６］ ４.２ ［６.８］ 普通 ロクロ整形　体部内面ヘラ磨き長石・石英・赤色粒子

４５ 赤褐 火床面 ５０％　ＰＬ１１土師器 小形甕 ［１２.１］ １３.１ ５.０ 普通 体部外面ヘラ削り　口縁部横ナデ長石・石英・雲母

４６ 明赤褐 火床面 ６０％土師器 小形甕 － （１２.４） ６.２ 普通 体部外面下位ヘラ削り　底部木葉痕長石・石英・雲母

４７ にぶい橙 床面 ２０％須恵器 甕 － （２４.３） ［１５.０］ 普通 体部縦位の平行叩き　下位ヘラ削り　内面
ナデ　輪積痕長石・石英・雲母

４８ にぶい橙 火床面 ５０％　ＰＬ１１須恵器 甑 ［２７.８］ ２４.５ １５.０ 普通 体部縦位の平行叩き　下位ヘラ削り　輪積
痕　多孔式長石・石英・雲母
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第３１図　第１号溝跡・出土遺物実測図
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第３２図　第１号溝跡出土遺物実測図
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第１号溝跡出土遺物観察表（第３１・３２図）

４　中世・近世の遺構と遺物

　当時代の遺構は，溝跡１条，土坑３０基である。そのうち，遺物が出土している第６号溝跡，第２６号土坑に

　ついては文章で説明する。その他の土坑についても規模や覆土の様子から墓の可能性があるものについて実

　測図と一覧表で掲載する。

（１）　溝跡

第６号溝跡（第３３図）

位置　調査区中央部のＢ３ｈ１～Ｂ２ｃ５区，標高２９.０cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１・２・５号溝跡を掘り込み，第７号溝に掘り込まれている。

規模と形状　Ｂ３ｈ１区から北西方向（Ｎ－４９°－Ｗ）へ直線的に延び，Ｂ２ｃ５区で立ち上がっている。確認さ

れた長さは３０.４cで，上幅０.８８～１.７０c，下幅０.１０～０.２８c，深さ２２～３２bである。断面形は浅いＵ字状で，

壁は緩やかに立ち上がっている。

番号 色調 焼成 出土位置 備考

４９ にぶい黄橙 覆土中 ３０％土師器 坏

器高 底径

［１４.５］ ４.７ ８.０

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 ロクロ整形　体部内面ヘラ磨き黒色粒子・白色粒子

５０ 明褐 覆土上層 ４５％土師器 坏 ［１６.０］ ５.１ ７.０ 普通 ロクロ整形　体部下端ヘラ削り　内面ヘラ
磨き長石・石英・赤色粒子

５１ 橙 覆土下層 ６０％土師器 高台付坏 ［１１.８］ ４.６ ６.４ 普通 ロクロ整形　体部内面ヘラ磨き赤色粒子・黒色粒子・
白色粒子

５２ にぶい橙 覆土中
５％墨書「□
□」ＰＬ１０土師器 高台付椀 － （３.３） － 普通 体部内面ヘラ磨き長石・石英

５３ 灰黄 覆土上層 １５％須恵器 鉢 － （１６.８） １５.４ 普通 体部縦位の平行叩き　下位ヘラ削り　内面
ナデ長石・石英・雲母

番号 出土位置 備考

ＤＰ１０ 覆土上層球状土錘 ２.５

孔径

２.１

器種 径 材質（胎土） 特　　　　　　　　徴

丁寧なナデ　一方向からの穿孔長石・雲母０.５ １３.１

厚さ 重量

ＤＰ１１ 覆土上層球状土錘 ２.８ （２.４） ナデ　一方向からの穿孔　欠け長石・雲母０.７ （１６.８）

ＤＰ１２ 覆土下層球状土錘 ３.１ ２.７ ナデ　一方向からの穿孔長石０.８ ２１.４

ＤＰ１３ 覆土上層球状土錘 ３.０ ３.０ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.７ ２４.０

ＤＰ１４ 覆土上層球状土錘 ３.０ ３.０ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.６ ２７.１

ＤＰ１５ 覆土上層球状土錘 ３.０ ２.９ 丁寧なナデ　一方向からの穿孔　ソロバン玉状長石０.６ ２１.４

ＤＰ１６ 覆土上層球状土錘 ３.１ ３.０ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英０.６ ２６.３

ＤＰ１７ 覆土上層球状土錘 ３.４ ３.３ 丁寧なナデ　一方向からの穿孔長石・石英０.６ ３４.６

ＤＰ１８ 覆土上層球状土錘 ３.１ ２.９ ナデ　一方向からの穿孔　欠け長石・石英０.５ （２７.４）

ＤＰ１９ 覆土上層球状土錘 ３.３ ３.０ ナデ　一方向からの穿孔長石０.６ ３０.７

ＤＰ２０ 覆土上層球状土錘 ３.４ ３.３ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.６ ３４.１

ＤＰ２１ 覆土上層球状土錘 ３.３ ３.４ 粗いナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.５ ３３.６

ＤＰ２２ 覆土上層球状土錘 ３.４ ３.２ ナデ　一方向からの穿孔　欠け長石・石英・雲母０.５～１.２ （３３.８）

ＤＰ２３ 覆土上層球状土錘 ３.５ ３.６ ナデ　一方向からの穿孔長石０.８ （３７.２）

ＤＰ２４ 覆土上層球状土錘 ３.４ ３.８ ナデ　一方向からの穿孔長石・雲母０.９ ３５.１

ＤＰ２５ 覆土上層球状土錘 ３.６ ３.４ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.９ ３７.１

ＤＰ２６ 覆土上層球状土錘 ３.６ ３.６ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.８ ４４.６

ＤＰ２７ 覆土上層球状土錘 ３.７ ３.６ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.８ ４７.８

ＤＰ２８ 覆土上層球状土錘 ３.８ ３.４ ナデ　一方向からの穿孔長石・石英・雲母０.７～１.０ ４３.４ ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３

ＰＬ１３
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覆土　５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　５　褐　　　色　ロームブロック中量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片５点（鍋），陶磁器片１６点（碗）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片２９

点，弥生土器片１０点も出土している。５６は北西部の覆土下層，５４・５５は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から近世と考えられ，本跡の北東部には多くの墓坑が確認されており，墓域を区画す

る溝であった可能性が高い。

第３３図　第６号溝跡・出土遺物実測図
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第６号溝跡出土遺物観察表（第３３図）

（２）　土坑

第26号土坑（第３４図）

位置　調査区中央部のＢ２ａ８区，標高２９.０cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第２９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第２９号土坑に掘り込まれているため，短軸０.７１c，長軸１.１６cが確認できただけである。主軸方

向がＮ－３８°－Ｅの長方形と推定される。壁高は５５bで，外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子・焼土粒子少量

遺物出土状況　陶磁器片３点（碗２，瓶１）が出土している。５７は覆土中から出土している。

所見　副葬品と見られる遺物は無いものの，覆土が埋め戻されていることから墓の可能性がある。時期は，出

土土器から近世と考えられる。

第２６号土坑出土遺物観察表（第３４図）

番号 色調 焼成 出土位置 備考

５４ 浅黄 覆土中 １０％陶器 碗

器高 底径

－ （１.９） ［２.８］

種別 器種 口径 胎土・釉薬 手 法 の 特 徴 ほ か

精良 内・外面施釉　高台は露胎にぶい黄橙・灰釉

５５ 灰白 覆土中 １０％陶器 碗 － （１.２） ［８.０］ 精良 外面施釉灰白・長石釉

５６ 灰白 覆土下層 ２５％磁器 碗 － （２.９） ３.２ 緻密 内・外面施釉灰白・透明釉

番号 色調 焼成 出土位置 備考

５７ 灰白 覆土中 ５％陶器 土瓶

器高 底径

－ （４.２） ［７.６］

種別 器種 口径 胎土・釉薬 手 法 の 特 徴 ほ か

精良 外面施釉灰白・長石釉

第３４図　第２６号土坑・出土遺物実測図
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第３５図　中世・近世土坑実測図（１）
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第３６図　中世・近世土坑実測図（２）
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第１号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第６号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量
２　褐　　　色　ロームブロック多量

第７号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量
２　褐　　　色　ロームブロック多量

第８号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第９号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量

第10号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第11号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第12号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第13号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第14号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第15号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第16号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量

第17号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
３　暗　褐　色　ロームブロック微量

第18号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量

第19号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第20号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量

第21号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第22号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第23号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒
　　　　　　　　子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第24号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第25号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒
　　　　　　　　子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第27号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒
　　　　　　　　子微量

第28号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒
　　　　　　　　子微量

第30号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第31号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量

第33号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック多量
２　褐　　　色　ロームブロック中量
３　褐　　　色　ローム粒子中量

第35号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量

番号
備　　　　考

重複関係
（古→新）

１ Ｂ２ｃ１ Ｎ－５１°－Ｅ

規　　　模

長軸（径）×短軸（径）（c） 深さ（b）

隅丸長方形

位置 長軸（径）方向 出　　土　　遺　　物

－４４

壁面

外傾

底面

平坦

覆土

人為２.０６　×　０.８２

２ Ｂ２ｂ４ Ｎ－５１°－Ｗ 長方形 －２４ 外傾 平坦 人為１.１２　×　０.７６

６ Ｂ３ａ１ － 円形 －５０ 直立 平坦 人為１.１２　×　１.０５

平面形

７ Ａ３ｊ２ － 円形 －６３ 直立 平坦 人為１.００　×　０.９２

８ Ｂ２ｂ９ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 －４２ 外傾 平坦 人為１.３２　×　０.５０

９ ＳＩ８→本跡Ｂ３ｂ１ Ｎ－４４°－Ｅ 長方形 －４０ 外傾 平坦 人為１.２５　×　０.８５

１０ Ｂ２ｃ０ Ｎ－３５°－Ｅ 長方形 －２７ 外傾 平坦 人為１.３７　×　０.６５

１１ ＳＫ１４→本跡Ｂ２ｃ０ Ｎ－４２°－Ｅ 長方形 －３１ 外傾 平坦 人為１.４６　×　０.６８

表５　中世・近世土坑一覧表
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５　その他の遺構と遺物

　遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，竪穴住居跡１軒，溝跡５条，土坑５

　基が確認された。竪穴住居跡と溝跡については文章で説明し，土坑については実測図と一覧表を掲載する。

（１）　竪穴住居跡

第８号住居跡（第３７図）

位置　調査区北東部のＢ３ｂ１区，標高２８.６cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１号溝，第９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南東部を第１号溝に掘り込まれているため，北東・南西軸は５.２８c，北東・北西軸は４.８５cだけ

しか確認できなかった。炉及び柱穴の配置から，主軸方向はＮ－４５°－Ｗと推測される。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部やや北西壁寄りに位置している。長径１１０b，短径６０bの楕円形で，地山の床面を１０bほど掘りく

ぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　４　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微
２　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　５　極 暗 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３８～７５bで，規模と位置から主柱穴である。

番号
備　　　　考

重複関係
（古→新）

１２ Ｂ２ｂ０ Ｎ－４５°－Ｅ

規　　　模

長軸（径）×短軸（径）（c） 深さ（b）

長方形

位置 長軸（径）方向 出　　土　　遺　　物

－６０

壁面

外傾

底面

平坦

覆土

人為１.７５　×　０.６４

１３ Ｂ２ｂ０ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 －５５ 緩斜 平坦 人為１.５９　×　０.６９

１４ Ｂ２ｃ０ Ｎ－２０°－Ｗ 隅丸長方形 －２５ 外傾 平坦 人為１.６８　×　１.３６

平面形

１５ Ｂ３ｄ３ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 －１５ 緩斜 平坦 人為１.１０　×　０.５３

１６ Ｂ３ｄ４ Ｎ－４１°－Ｅ 長方形 －１４ 緩斜 平坦 人為３.９６　×　０.８８

１７ ＳＫ１６→本跡

本跡→ＳＫ１７

本跡→ＳＫ１１

Ｂ３ｄ４ － 円形 －３０ 外傾 平坦 人為１.０２　×　１.０１

１８ Ｂ３ｄ４ － 円形 －２１ 外傾 平坦 人為０.９７　×　０.９５

１９ ＳＫ３５→本跡Ｂ３ｃ４ Ｎ－１３°－Ｅ 楕円形 －１４ 外傾 平坦 人為１.００　×　０.８９

２０ Ｂ３ｄ５ Ｎ－４３°－Ｅ 長方形 －１８ 外傾 平坦 人為１.４７　×　０.５３

２１ Ｂ３ｄ５ － 円形 －２２ 外傾 平坦 人為１.０６　×　１.０６

２２ Ｂ３ｄ６ － 円形 －１８ 外傾 平坦 人為１.０５　×　０.９３

２３ ＳＫ２４→本跡Ｂ２ａ９ Ｎ－４４°－Ｅ 長方形 －６２ 外傾 平坦 人為１.７３　×　０.６９

２４ 本跡→ＳＫ２３Ｂ２ａ９ Ｎ－４４°－Ｅ 長方形 －６０ 外傾 平坦 人為１.６６　×　０.６７

２５ Ｂ２ａ９ Ｎ－４７°－Ｅ 長方形 －６０ 外傾 平坦 人為１.５９　×　０.７３

２６ 本跡→ＳＫ２９Ｂ２ａ８ Ｎ－３８°－Ｅ ［長方形］ －５５ 外傾 平坦 人為（１.１６）　×　０.７１

２７ Ａ２ｊ８ Ｎ－４３°－Ｅ 長方形 －５４ 緩斜 平坦 人為１.５６　×　０.６４

２８ Ａ２ｊ８ Ｎ－４２°－Ｅ 長方形 －３４ 外傾 平坦 人為１.７０　×　０.６９

２９ ＳＫ２６→本跡Ｂ２ａ８ Ｎ－３６°－Ｅ 長方形 －５５ 緩斜 平坦 人為１.４４　×　０.７０

３０ Ｂ３ａ１ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 －５３ 外傾 平坦 人為１.４６　×　０.５８

３１ Ａ３ｊ０ Ｎ－３６°－Ｅ 長方形 －５４ 外傾 平坦 人為１.５６　×　０.５７

３３ Ａ２ｊ３ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 －３６ 緩斜 平坦 人為１.３０　×　０.９２

３５ 本跡→ＳＫ１９Ｂ３ｃ４ － ［楕円形］ －１０ 外傾 平坦 人為０.９８　×　（０.４０）
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覆土　単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

所見　炉・硬化面・柱穴が確認されていることから住居跡としたが，詳細は不明である。時期は，平安時代に

比定される第１号溝に掘り込まれていることから平安時代以前と考えられる。

第３７図　第８号住居跡実測図
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（２）　溝跡

第２号溝跡（第３８図）

位置　調査区中央部のＢ２ｆ３～Ａ２ｉ８区，標高２９.０cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第６号溝に掘り込まれている。

規模と形状　Ｂ２ｆ３区から北東方向（Ｎ－３８°－Ｅ）へ直線的に延び，Ａ２ｉ８区で立ち上がっている。確認され

た長さは３４.２cで，上幅０.３２～１.１６c，下幅０.１０～０.５２c，深さ３～１４bである。断面形は浅いＵ字状で，壁は緩

やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　２　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　古墳時代の土師器片５点，陶磁器片２点が出土しているが，埋没過程で混入したものと考えら

れる。遺物は細片のため図示できない。

所見　平坦部に位置しており，一定方向への傾斜も認められないことから，地境溝の可能性が高い。時期は，

遺構に伴う土器が出土していないため不明である。

第３８図　第２号溝跡実測図
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第３号溝跡（第３９図）

位置　調査区西部のＢ２ｆ３～Ｂ１ｃ０区，標高２９.５cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　Ｂ２ｆ３区から北西方向（Ｎ－４６°－Ｗ）へ直線的に延び，Ｂ１ｃ０区の調査区域外まで延びている。

確認された長さは１６.９６cで，上幅０.４４～０.７３c，下幅０.３２～０.５５c，深さ１０～１２bである。断面形はＵ字状で，

壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　２　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　古墳時代の土師器片５点が出土しただけである。

所見　時期は，遺構に伴う遺物が出土していないため不明である。

第４号溝跡（第４０図）

位置　調査区南部のＣ２ｂ０～Ｂ３ｈ３区，標高２８.０cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第６号住居跡・第１号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　削平を受けているため全体を確認することができなかったが，Ｃ２ｂ０区からＢ３ｈ３区まで長さ２３.４

cが確認された。規模は上幅０.４６～０.９６c，下幅０.２０～０.５２c，深さ８～２３bである。断面形はＵ字状で，壁は

緩やかに立ち上がっている。

覆土　６層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ロームブロック多量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量　　　　　　　　５　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　６　極 暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３９図　第３号溝跡実測図

A
A′

C
C′

B B′

Ｂ２d2

Ｂ２e3

A A′1

2

29.6m

B B′

C C′

1



－５６－

塚　本　遺　跡

所見　平坦部に位置しており，一定方向への傾斜も認められないことから，地境溝の可能性が高い。時期は，

遺構に伴う土器が出土していないため不明である。

第５号溝跡（第４１図）

位置　調査区南東部のＢ２ｈ０～Ｂ３ｆ２区，標高２８.４cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１号溝跡を掘り込んでいる。また，第６号溝の下層約２０bに位置している。

規模と形状　削平を受けているため全体を確認することができなかったが，Ｂ２ｈ０区からＢ３ｆ２区まで長さ

約９.２０cが確認された。規模は上幅０.５４～０.７４c，下幅０.１４～０.３８c，深さ１０～１５bである。断面形はＵ字状で，

壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　２　暗　褐　色　ロームブロック少量

所見　周囲に関連性を示す遺構が確認されず，性格は不明である。時期は，遺構に伴う土器が出土していない

ため不明である。

第４０図　第４号溝跡実測図
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第７号溝跡（第４２図）

位置　調査区中央部のＢ２ｇ５～Ｂ２ｅ７区，標高２９.０cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第６号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　削平を受けているため全体を確認することができなかったが，Ｂ２ｇ５区からＢ３ｅ７区まで長さ１

３.０４cが確認された。規模は上幅０.８８～１.７０c，下幅０.１０～０.２８c，深さ２２～２８bである。断面形はＵ字状で，

壁は緩やかに立ち上がっている。

第４１図　第５号溝跡実測図

第４２図　第７号溝跡実測図
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覆土　６層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　４　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　５　暗　褐　色　ローム粒子少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　６　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　古墳時代の土師器片４点，中世の土師質土器片２点が出土している。

所見　周囲に関連性を示す遺構が確認されず，性格は不明である。時期は，遺構に伴う土器が出土していない

ため不明である。

表６　溝跡一覧表

（３）　土坑（第４３・４４図）

時期及び性格不明の土坑については，以下，実測図を記載する。

番号
備考

重複関係
（古→新）

２ Ａ２ｉ８ ～Ｂ２ｆ３ Ｎ－３８°－Ｅ

規模

長　さ
（ｍ）

直線状

位置 方向 主な出土遺物

土師器，陶磁器３４.２０

断面

Ｕ字状

覆土

自然

３ Ｂ１ｃ０ ～Ｂ２ｆ３ Ｎ－４６°－Ｗ 直線状 土師器（１６.９６） Ｕ字状 自然

４ Ｂ３ｈ３ ～Ｃ２ｂ０ Ｎ－３５°－Ｅ 直線状 －（２３.４０） Ｕ字状 自然

形状

５ Ｂ３ｆ２ ～Ｂ２ｈ０ Ｎ－５３°－Ｅ 直線状 －（９.２０） Ｕ字状 自然

７ Ｂ２ｅ７ ～Ｂ２ｇ５ Ｎ－３０°－Ｗ 直線状 土師器，土師質
土器（１３.０４） Ｕ字状 自然 ＳＤ６→本跡

本跡→ＳＤ６

ＳＩ６・ＳＤ１→本跡

ＳＩ１→本跡

ＳＤ１→本跡→ＳＤ６

上　幅
（ｍ）

０.３２～１.１６

０.４４～０.３７

０.４６～０.９６

０.５４～０.７４

０.８８～１.７０

下　幅
（ｍ）

０.１０～０.５２

０.３２～０.５５

０.２０～０.５２

０.１４～０.３８

０.１０～０.２８

深　さ
（㎝）

 ３～１４

１０～１２

 ８～２３

１０～１５

２２～２８

第４３図　土坑実測図（１）
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第３号土坑土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第５号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量　　　　　　　　　１　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　　　　　２　極 暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　　　　
５　褐　　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　第32号土坑土層解説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
第４号土坑土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　褐　　　色　ロームブロック中量
１　褐　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子微量　　　　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック少量
２　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子中量
３　褐　　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　
４　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量　　　　　　　　　第34号土坑土層解説
５　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　　　　１　暗　褐　色　ローム粒子少量
６　褐　　　色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　　　　　２　暗　褐　色　ロームブロック少量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　褐　　　色　ローム粒子中量

表７　土坑一覧表

番号
備　　　　考

重複関係
（古→新）

３ Ｂ２ｊ９ Ｎ－３３°－Ｅ

規　　　模

長軸（径）×短軸（径）（c） 深さ（b）

不整方形

位置 長軸（径）方向 出　　土　　遺　　物

－７６

壁面

外傾

底面

平坦

覆土

人為２.７０　×　２.４０

４ Ｂ１ｃ９ Ｎ－６１°－Ｅ 楕円形 －６８ 外傾 平坦 人為２.６８　×　２.２０

５ Ａ２ｉ９ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 －１８ 外傾 平坦 人為０.５８　×　０.４６

平面形

３２ Ａ２ｊ７ Ｎ－１１°－Ｅ 楕円形 －３０～５９ 緩斜 平坦 人為３.７０　×　２.３２

３４ Ａ２ｊ３ Ｎ－６６°－Ｅ 楕円形 －

ＳＩ７→本跡

５０～８０ 緩斜 平坦 人為２.８２　×　１.３５

第４４図　土坑実測図（２）
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（４）　遺構外出土遺物（第４５図）

今回の調査で出土した遺物の中で，遺構に伴わない遺物について，実測図と観察表を掲載する。

遺構外出土遺物観察表（第４５図）

番号 色調 焼成 出土位置 備考

４４ 橙 ＳＩ７ ５％縄文土器 深鉢

器高 底径

－ （７.０） ［９.４］

種別 器種 口径 胎　土 手 法 の 特 徴 ほ か

普通 外面ヘラ磨き長石・石英・赤色粒子

５８ にぶい橙 ＳＩ４ ８０％ 　ＰＬ１０土師質土器 皿 １０.６ ２.５ ５.２ 普通 ロクロ整形　底部回転糸切り長石・石英・雲母

５９ 灰 ＳＤ１ ５％須恵器 － （４.９） － 普通 ロクロ整形　５条の波状文黒色粒子・白色粒子

６０ 明赤褐 ＳＤ１ ５％弥生土器 広口壺 － （２.９） ［７.０］ 普通 胴部に附加条一種（附加２条）の縄文長石・石英・雲母

番号 色　調 焼成 出土位置 備考

ＴＰ７ 明赤褐 ＳＤ１ ＰＬ１２縄文土器 深鉢

種別 器種 胎　土 文　様　 の　 特　 徴 　

普通 口唇部凹線文　ＬＲ単節縄文長石・石英・雲母

ＴＰ８ 明赤褐 ＳＤ１ ＰＬ１２縄文土器 深鉢 普通 ＲＬ縄文に平行沈線長石・石英・雲母

ＴＰ９ 橙 ＳＤ１ ＰＬ１２縄文土器 深鉢 普通 櫛歯状工具による波状沈線文長石・石英

ＴＰ１０ 明黄褐 ＳＩ１ ＰＬ１２弥生土器 広口壺 普通 棒状工具による刺突文　附加条一種（附加２条）の
縄文長石・石英・雲母

番号 出土位置 備考

ＤＰ２９ ＳＤ１ ＰＬ１２泥面子 ３.６

厚さ 重量

２.４ ０.８ （５.６）

器種 長さ 幅 材質（胎土） 特　　　　　　　　徴

芥子面　一部欠け長石・石英

第４５図　遺溝外出土遺物実測図
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第４６図　塚本遺跡全体図
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第４節　ま　　と　　め

今回の調査で，竪穴住居跡９軒，溝跡７条，土坑３５基が確認された。調査の結果，弥生時代後期と古墳時代

後期，平安時代の集落跡であることが明らかになった。ここでは，当遺跡の各時代の様相と若干の考察を述べ

る。

１　弥生時代

当時代の遺構は，調査区の北西部と南部に位置している第５・６・９号住居跡の３軒である。時期は，出

土土器から後期後半と考えられ，３軒は３０～５０cの間隔で位置している。第９号住居跡は大部分が古墳時代

に比定される第４号住居跡に掘り込まれているため全体の様相はつかめないが，規模は，一辺約５～６c程

度である。

遺物では，第６・９号住居跡から出土した広口壺が注目される。第６号住居跡から出土したものは，口縁

部から頸部上位の破片で，頸部上位には縄文と無文帯を分ける刺突列が巡り，無文帯を幅広くとっている。

その刺突列間には貼瘤をもっており，主に霞ヶ浦周辺地域を中心に分布する土器である。もう一つの広口

壺は，口縁部から胴部にかけての破片で，住居跡内のピットから出土している。口唇部に原体押圧がされ，

頸部文様帯はスリット手法による縦区画充填波状文が施されている。これは涸沼川以北を中心に分布する土

器である。同じように，第９号住居跡も二つの地域の土器が出土している。このように，霞ヶ浦周辺地域と

涸沼川以北を中心に分布する土器が同じ住居跡から出土する例が，他地域においても見ることができる。当

遺跡は地理的に霞ヶ浦周辺地域を中心とする文化圏に属するが，隣接する文化圏の土器が出土することは，

涸沼川以北の地域と交流がされていたことを示す資料である。

また，出土遺物がなく今回時期不明として報告した第８号住居跡は，主軸方向，北壁側の柱穴間に炉を付

設している点など，西へ約２５cに位置する第５号住居跡と類似していることから，本跡も当時代に属する可

能性が高い。

２　古墳時代

当時代の遺構は，調査区の中央から西部にかけて位置している第１～４号住居跡の４軒である。時期は，

４軒とも出土土器から５世紀後葉と考えられ，竈が壁外への掘り込みを持たない「初期竈」を有している。

本遺跡の竈は，壁外に煙道部の掘り込みを持たないものの，粘土は壁と接しており，炉を使用する住居と

の併存も見られない。４軒は一辺約９cで床面積が８０gの第２号住居跡を中心に，第１・３・４号住居跡が

周囲に配されている。第２号住居跡は貯蔵穴を２基有し，竈脇と出入り口脇に位置している。坏・椀などの

食膳具の多さと小形ながら須恵器甕を保有している点も注目される。その北東に位置する第１号住居跡は主

軸方向や竈を北西壁に付設する点で第２号住居跡と，第４号住居跡は主軸方向や竈を北東壁に付設する点で

第３号住居跡と同じである。本遺跡において竈の付設位置は，北西壁と北東壁の２種類がみられる。同じ台

地上に位置する東前遺跡からも，同時期の「初期竈」を有する住居跡が確認されている１）。特に，東前遺跡

の第３・７号住居跡の竈は，壁から離れた床面に，粘土を馬蹄形に盛り上げて構築されている。２軒は出土

土器から，５世紀後葉，５世紀末から６世紀初頭と考えられ，本跡の住居跡とほぼ同時期である。この他に

も，炉を使用している同時期の住居跡も存在することから，当遺跡では，竈導入期において炉を使用する住

居と併存している様子がうかがえる。
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さらに，小野川左岸の台地上に位置する堂ノ上遺跡でも，初期竈を有する住居跡が調査され，４方位の壁

に竈を付設する住居跡が報告されている２）。当該期の堂ノ上遺跡の住居は，重複関係も見られることから，

継続的に集落が営まれていたものと見られる。本遺跡においては，重複関係が見られないことから，当該期

は１世代程度の短期の集落形成であったとみられる。

第４７図　塚本遺跡遺構変遷図
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３　平安時代

当時代の遺構は，調査区東部に位置する第７号住居跡と第１号溝跡が該当する。特筆するものとして，Ｌ

字状に屈曲する第１号溝跡がある。当初，方形周溝墓，または古墳の周溝の可能性があるとして調査したが，

南東部の底面が立ち上がり，覆土中からは内面黒色処理された土師器片・須恵器片のほか，球状土錘１９個が

まとまって出土している。また，溝の東側から埋葬施設などが確認されなかったため，古墳の周溝ではない

と考えられる。出土土器は，北西１５cに位置する第７号住居跡と概ね同一時期であり，当該期には機能を失

い，廃絶された可能性がある。該当する遺構が少ないため，本跡がどのような機能を果たしたかは確定でき

ないが，東部の調査区域外に延びていることから，当該期の集落を区画していた可能性が高い。

４　中世・近世

当時代の遺構は，溝跡１条，土坑３０基が確認されている。土坑群は調査区の東部に展開し，その西側に第

６号溝跡が直線上に位置している。土坑は長方形を呈しているものが多く，長軸１～２c，短軸０.５～１cで，

長軸方向がＮ－３２～５１°－Ｅとほぼ規格が揃っている。土坑からは骨粉や副葬品などが確認されていないが，

調査区の東部に集中していることや，覆土はロームブロックを多く含み，埋め戻されていること，規模や形

状，長軸方向がほぼ同一であることなどから，同時期に形成された可能性が高い。中でも第２６号土坑は，第

２９号土坑と重複しているものの，唯一近世の陶器片が出土している。規模や形状から作業場や貯蔵用とし

て機能したとは考えにくく，これらは墓坑の可能性も否定できない。また，これら土坑群の西側に位置する

第６号溝跡は，これらの土坑群を区画したとも考えられる。

以上のように，当遺跡は弥生時代後期に小規模な集落が形成された後，古墳時代後期にもやや大規模な集落

が形成されている。その後，再び集落は途絶えるが，平安時代になると，三度び集落が形成されたことが明ら

かになった。特に，弥生時代は二つの文化圏を持つ土器が出土しており，この台地に集落が形成され始めた頃，

人々の交流や物質の流通があったことが考えられる。

註
１）　早川麗司「東前遺跡　主要地方道江戸崎新利根線バイパス建設事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』第

３１８集　２００９年３月
２）　前島直人・作山智彦・早川麗司「堂ノ上遺跡　一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県

教育財団文化財調査報告』第３０９集　２００９年３月
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第１４図　第１号住居跡実測図（１）
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第４章　豆 薬 師 北 遺 跡

第１節　調 査 の 概 要

　当遺跡は，稲敷市の北西部に位置し，小野川支流の沼里川右岸の標高１９cの台地先端部に立地している。調

査範囲は南北８０c，東西９０cであり，調査面積は３,２６３gである。調査前の現況は山林である。

　今回の調査では，竪穴住居跡１７軒（縄文時代１１，古墳時代６），土坑６４基（縄文時代３，古墳時代１，中世

１２，時期不明４８），段切り状遺構１か所（中世）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０b）に１４箱出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢・浅鉢），

土師器（坩・器台・高坏・甕），土師質土器（小皿・内耳鍋），陶器（碗），土製品（炉器台・球状土錘），石器

（石鏃・磨製石斧・敲石・凹石・磨石），石製品（管玉・勾玉）などである。

第２節　基　本　層　序

　調査区東部のＢ３ｆ５区にテストピットを設定して，深さ２cまで掘り下げて基本土層（第４８図）の観察を行

った。土層は９層に分層でき，観察結果は以下の通りである。

　第１層は，黒褐色を呈する耕作土層である。粘性・締まりとも普通で，層厚は１７～２１bである。

　第２層は，暗褐色を呈するソフトローム層への漸移層である。炭化物を微量含み，粘性は普通で，締まりは

やや弱い。層厚は１０～１８bである。

　第３層は，褐色を呈するソフトローム層である。粘性は普通で，締まりはやや弱い。層厚は２０～３４bである。

第４層は，褐色を呈するハードローム層への漸移層である。粘性・締まりとも普通である。層厚は１５～３５bで

ある。

　第５層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりとも普通である。層厚は１０～２５bである。

　第６層は，ガラス質白色粒子を少量含み，褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で，締まりは強

い。層厚は２０～２５bである。姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）

を含む層に対比される。

　第７層は，黒色粒子を微量含み，暗褐色を呈する

ハードローム層である。粘性は普通で，締まりは強

い。層厚は３０～４０bである。姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）

を含む層の下に確認された黒色帯であることから第

２黒色帯（ＢＢ2）上部に対比される。

　第８層は，黒色粒子を微量含み，暗褐色を呈する

ハードローム層である。粘性は普通で，締まりは強

い。層厚は１５～２０bである。第２黒色帯下部に対比

される。

　第９層は，白色粒子を中量含み，褐色を呈するハ

ードローム層である。粘性は弱く，締まりは強い。

20.0m

１

2

3

4

5

6

7

8

9

19.0m

18.0m
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塚　本　遺　跡

　　第３節　遺　構　と　遺　物

１　縄文時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡11軒，土坑３基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第４号住居跡（第49・50図）

位置　調査区中央部のＢ２c8区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　南西コーナー部を第１号住居，東壁中央部を第47号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5.36ｍ，短軸3.98ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－63°－Ｗである。壁高は10～20cmで，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット  ７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ24～33cmで，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ７は深さ19～25cmで，

本跡に伴うピットと考えられるが，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。周囲から流入した土砂による自然堆積である。

土層解説

　１　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　暗褐色　ローム粒子中量

　４　褐色　ローム粒子多量　

遺物出土状況　縄文土器片467点(深鉢），石器12点（石鏃１，磨石11），剥片２点が出土している。その他，混

入した土師器片５点も出土している。TP１は東壁際，TP４は中央部南寄りの床面からそれぞれ出土しており，時

期決定の指標となる土器である。TP６は東壁際の床面と中央部北寄りの床面から出土した破片が接合したもので

ある。TP２・TP５・TP７は中央部西寄り，TP９は中央部東壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期前半（黒浜式期）と考えられる。

下層は未掘のため本来の層厚は不明である。

　遺構の多くは第３層の上面で確認した。

第３節　遺 構 と 遺 物 　
１　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡１１軒，土坑３基である。以下，遺構と遺物について記述する。

（１）　竪穴住居跡第４号住居跡（第４９・５０図）

位置　調査区中央部のＢ２ｃ８区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　南西コーナー部を第１号住居，東壁中央部を第４７号土坑に掘り込まれている。

第49図　第４号住居跡実測図
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塚　本　遺　跡

　　第３節　遺　構　と　遺　物

１　縄文時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡11軒，土坑３基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第４号住居跡（第49・50図）

位置　調査区中央部のＢ２c8区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　南西コーナー部を第１号住居，東壁中央部を第47号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5.36ｍ，短軸3.98ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－63°－Ｗである。壁高は10～20cmで，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット  ７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ24～33cmで，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ７は深さ19～25cmで，

本跡に伴うピットと考えられるが，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。周囲から流入した土砂による自然堆積である。

土層解説

　１　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　暗褐色　ローム粒子中量

　４　褐色　ローム粒子多量　

遺物出土状況　縄文土器片467点(深鉢），石器12点（石鏃１，磨石11），剥片２点が出土している。その他，混

入した土師器片５点も出土している。TP１は東壁際，TP４は中央部南寄りの床面からそれぞれ出土しており，時

期決定の指標となる土器である。TP６は東壁際の床面と中央部北寄りの床面から出土した破片が接合したもので

ある。TP２・TP５・TP７は中央部西寄り，TP９は中央部東壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期前半（黒浜式期）と考えられる。

規模と形状　長軸５.３６c，短軸３.９８cの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－６３°－Ｗである。壁高は１０～２０bで，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２４～３３bで，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ７は深さ１９～２５bで，

本跡に伴うピットと考えられるが，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。周囲から流れ込んだ土による自然堆積である。

土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量
　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片４６７点（深鉢），石器１２点（石鏃１，磨石１１），剥片２点が出土している。その他，

混入した土師器片５点も出土している。ＴＰ１は東壁際，ＴＰ４は中央部南寄りの床面からそれぞれ出土してお

り，時期決定の指標となる土器である。ＴＰ６は東壁際の床面と中央部北寄りの床面から出土した破片が接合

したものである。ＴＰ２・ＴＰ５・ＴＰ７は中央部西寄り，ＴＰ９は中央部東壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から前期前半（黒浜式期）と考えられる。

豆 薬 師 北 遺 跡
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第50図　第４号住居跡出土遺物実測図



－７０－

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ１

ＴＰ２　　

ＴＰ３

ＴＰ４

ＴＰ５

ＴＰ６

ＴＰ７

ＴＰ８

ＴＰ９

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

床面

覆土下層

覆土中

床面

覆土下層

床面

覆土下層

覆土中

覆土下層

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ１９

ＰＬ２０

ＰＬ２０

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

胎　土

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英

長石・石英・繊維

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

無文

単節縄文ＬＲ　補修孔１か所

単節縄文ＬＲ　口唇部に刻目

単節縄文ＲＬ

直前段合撚

沈線文　半截竹管による押引文　内面条痕文

前々段合撚

沈線区画内に貝殻腹縁文

無節Ｌの原体圧痕文

にぶい橙

にぶい橙

明赤褐

明赤褐

橙

橙

橙

明赤褐

にぶい黄橙

　

第５号住居跡（第５１・５２図）

位置　調査区南部のＢ２ｆ５区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径は４.１０c，短径３.８０cの不整円形である。壁高は１２bで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

番号 出土位置 備考

Ｑ１ 覆土中 ＰＬ２３（３.８）

厚さ 重量

（２.３） ０.６ （２.９６）

種別 長さ 幅 材質 特　　　　徴

凹基無茎鏃　両面押圧剥離　先端部と片側脚部欠損チャート

第４号住居跡出土遺物観察表（第５０図）

石鏃

第51図　第５号住居跡実測図
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－７１－
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番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ１０

ＴＰ１１

ＴＰ１２

ＴＰ１３

普通
二次焼成

普通

普通

普通

覆土中

覆土中層

覆土中層

覆土中層

ＰＬ１９

ＰＬ１９

ＰＬ１９

ＰＬ１９

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

胎　土

胎　土

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・繊維

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

条痕文　貝殻腹縁文

条痕文　貝殻腹縁文　ＴＰ１２・ＴＰ１３と同一個体ヵ

条痕文　貝殻腹縁文　ＴＰ１１・ＴＰ１３と同一個体ヵ

条痕文　貝殻腹縁文　ＴＰ１１・ＴＰ１２と同一個体ヵ

にぶい黄橙

橙

橙

橙

炉　中央部西寄りに位置している。径６０bの円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉である。炉床面は凸凹で，

火を受けて赤変硬化している。

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１５～３０bで，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ８は深さ１９～３０bで，

本跡に伴うピットであるが，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量　　　　４　褐　　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　

遺物出土状況　縄文土器片７２点（深鉢），土製品１点（土器片円盤）が出土している。その他，混入した土師

器片１５点，ミニチュア土器１点，土師質土器片１点も出土している。遺物は炉周辺から集中して出土している。

１・ＴＰ１２・ＴＰ１３は炉南側，２は炉東側の覆土中層からそれぞれ出土している。ＴＰ１１は中央部南寄りの覆土中層

から出土している。

所見　時期は，早期後半（茅山下層式期）と考えられる。

第６号住居跡（第５３・５４図）

位置　調査区北西部のＡ２ｇ６区，標高１９.０cの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　北東部が調査区域外に延びているため，長径は４.３０c，短径は３.４８cしか確認できなかったが，

長径方向Ｎ－０°の楕円形と推測できる。壁高は１０～２２bで，外傾して立ち上がっている。

番号 出土位置 備考

１

２

覆土中層

覆土中層

５％

５％　ＰＬ１９

深鉢

深鉢

器高 底径

（５.２）

（５.１）

種別 器種 口径 色調 焼成 文　様　の　特　徴

条痕文　貝殻腹縁文

条痕文　貝殻腹縁文

石英・雲母・繊維

長石・石英・雲母
繊維

第５号住居跡出土遺物観察表（第５２図）

縄文土器

縄文土器

　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

橙

橙

普通

普通

1 2 TP10

TP13
TP12

TP11

第52図　第５号住居跡出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。　

炉　中央部南寄りに位置している。長径７８b，短径６０bの楕円形で，床面を１２b掘りくぼめて使用した地床炉

である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量　　　　　　　４　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量　　

ピット　１２か所。Ｐ１～Ｐ１２は深さ１１～３５bで，規模は小さいが，炉を中心にほぼ等間隔で環状に巡っている

ことから柱穴と考えられる。

覆土　３層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化　　　　　　　　　　　　　物少量
　　　　　　　　物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化

遺物出土状況　縄文土器片３０点（深鉢），石器４点（磨製石斧２，磨石２），剥片１点が出土している。その他，

混入した土師器片６点，土師質土器片２点も出土している。３は南壁際，４はＰ９の北側の覆土中層からそれ

ぞれ出土している。ＴＰ１４は炉の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器が少ないため明確ではないが，前期後半と考えられる。

第53図　第６号住居跡実測図
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第９号住居跡（第５５・５６図）

位置　調査区北部のＡ２ｊ８区，標高１９.０cの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸３.７８c，短軸３.１２cの長方形で，主軸方向はＮ－５６°－Ｅである。壁高は１２～２８bで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉　中央部の南壁寄りに位置している。長径５２b，短径３４bの楕円形で，床面を５b掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

１　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　　　　２　褐　　　色　ロームブロック少量

ピット　５か所。Ｐ２・Ｐ３は深さ３７b・４４bで，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ１・Ｐ４・Ｐ５は深さ１２

～３３bで，性格は不明である。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から，埋め戻されている。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少
　　　　　　　　 物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  量
２　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化　　　　　　４　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物
　　　　　　　　 物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  微量

遺物出土状況　縄文土器片９１４点（深鉢９１３，壺形土器１），石器３点（磨石），剥片９点が出土している。その他，

混入した土師器片９点も出土している。５は炉北側の覆土下層から出土しており，時期決定の指標となる土器で

ある。ＴＰ１７～ＴＰ１９は中央部北寄りの覆土中層から床面，ＴＰ２２・ＴＰ２３は中央部南寄りの床面からそれぞれ出

土している。ＴＰ１６は中央部東寄りの覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したものである。ＴＰ２０は

東壁際の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期前半（黒浜式期）と考えられる。

　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ１４

ＴＰ１５

普通

普通

炉覆土中

覆土中

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

胎　土

胎　土

長石・雲母・繊維

長石・石英・雲母・繊維

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

単節縄文ＬＲ

表裏条痕文　口唇部に刻目

明赤褐

橙

番号 出土位置 備考

３

４

覆土中層

覆土中層

５％

５％

深鉢

深鉢

器高 底径

（３.７）

（５.０）

種別 器種 口径 色調 焼成 文　様　の　特　徴

無文

無文

長石・石英・雲母

長石・石英・繊維

第６号住居跡出土遺物観察表（第５４図）

縄文土器

縄文土器

橙

にぶい橙

普通

普通
二次焼成

3 4 TP14

TP15

第54図　第６号住居跡出土遺物実測図
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　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

第55図　第９号住居跡・出土遺物実測図
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第10号住居跡（第５７・５８図）

位置　調査区北西部のＡ２ｈ７区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北コーナー部が調査区域外に延びているが，長軸５.６０c，短軸４.４０cの長方形で，長軸方向はＮ

－７２°－Ｅである。壁高は１０bで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。特に硬化した部分は認められなかった。

炉　南コーナー部付近に位置している。径６２bの円形で，床面を１５b掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿

状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子　　　　　３　にぶい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　微量
２　赤　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子　　　　　４　赤　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微
　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

ピット　１４か所。Ｐ１～Ｐ１４は深さ１０～３８bで，規模に規格性はみられないが，壁際を巡っていることから柱

穴と考えられる。

　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ１６

ＴＰ１７

ＴＰ１８

ＴＰ１９

ＴＰ２０

ＴＰ２１

ＴＰ２２

ＴＰ２３

ＴＰ２４　　

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

覆土中層～
下層

覆土下層

床面

覆土中層

覆土中層

覆土中

床面

床面

覆土中

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ１９

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ２０

ＰＬ１９

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

壺形土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

胎　土

胎　土

長石・石英・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・雲母・繊維

長石・雲母・繊維

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

文　様　の　特　徴

羽状縄文

口辺部横位の沈線文　胴部羽状縄文

羽状縄文

羽状縄文

口辺部横位の原体圧痕文　胴部単節縄文ＲＬ

沈線文　半截竹管による結節沈線文

沈線文　半截竹管による結節沈線文

ループ文　羽状縄文

沈線文　内面条痕文　

にぶい褐

橙

にぶい橙

橙

にぶい橙

にぶい黄橙

明赤褐

にぶい黄橙

橙

番号 出土位置 備考

５ 炉底面 ５％　ＰＬ１９深鉢

器高 底径

（５.５）［３７.０］

種別 器種 口径 色調 焼成

羽状縄文長石・石英・繊維

第９号住居跡出土遺物観察表（第５５・５６図）

縄文土器 にぶい橙 普通

TP19

TP23
TP24

TP20

TP21 TP22

第56図　第９号住居跡出土遺物実測図
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覆土　３層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片１０１点（深鉢１００，浅鉢１），剥片５点，粘土塊２点，貝１点（ヤマトシジミ）が出土

している。その他，混入した土師器片２８点も出土している。６は中央部北寄りの覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期末葉から晩期初頭（安行２式～安行３ａ式期）と考えられる。

 

第57図　第１０号住居跡実測図
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　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

第１１号住居跡（第５９図）

位置　調査区北西部のＡ１ｊ９区，標高１９.０cの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長軸５.１２c，短軸３.８２cの長方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｅである。壁高は６～２４bで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２６～３２bで，規模と位置から主柱穴である。

覆土　４層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　褐　　　色　焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化　　　　　４　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒
　　　　　　　　物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子微量

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ２５ 普通 覆土中縄文土器 深鉢

胎　土

胎　土

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

横位の条線文　縦位２条の沈線文にぶい黄橙

番号 出土位置 備考

６ 覆土中層 ６０％　ＰＬ１９浅鉢

器高 底径

１０.３２６.８～
［３４.０］

種別 器種 口径 色調 焼成 文　様　の　特　徴

長石・石英・雲母縄文土器 灰黄褐 良好

第１０号住居跡出土遺物観察表（第５８図）

［８.０］～
　［９.４］

口唇部に刻目のある突起　口辺部に焼成前
の穿孔２か所　胴部２条の沈線による連弧
文内に単節縄文ＲＬを充填施文　無文部磨消

第58図　第１０号住居跡出土遺物実測図
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　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片３６点（深鉢），石器１点（磨石），剥片４点が出土している。その他，混入した土師

器片１７点も出土している。ＴＰ２７は北コーナー部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器が少ないため明確ではないが，早期後半（茅山下層式期）と考えられる。

 

第１３号住居跡（第６０図）

位置　調査区北西部のＡ２g２区，標高１９.０cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１２号住居に南壁の中央部，第３６号土坑に北半部を掘り込まれている。

規模と形状　遺存する壁から長軸３.１８c，短軸３.１０cの方形と推測できる。長軸方向はＮ－６４°－Ｗである。

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ２６

ＴＰ２７

普通

普通

覆土中

床面

ＰＬ１９

ＰＬ１９

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

胎　土

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

表裏貝殻条痕文

爪形文

橙

橙

第１１号住居跡出土遺物観察表（第５９図）

第59図　第１１号住居跡・出土遺物実測図
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壁高は４～１０bで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。北半部は第３６号土坑に掘り込まれているため明確ではないが，他は壁際を除いて硬化面

が認められる。

ピット　Ｐ１は深さ３２bで，南コーナー部に位置していることから，主柱穴と考えられる。

覆土　４層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物中量　　　　　　　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物少量

遺物出土状況　縄文土器片２５点（深鉢）が出土している。その他，混入した土師器片４点も出土している。ＴＰ

２８は中央部東寄りの覆土下層，ＴＰ２９は南壁際の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器が少ないため明確ではないが，前期後半から末葉（浮島式～粟島台式期）と考えられ

る。

 

第14号住居跡（第６１図）

位置　調査区中央部のＢ２ｃ５区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号住居に東部を掘り込まれている。上部の大半が削平されていたため，壁の一部と床面，炉と

柱穴が確認されただけである。遺存していた壁とピットの位置から規模を推定した。

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ２８

ＴＰ２９

普通

普通

覆土下層

床面

ＰＬ２０

ＰＬ２０

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

胎　土

長石・石英

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

口辺部沈線による文様　棒状突起

櫛歯文　結節回転文

明赤褐

橙

第１３号住居跡出土遺物観察表（第６０図）

A A′

B B′

19.8m

第60図　第１３号住居跡・出土遺物実測図
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規模と形状　長軸４.９０c，短軸４.４０cの不整方形で，長軸方向はＮ－７２°－Ｅと推定できる。確認できた壁高は

４～６bで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。特に硬化した部分は認められなかった。

炉　中央部の東寄りに位置している。長径６０b，短径４８bの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめて使用した地床

炉である。炉床は火を受けて若干赤変している。

炉土層解説
２　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１９～３６bで，位置から主柱穴と考えられる。

覆土　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。ＴＰ３０は炉南部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器が少ないため明確ではないが，前期前半（黒浜式期）と考えられる。

A A′

D

A

C

19.6m

B
′

C′

A′

D′

B B C D

B
′

C
′

D
′

P1

TP30

P2

P3

P4 Ｂ２c6

1 2 1

TP30

SI 1

1

T
P

30

第61図　第１４号住居跡・出土遺物実測図
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第15号住居跡（第６２図）

位置　調査区中央部のＢ２ｃ３区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸３.９０c，短軸３.８８cの方形で，長軸方向はＮ－４２°－Ｗである。壁高は６～１２bで，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部は木根による撹乱のため不明であるが，壁際を除いて硬化面が認められる。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２１～３１bで，位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２３b，Ｐ６は深さ

６８bで，本跡に伴うピットとみられるが，性格は不明である。

覆土　３層に分層できる。周囲から流れ込んだ土による自然堆積である。

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ３０ 普通
二次焼成 炉覆土中縄文土器 深鉢

胎　土

長石・石英・繊維

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

無節Ｌの原体圧痕文黄橙

第１４号住居跡出土遺物観察表（第６１図）

A

A

E

E′

A′

C C′

D

D′

19.6m

B

B
′

B C D

B
′

C
′

D
′

A′ E E′

P1

P2

P3

P4

P5

P6

撹乱

1
3 K 12

1
1

K
2

TP31

Ｂ２d4

第62図　第１５号住居跡・出土遺物実測図
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　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化物微量　　　　　　　　　　３　明　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片３６点（深鉢），剥片７点が出土している。その他，混入した弥生土器片３点，土師

器片２５点も出土している。ＴＰ３１・ＴＰ３２は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期末葉から晩期初頭（安行２式～安行３ａ式期）と考えられる。

第16号住居跡（第６３・６４図）

位置　調査区北西部のＡ２ｈ７区，標高１９.０cの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第１０号住居に南部を掘り込まれている。

規模と形状　北部が調査区域外に延びているため，確認できた規模は長径２.９８c，短径２.７０cの不整楕円形で，

長径方向はＮ－０°である。壁高は６～１２bで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。壁際を除いて硬化面が認められる。

炉　南部に位置している。長径１００b，短径９０bの不定形で，床面を１４b掘りくぼめた地床炉である。炉床面

は凸凹で，火を受けて赤変硬化している。
炉土層解説
１　暗　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量
２　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子　　　　　　　３　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ５は深さ１０～３１bで，規模に規格性はみられないが，壁際を巡ることから柱穴と考

えられる。

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ３１

ＴＰ３２

普通

普通

覆土中

覆土中

ＰＬ２１

ＰＬ２１

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

胎　土

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

三叉文　円形突起　単節縄文ＬＲ

隆帯上に刻目施文　豚鼻状突起　単節縄文ＲＬ

にぶい橙

にぶい黄橙

第１５号住居跡出土遺物観察表（第６２図）

A

A′

B D

D
'

20.0m

19.6m

第63図　第１６号住居跡実測図
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　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

えられる。

覆土　３層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物
　　　　　　　　 少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  少量
２　褐　　　色　 ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢）が出土している。ＴＰ３３は炉の北部の火床面，ＴＰ３４は覆土中からそれぞ

れ出土している。

所見　時期は，出土土器が少ないため明確ではないが，前期後半（興津式期）と考えられる。

  

第17号住居跡（第６５図）

位置　調査区中央部のＢ３ｆ１区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第６１号土坑に西壁中央部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸３.５０c，短軸３.４０cの隅丸方形で，長軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は１２～１８bで，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉　北部に位置している。長径６８b，短径５６bの楕円形で，床面を６b掘りくぼめた地床炉である。炉床面は

凸凹で，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　褐　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量　　　　３　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　８か所。Ｐ３・Ｐ７は深さ３４b・３５bで，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４～

Ｐ６・Ｐ８は深さ７～１５bで，上屋を支える補助的な柱穴と考えられる。

覆土　７層に分層できる。周囲から流れ込んだ土による自然堆積である。

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック・炭化物微量　　　　　　　　　　５　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　６　暗 赤 褐 色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　７　褐　　　色　ロームブロック少量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片２５点（深鉢）が出土している。その他，混入した土師器片４点も出土している。ＴＰ３５

は北東部，ＴＰ３６は中央部東寄りの覆土中層から出土している。

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ３３

ＴＰ３４

普通

普通

炉覆土中

覆土中

ＰＬ２０

ＰＬ２０

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

胎　土

長石・石英・繊維

長石・石英

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

無節Ｒ　原体圧痕文

沈線による区画内に貝殻腹縁文を充填施文

明赤褐

橙

第１６号住居跡出土遺物観察表（第６４図）

TP33

TP34

第64図　第１６号住居跡出土遺物実測図
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　土層解説
　１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子中量

　　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子多量

　２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　

所見　時期は，出土土器から後期末葉から晩期初頭（安行２式～安行３ａ式期）と考えられる。

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ３５

ＴＰ３６

普通

普通

覆土中層

覆土中層

ＰＬ２１縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

胎　土

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

縄文帯単節縄文ＬＲ　無文部磨消　円形突起

斜位の条線文

橙

にぶい橙

第１７号住居跡出土遺物観察表（第６５図）

表８　縄文時代竪穴住居跡一覧表

番号 �位置 主軸方向 平面形 規模（c）
（長軸×短軸）

壁高
（b） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物� 時期�

備考
重複関係

（古→新）主柱穴 出入口 ピット 炉・竈�貯蔵穴

４

５

Ｂ２ｃ８

Ｂ２ｆ５

Ｎ－６３°－Ｗ

－

隅丸長方形

［不整円形］

５.３６　×　３.９８

［４.１　×　３.８］

１０～２０

　０～１２

平坦

平坦

－

－

－

－

－

－

自然

人為

－

炉１

４

４

３

４

縄文土器・石鏃

縄文土器

前期後半

早期後半

本跡→ＳＩ１，ＳＫ４７

A

A

C

C′

E

C

F

A′

C'

F′

19.6m

19.4m

第65図　第１７号住居跡・出土遺物実測図
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（２）　土坑

　第11号土坑（第６６図）

位置　調査区南東部のＣ３ｂ５区，標高１９cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１.６６c，短径１.４８cの楕円形で，長径方向はＮ－４°－Ｗである。深さは３４bで，底面は平坦で

ある。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋

め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　微量
２　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　

遺物出土状況　縄文土器片１５点（深鉢１３，浅鉢２）が出土している。８は中央部の覆土中層，ＴＰ３７は中央部

南寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から晩期初頭（安行３ａ式期）と考えられる。

番号 �位置 主軸方向 平面形 規模（c）
（長軸×短軸）

壁高
（b） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物� 時期�

備考
重複関係

（古→新）主柱穴 出入口 ピット 炉・竈�貯蔵穴

６

９

１０

１１

１３

１４

１５

１６

１７

Ａ２ｇ６

Ａ２ｊ８

Ａ２ｈ７

Ａ１ｊ９

Ａ２ｇ２

Ｂ２ｃ５

Ｂ２ｃ３

Ａ２ｈ７

Ｂ３ｆ１

［Ｎ－０°］

Ｎ－５６°－Ｅ

［Ｎ－７２°－Ｅ］

Ｎ－４０°－Ｅ

［Ｎ－６４°－Ｗ］

［Ｎ－７２°－Ｅ］

［Ｎ－４２°－Ｗ］

［Ｎ－０°］

Ｎ－１７°－Ｗ

［楕円形］

長方形

［長方形］

長方形

［方形］

［不整方形］

［方形］

［不整楕円形］

隅丸方形

（４.３）×３.４８

３.７８×３.１２

［５.６×４.４］

５.１２×３.８２

３.１８×［３.１］

［４.９×４.４］

［３.９］×３.８８

２.９８×（２.７）

３.５０×３.４０

１０～２２

１２～２８

０～１０

６～２４

４～１０

４～６

６～１２

６～１２

１２～１８

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

人為

人為

人為

人為

人為

－

自然

人為

自然

炉１

炉１

炉１

－

－

炉１

－

炉１

炉１

－

２

－

４

１

４

４

５

２

１２

３

１４

－

－

－

２

－

６

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

前期後半

前期前半

早期後半

前期前半

前期後半

後期末葉～
晩期初頭

前期後半～
前期末葉

後期末葉～
晩期初頭

後期末葉～
晩期初頭

ＳＩ１６→本跡

本跡→ＳＩ１２，ＳＫ３６

本跡→ＳＩ１

本跡→ＳＩ１０

本跡→ＳＫ６１

　(２)　土坑

  第11号土坑（第66図）

位置　調査区南東部のＣ３b5区，標高19ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径1.66ｍ，短径1.48ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４°－Ｗである。深さは34cmで，底面は平坦

である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め

戻されている。

土層解説

　１　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

　２　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　  微量

３　褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片15点(深鉢13，浅鉢２）が出土している。８は中央部の覆土中層，TP37は中央部南寄り

の覆土下層からそれぞれ出土している。　所見　時期は，出土土器から晩期初頭（安行３ａ式期）と考えられる。

  第43号土坑（第67図）

位置　調査区南西部のＢ２a3区，標高19ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長径0.56ｍ，短径0.54ｍの円形である。深さは72cmで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　２　褐色　ロームブロック微量

　３　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片４点(深鉢）が出土している。その他，混入した土師器片１点も出土している。９は西

部，TP38は中央部の覆土上層からそれぞれ出土している。　所見　時期は，出土土器から晩期初頭（安行３ａ式

期）と考えられる。

  第51号土坑（第68図）

位置　調査区北部のＡ２h5区，標高19ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　径1.06ｍの円形である。深さは18cmで，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にローム土を含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

　２　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片11点(深鉢）が出土している。その他，混入した土師器片１点も出土している。TP39・
胎　土

無文　口唇部に刻目のある突帯

番号 出土位置 備考

８ 覆土中層 ５％浅鉢

器高 底径

（６.２）［２５.４］

種別 器種 口径 色調 焼成 文　様　の　特　徴

長石・石英・雲母縄文土器 にぶい橙 普通

第１１号土坑出土遺物観察表（第６６図）
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B′

B′
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.0

m

第66図　第１１号土坑・出土遺物実測図
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第43号土坑（第６７図）

位置　調査区南西部のＢ２ａ３区，標高１９cの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長径０.５６c，短径０.５４cの円形である。深さは７２bで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　褐　　　色　ロームブロック微量
　

遺物出土状況　縄文土器片４点（深鉢）が出土している。その他，混入した土師器片１点も出土している。９

は西部，ＴＰ３８は中央部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から晩期初頭（安行３ａ式期）と考えられる。

　(２)　土坑

  第11号土坑（第66図）

位置　調査区南東部のＣ３b5区，標高19ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径1.66ｍ，短径1.48ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４°－Ｗである。深さは34cmで，底面は平坦

である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め

戻されている。

土層解説

　１　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

　２　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　  微量

３　褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片15点(深鉢13，浅鉢２）が出土している。８は中央部の覆土中層，TP37は中央部南寄り

の覆土下層からそれぞれ出土している。　所見　時期は，出土土器から晩期初頭（安行３ａ式期）と考えられる。

  第43号土坑（第67図）

位置　調査区南西部のＢ２a3区，標高19ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長径0.56ｍ，短径0.54ｍの円形である。深さは72cmで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　２　褐色　ロームブロック微量

　３　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片４点(深鉢）が出土している。その他，混入した土師器片１点も出土している。９は西

部，TP38は中央部の覆土上層からそれぞれ出土している。　所見　時期は，出土土器から晩期初頭（安行３ａ式

期）と考えられる。

  第51号土坑（第68図）

位置　調査区北部のＡ２h5区，標高19ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　径1.06ｍの円形である。深さは18cmで，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にローム土を含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

　２　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片11点(深鉢）が出土している。その他，混入した土師器片１点も出土している。TP39・

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ３７ 普通 覆土中層 ＰＬ２０縄文土器 深鉢

胎　土

長石・石英・赤色粒子

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

結節回転文　無節Ｒ縦位施文橙

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ３８ 普通 覆土上層 ＰＬ２１縄文土器 深鉢

胎　土

長石・石英・雲母

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

条線文明赤褐

胎　土

横位の条線文　体部下位丁寧なヘラ磨き

番号 出土位置 備考

９ 覆土上層 ５％深鉢

器高 底径

（５.１） ５.０

種別 器種 口径 色調 焼成 文　様　の　特　徴

長石・石英・雲母縄文土器 にぶい褐 普通

第４３号土坑出土遺物観察表（第６７図）
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第67図　第４３号土坑・出土遺物実測図
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第51号土坑（第６８図）

位置　調査区北部のＡ２ｈ５区，標高１９cの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　径１.０６cの円形である。深さは１８bで，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にローム土を含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　２　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片１１点（深鉢１０，壺形土器１），が出土している。その他，混入した土師器片１点も出

土している。ＴＰ３９・ＴＰ４０は北西壁際の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半から末葉（興津式～粟島台式期）と考えられる。

２　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

（１）　竪穴住居跡

第１号住居跡（第６９・７０図）

番号 焼成 出土位置 備考

ＴＰ３９

ＴＰ４０

普通

普通

床面

床面

ＰＬ２０

ＰＬ２０

縄文土器

縄文土器

深鉢

壺形土器

胎　土

長石・石英・雲母

長石・石英・赤色粒子

種別 器種 色　調 文　様　の　特　徴

口辺部結節回転文　横位の沈線文　単節縄文ＬＲ

沈線区間内に貝殻腹縁文を充填施文　

にぶい橙

にぶい橙

１１

４３

５１

３４

７２

１８

晩期初頭

晩期初頭

前期後半
～末葉

Ｃ３ｂ５

Ｂ２ａ３

Ａ２ｈ５

Ｎ－４°－Ｗ

－

－

楕円形

円形

円形

外傾

外傾

緩斜

平坦

皿状

平坦

人為

人為

人為

１.６６　×　１.４８

０.５６　×　０.５４

１.０６　×　１.０６

番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

長軸（径）×短軸（径）　（ｍ） 深さ（b）
壁面 底面 覆土 出　土　遺　物 時期

　備考
重複関係

（古→新）

縄文土器

縄文土器

縄文土器

A

A

A′

B

A′

B′

19.8m

B

B
′

TP40 TP39

TP40
TP39

Ａ２h6
　ーＳ２m TP39

TP40

第５１号土坑出土遺物観察表（第６８図）

表９　縄文時代土坑一覧表

第68図　第５１号土坑・出土遺物実測図
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第69図　第１号住居跡実測図
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位置　調査区北部のＢ２ｃ６区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・１４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸６.３６c，短軸５.８４cの方形で，主軸方向はＮ－１２４°－Ｗである。壁高は１０～２４bで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナー部と，南壁際を

除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径１２０b，短径９０bの楕円

形で，床面を１０b掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長

径４２b，短径３６bの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変

硬化している。

炉１土層解説
１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　２　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化
　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子微量

炉２土層解説
１　暗 赤 褐 色 　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
　　　　　　　　微量

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～４４bで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ２６bで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ１５bで，性格は不

明である。

覆土　１６層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　１０　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック
　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　１１　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子
３　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　微量
４　暗　褐　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　１２　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　褐　　　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　１３　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　１４　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量
７　暗　褐　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　１５　黄　褐　色　ローム粒子多量
８　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　　　　　　　　　１６　褐　　　色　ローム粒子多量
９　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

　
　　　　　　　　　　　

第70図　第１号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片１１３点（坩１４，甕９９），土製品１点（球状土錘），石器１点（磨石），粘土塊１０点，剥片

１点が出土している。その他，混入した縄文土器片１２２点，弥生土器片１３点が出土している。１０は北西部と中

央部西壁寄りの覆土下層と床面からそれぞれ出土した破片が接合したものであり，本跡の埋没過程で廃棄され

たものと考えられる。ＤＰ１は中央部北壁寄りの覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

第１号住居跡出土遺物観察表（第７０図）

第２号住居跡（第７１・７２図）

位置　調査区南西部のＢ２ｅ２区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸６.９２c，短軸６.７２cの方形で，主軸方向はＮ－４７°－Ｗである。壁高は１０～２８bで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北部にかけての炉周辺と南東壁際のＰ２周辺に硬化面が認められる。壁溝が北壁

下と東壁下の中央部を除いて確認されている。

炉　中央部北寄りに位置している。長径９０b，短径６２bの楕円形で，床面を１１b掘りくぼめた地床炉である。

炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　３　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
２　暗 赤 褐 色 　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　４　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
　　　　　　　　微量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５０～５８bで，規模と位置から主柱穴である。

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長径１２０b，短径９０bの不整楕円形で，深さは５４bである。底面は東

半部が深く，段をなしている。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物少量　　　　　　　　　　　　６　黒　褐　色　ロームブロック中量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　５層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　黒　　　色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少　　　　　　３　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化　　　　　　４　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
　　　　　　　　粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片４７２点（坩４５，高坏３，甕４１４，台付甕４，壺６），土製品４点（球状土錘），粘土塊１

点が出土している。その他，混入した縄文土器片７９点，弥生土器片２点，石器１点（磨製石斧），剥片９点も

出土している。１１は東コーナー部，１３・ＤＰ３は西コーナー部，ＤＰ４は東壁寄りの覆土下層，ＤＰ２は南西壁下の

壁溝内からそれぞれ出土している。

胎　土番号 出土位置 備考

１０ 覆土下層～
  床面 ３０％　ＰＬ２２甕

器高 底径

（２０.３）［１８.４］

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母・
赤色粒子土師器 にぶい橙 普通－ 口縁部ハケ目調整　内面ハケ目調整後横

ナデ　 体部ハケ目調整　内面ヘラナデ

材質（胎土）番号 出土位置 備考

ＤＰ１ 覆土下層 ＰＬ２３２.２

孔径 重量

０.６２.３

器種 径 厚さ 特　　　　　　　徴

長石・雲母・黒色粒子球状土錘 ナデ　一方向からの穿孔１１.６
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２　古墳時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第１号住居跡（第69・70図）

位置　調査区北部のＢ２c6区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6.36ｍ，短軸5.84ｍの方形で，主軸方向はＮ－124°－Ｗである。壁高は10～24cmで，外傾して

立ち上がっている。床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナ

ー部と，南壁際を除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径120㎝，短径90㎝の楕円形で，

床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長径42cm，

短径36cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であ�B炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説

　１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化　　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　

　　　　

炉２土層解説

　１　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット  ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20～44cmで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ26cmで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ15cmで，性格は不明

である。

覆土　16層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　４　暗褐色　ローム粒子中量

　５　褐色　ローム粒子中量　

　６　褐色　ロームブロック少量

　７　暗褐色　ローム粒子多量　

　８　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

　９　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　

10　褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　　　　　　　　微量　

11　褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　　　微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　

A

A

C

C

A′

C′

D

E

A′

C′

D′

E′

G G′ F F′

19.6m

19.4m 19.6m

第71図　第２号住居跡実測図
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所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

  

第３号住居跡（第７３・７４図）

位置　調査区北部のＢ２ａ９区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸７.０８c，短軸６.５４cの方形で，主軸方向はＮ－２１°－Ｗである。壁高は２６～３４bで，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。

炉　中央部北寄りに位置している。長径７２㎝，短径６６bの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉である。

炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

１　暗 赤 褐 色 　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４２～５５㎝で，規模と位置から主柱穴である。南壁寄りのＰ５は深さ２３bで，

炉と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２７bで，性格不明で

ある。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置している。長軸１０４b，短軸７８bの隅丸長方形で，深さは４２bである。底面は

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

器受部縦位のヘラ磨き　内面横位のヘラ磨
き　脚部縦位のヘラ磨き

胎　土番号 出土位置 備考

１１

１２

１３

覆土下層

覆土中

覆土下層

７０％　ＰＬ２２

３０％

２０％

坩

器台

高坏

器高 底径

１７.８

（３.２）

（８.４）

１２.８

［６.４］

－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母

長石・赤色粒子

土師器

土師器

土師器

橙

橙

橙

普通

普通

普通

３.０

－

－

材質（胎土）番号 出土位置 備考

ＤＰ２

ＤＰ３

ＤＰ４

壁溝覆土中層

覆土下層

覆土下層

ＰＬ２３

ＰＬ２３

ＰＬ２３

２.２

２.８

３.１

孔径 重量

０.５

０.５

０.９

（２.１）

２.８

２.９

（９.７）

２０.８

２６.７

器種 径 厚さ 特　　　　　　　徴

長石・石英・雲母・
黒色粒子球状土錘

球状土錘

球状土錘

ナデ　一方向からの穿孔　一部欠損

ナデ　一方向からの穿孔

ナデ　一方向からの穿孔

口縁部内・外面，体部外面縦位のヘラ磨き

縦位のヘラ磨き

長石・石英・雲母・
赤色粒子・黒色粒子

長石

長石・石英・黒色粒子

第２号住居跡出土遺物観察表（第７２図）

第72図　第２号住居跡出土遺物実測図
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13
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DP2

DP3 DP4
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２　古墳時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第１号住居跡（第69・70図）

位置　調査区北部のＢ２c6区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6.36ｍ，短軸5.84ｍの方形で，主軸方向はＮ－124°－Ｗである。壁高は10～24cmで，外傾して

立ち上がっている。床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナ

ー部と，南壁際を除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径120㎝，短径90㎝の楕円形で，

床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長径42cm，

短径36cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であｃB炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説

　１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化　　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　

　　　　

炉２土層解説

　１　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット  ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20～44cmで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ26cmで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ15cmで，性格は不明

である。

覆土　16層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　４　暗褐色　ローム粒子中量

　５　褐色　ローム粒子中量　

　６　褐色　ロームブロック少量

　７　暗褐色　ローム粒子多量　

　８　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

　９　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　

10　褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　　　　　　　　微量　

11　褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　　　微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　

A

C

D

A′

C′

D′

第73図　第３号住居跡実測図
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貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　少量
２　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子中量
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微
３　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子　　　　　　　　　　　　　　量

覆土　３層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子　　　　　　２　暗　褐　色　ロームブロック少量
　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片１００点（坩３６，器台８，甕５６），ミニチュア土器２点，粘土塊１点が出土している。そ

の他，混入した縄文土器片３５０点，石器４点，剥片１７点，貝３点（ヤマトシジミ）が出土している。１４は東壁

際の床面，１５は南東コーナー部の覆土下層，１６は北東部の覆土中層からそれぞれ出土している。１７は貯蔵穴の

覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

 

第７号住居跡（第７５・７６図）

位置　調査区西部のＢ２ａ１区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸６.１６c，短軸５.９４cの方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｗである。壁高は４～１２bで，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北東・南東・南西壁際で一部途切れるが確認され

ている。

炉　中央部の北壁寄りに位置している。長径８０b，短径６２bの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面は凸凹で，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，　　　　　　２　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
　　　　　　　　炭化粒子微量

２　古墳時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第１号住居跡（第69・70図）

位置　調査区北部のＢ２c6区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6.36ｍ，短軸5.84ｍの方形で，主軸方向はＮ－124°－Ｗである。壁高は10～24cmで，外傾して

立ち上がっている。床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナ

ー部と，南壁際を除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径120㎝，短径90㎝の楕円形で，

床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長径42cm，

短径36cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であ�B炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説

　１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化　　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　

　　　　

炉２土層解説

　１　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット  ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20～44cmで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ26cmで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ15cmで，性格は不明

である。

覆土　16層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　４　暗褐色　ローム粒子中量

　５　褐色　ローム粒子中量　

　６　褐色　ロームブロック少量

　７　暗褐色　ローム粒子多量　

　８　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

　９　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　

10　褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　　　　　　　　微量　

11　褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　　　微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　

胎　土番号 出土位置 備考

１４

１５

１６

１７

床面

覆土下層

覆土中層

貯蔵穴覆土中

３０％ 

７０％

８０％　ＰＬ２２

７０％　ＰＬ２２

坩

器台

－

－

器高 底径

（９.４）

（４.０）

２.８

３.０

－

７.２

４.７

［４.３］

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・赤色粒子

長石・石英・赤色粒子

長石・石英・雲母

土師器

土師器

明褐

橙

橙

明赤褐

普通

普通

普通

普通

－

－

２.９

２.８

長石・石英・雲母・
黒色粒子

ミニチュ
ア土器

ミニチュ
ア土器

口縁部縦位のヘラ磨き　内面横位のハケ目
調整後縦位のヘラ磨き
器受部内・外面横位のヘラ磨き　脚部縦位
のヘラ磨き
外面器面荒れのため調整不明　内面ハケ目
調整

体部内・外面ナデ

第３号住居跡出土遺物観察表（第７４図）

第74図　第３号居住跡出土遺物実測図
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～３３bで，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２９bで，性格不明

である。

貯蔵穴　南コーナー部に位置している。長径７６b，短径７０bの円形で，深さは３７bである。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量　　　　　　　３　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子
２　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子　　　　　　　　　　　　　　　少量
　　　　　　　　少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ローム粒子中量 

２　古墳時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第１号住居跡（第69・70図）

位置　調査区北部のＢ２c6区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6.36ｍ，短軸5.84ｍの方形で，主軸方向はＮ－124°－Ｗである。壁高は10～24cmで，外傾して

立ち上がっている。床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナ

ー部と，南壁際を除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径120㎝，短径90㎝の楕円形で，

床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長径42cm，

短径36cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であ�B炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説

　１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化　　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　

　　　　

炉２土層解説

　１　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット  ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20～44cmで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ26cmで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ15cmで，性格は不明

である。

覆土　16層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　４　暗褐色　ローム粒子中量

　５　褐色　ローム粒子中量　

　６　褐色　ロームブロック少量

　７　暗褐色　ローム粒子多量　

　８　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

　９　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　

10　褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　　　　　　　　微量　

11　褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　　　微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　

A

D
E

E′

A

C

D′

A′

C′

A′ E′E

C C′

F F′
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覆土　２層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量　　　　　　　　　２　褐　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片９９点（坩３，器台３，壺１，甕９２），土製品２点（球状土錘），粘土塊１点が出土して

いる。その他，流れ込んだ縄文土器片４７点，石器１点（磨石），剥片７点も出土している。１９は中央部北寄り

の覆土下層，ＤＰ５は南西部の床面，１８は貯蔵穴の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

 

第８号住居跡（第７７・７８図）

位置　調査区南西部のＢ１ｄ０区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸６.２８c，短軸５.９６cの方形で，主軸方向はＮ－４１°－Ｗである。壁高は１０～３６bで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際と南・西コーナー部を除いて硬化面が認められる。壁溝が東コーナー部下と南東壁中央

部下を除いて確認されている。

炉　中央部に位置している。長径１６０b，短径１０４bの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉である。炉床

面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　赤　褐　色　焼土ブロック多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　暗 赤 褐 色 　焼土ブロック中量，ロームブロック少量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６６～７３bで，規模と位置から主柱穴である。南東壁寄りのＰ５は深さ３４b

で，炉とほぼ向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。径６０bの円形で，深さは５８bである。底面は皿状で，壁は外傾して立

ち上がっている。

２　古墳時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第１号住居跡（第69・70図）

位置　調査区北部のＢ２c6区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6.36ｍ，短軸5.84ｍの方形で，主軸方向はＮ－124°－Ｗである。壁高は10～24cmで，外傾して

立ち上がっている。床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナ

ー部と，南壁際を除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径120㎝，短径90㎝の楕円形で，

床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長径42cm，

短径36cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であ�B炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説

　１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化　　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　

　　　　

炉２土層解説

　１　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット  ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20～44cmで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ26cmで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ15cmで，性格は不明

である。

覆土　16層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　４　暗褐色　ローム粒子中量

　５　褐色　ローム粒子中量　

　６　褐色　ロームブロック少量

　７　暗褐色　ローム粒子多量　

　８　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

　９　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　

10　褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　　　　　　　　微量　

11　褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　　　微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　

胎　土番号 出土位置 備考

１８

１９

貯蔵穴覆土中

覆土下層

５％

１０％

壺

甕

器高 底径

（２.７）

（８.２）

［１４.８］

－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母・
赤色粒子

土師器

土師器

明赤褐

橙

普通

普通

－

［６.３］

材質（胎土）番号 出土位置 備考

ＤＰ５ 床面 ＰＬ２３２.７

孔径 重量

０.６（２.７）

器種 径 厚さ 特　　　　　　　徴

長石・石英・赤色粒子球状土錘 ナデ　一方向からの穿孔　二次焼成（１８.８）

口縁部外面ハケ目調整後横ナデ　内面横ナ
デ

体部下位ハケ目調整後ヘラナデ

第７号住居跡出土遺物観察表（第７６図）

第76図　第７号住居跡出土遺物実測図
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貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化物少量　　　　　　　　　　３　黒　褐　色　ローム粒子中量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量

覆土　５層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子　　　　　　４　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
　　　　　　　　微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
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遺物出土状況　土師器片３０９点（坩２０，器台１０，炉器台１，高坏２，甕２７６），土製品１点（球状土錘），粘土塊

１点が出土している。その他，混入した縄文土器片４７点，石器２点（磨石，砥石），剥片７点も出土している。

２０は南東コーナー部付近の床面，２２・２３は中央部西寄りの覆土中層，ＤＰ６は中央部北東寄りの床面からそれぞ

れ出土している。２１は中央部の床面と炉の底面からそれぞれ出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

第12号住居跡（第７９・８０図）

位置　調査区北西部のＡ２ｈ１区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸６.５０c，短軸６.０２cの方形で，長軸方向はＮ－３６°－Ｗである。壁高は４～２０bで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が南コーナー部下を除いて確認されている。また，

南東壁中央部から中心部に向かって１条の間仕切り溝が延びている。

２　古墳時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第１号住居跡（第69・70図）

位置　調査区北部のＢ２c6区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6.36ｍ，短軸5.84ｍの方形で，主軸方向はＮ－124°－Ｗである。壁高は10～24cmで，外傾して

立ち上がっている。床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナ

ー部と，南壁際を除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径120㎝，短径90㎝の楕円形で，

床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長径42cm，

短径36cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であ�B炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説

　１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化　　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　

　　　　

炉２土層解説

　１　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット  ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20～44cmで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ26cmで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ15cmで，性格は不明

である。

覆土　16層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　４　暗褐色　ローム粒子中量

　５　褐色　ローム粒子中量　

　６　褐色　ロームブロック少量

　７　暗褐色　ローム粒子多量　

　８　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

　９　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　

10　褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　　　　　　　　微量　

11　褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　　　微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　

胎　土番号 出土位置 備考

２０

２１

２２

２３

床面

床面・炉底面

覆土中層

覆土中層

５０％　ＰＬ２２

５０％　ＰＬ２２

６０％

１０％

器台

器台

器台

甕

器高 底径

７.０

６.９

（６.７）

（１１.４）

６.２

［８.０］

－

－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母・
黒色粒子
長石・石英・雲母・
黒色粒子・赤色粒子

石英・雲母・赤色粒子

土師器

土師器

土師器

土師器

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

明赤褐

普通

普通

普通

普通

［９.２］

［９.８］

１０.０

５.６

材質（胎土）番号 出土位置 備考

ＤＰ６ 床面 ＰＬ２３３.２

孔径 重量

１.１２.６

器種 径 厚さ 特　　　　　　　徴

長石・雲母・黒色粒子球状土錘 ナデ　一方向からの穿孔１３.４

器受部内・外面ヘラ磨き　脚部縦位のヘラ
磨き　内面ナデ　３孔
器受部内・外面横位のヘラ磨き　脚部縦位の
ヘラ磨き　内面ハケ目調整　３孔

脚部ヘラ磨き　内面ヘラナデ　３孔

体部下位ハケ目調整後強いヘラナデ　底部
強いヘラナデ

第８号住居跡出土遺物観察表（第７８図）

第78図　第８号住居跡出土遺物実測図
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２　古墳時代の遺構と遺物

    当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒，土坑１基である。以下，遺構と遺物について記述する。

　(1)　竪穴住居跡  第１号住居跡（第69・70図）

位置　調査区北部のＢ２c6区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第４・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸6.36ｍ，短軸5.84ｍの方形で，主軸方向はＮ－124°－Ｗである。壁高は10～24cmで，外傾して

立ち上がっている。床　ほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が認められる。壁溝が北西コーナー部を除く各コーナ

ー部と，南壁際を除いて確認されている。

炉　２か所。炉１は中央部西寄り，炉２は中央部東寄りに位置している。炉１は長径120㎝，短径90㎝の楕円形で，

床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。炉２は長径42cm，

短径36cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であｊB炉床面は皿状を呈し，火を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説

　１　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化　　　　　　　　　　粒子微量　　　　　　　　　　　

　　　　

炉２土層解説

　１　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子　　　　　　　　　　微量

２　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ピット  ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20～44cmで，規模と位置から主柱穴である。東壁寄りのＰ５は深さ26cmで，

炉１と向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ15cmで，性格は不明

である。

覆土　16層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子　　　　　　　　　　微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

　４　暗褐色　ローム粒子中量

　５　褐色　ローム粒子中量　

　６　褐色　ロームブロック少量

　７　暗褐色　ローム粒子多量　

　８　褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　

　９　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　

10　褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　　　　　　　　微量　

11　褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　　　　　　　　微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　

H H′

E

D

C

A

E′

G G′

D′

C′

A′19.8m

F

B
B

′

F′19.6m
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炉　中央部西寄りに位置している。長径１４０b，短径８５bの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉である。

炉床面は皿状を呈し，火を受けて若干赤変している。

炉土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　３　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子　　　　　　４　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
　　　　　　　　 微量

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３０～５９bで，規模と位置から主柱穴である。南東壁際のＰ５は深さ４４bで，

炉とほぼ向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー部に位置している。長軸１３０b，短軸１００bの隅丸長方形で，深さは４０bである。底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

覆土　６層に分層できる。各層にローム土を含み，ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少　　　　　　　　　　　　　　ク少量 
　　　　　　　　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化　　　　　　５　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
　　　　　　　　物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
３　暗　褐　色　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロッ 

遺物出土状況　土師器片１３２点（坩６０，高坏１，壺１，甕７０），石製品１点（管玉）が出土している。その他，

混入した縄文土器片１６３点，剥片６点，瓦質土器片１点も出土している。２４は南コーナー部付近の床面，ＤＰ７

は南東壁中央部付近の覆土下層，Ｑ２は中央部東寄りの床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

胎　土番号 出土位置 備考

２４

２５

床面

覆土中

５０％　ＰＬ２２

５％　ＰＬ２２

高坏

壺

器高 底径

（５.８）

（５.２）

１４.０

［２９.０］

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

雲母・赤色粒子

長石・石英・雲母・
赤色粒子

土師器

土師器

橙

にぶい橙

普通

良好

－

－

材質（胎土）番号 出土位置 備考

ＤＰ７ 覆土下層 ＰＬ２３２.５

孔径 重量

０.７（２.３）

器種 径 厚さ 特　　　　　　　徴

長石・石英・雲母・
黒色粒子球状土錘 ナデ　一方向からの穿孔　二次焼成（２４.８）

材　質番号 出土位置 備考

Ｑ２ 床面 ＰＬ２３３.０

孔径 重量

０.２０.５

器種 長さ 幅 特　　　　　　　徴

グリーンタフ管玉 両側からの穿孔１.７２

坏部内・外面横位のヘラ磨き

口縁部ハケ目調整後縦位のヘラ磨き　内面
ハケ目調整後横位のヘラ磨き　口縁部外面
に棒状浮文

第１２号住居跡出土遺物観察表（第８０図）

第80図　第１２号住居跡出土遺物実測図
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（２）　土坑

第34号土坑（第８１図）

位置　調査区中央部のＢ３ｄ１区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径１.４２c，短径０.７８cの楕円形で，長径方向はＮ－６５°－Ｅである。深さは２６bで，底面は平坦

である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　２　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片５点（甕４，炉器台１）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片１７点も出土

している。２６は中央部北寄りの覆土上層から出土している。

所見　埋没時期は，出土土器から前期前半と考えられる。

胎　土番号 出土位置 備考

２６ 覆土上層 ２０％　ＰＬ２２炉器台

器高 底径

（４.７）６.９

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・雲母土師器 橙 普通－ 受部外面ハケ目調整　内部ヘラ当て痕

第３４号土坑出土遺物観察表（第８１図）

番号 �位置 主軸方向 平面形 規模（c）
（長軸×短軸）

壁高
（b） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物� 時期�

備考
重複関係

（古→新）主柱穴 出入口 ピット 炉・竈�貯蔵穴

１

２

３

７

８

１２

Ｂ２ｃ６

Ｂ２ｅ２

Ｂ２ａ９

Ｂ２ａ１

Ｂ１ｄ０

Ａ２ｈ１

Ｎ－１２４°－Ｗ

Ｎ－４７°－Ｗ

Ｎ－２１°－Ｗ

Ｎ－４５°－Ｗ

Ｎ－４１°－Ｗ

Ｎ－３６°－Ｗ

方形

方形

方形

方形

方形

方形

６.３６　×　５.８４

６.９２　×　６.７２

７.０８　×　６.５４

６.１６　×　５.９４

６.２８　×　５.９６

６.５０　×　６.０２

１０～２４

１０～２８

２６～３４

４～１２

１０～３６

４～２０

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

ほぼ全周

ほぼ全周

－

ほぼ全周

ほぼ全周

全周

１

－

１

－

１

１

－

１

１

１

１

１

人為

人為

人為

不明

人為

人為

炉２

炉１

炉１

炉１

炉１

炉１

４

４

４

４

４

４

１

－

１

１

－

－

土師器・球状土錘

土師器・球状土錘

土師器

土師器・球状土錘

土師器・球状土錘

土師器・管玉

前期後半

前期後半

前期後半

前期後半

前期後半

前期後半

ＳＩ４・１４→本跡

ＳＩ１３→本跡

表１０　古墳時代竪穴住居跡一覧表
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３　中世の遺構と遺物

当時代の遺構は，段切り状遺構１か所，土坑１２基である。以下，遺構と遺物について記述する。

（１）　段切り状遺構

調査区南東部の斜面を削平して平坦面を構築した段切り状遺構１か所が確認された。本跡の南東部は標

高２１cの斜面，北西部は標高１９cの平坦地となっており，なだらかな緩斜面の旧地形を段切り状に切り土

し，平坦面を構築したものと考えられる。本跡の覆土を掘り込んで構築されている土坑５基の時期は，出

土土器から中世と考えられることから，それ以前に整地事業が行われたものと考えられる。以下，検出さ

れた遺構と遺物について記述する。

段切り状遺構（第８２・８３図）

位置　調査区南東部のＢ２ｇ０～Ｃ３ｂ５区，標高１９.６～２１.７cの斜面に位置している。

確認状況　南東部の斜面を掘削し，平坦面を構築している。南部が調査区域外に延びているため，全容は不明

である。平坦面に第１３・１４・１６～１８号土坑が確認されており，いずれも本跡の覆土を掘り込んでいる。

規模と形状　南部が調査区域外に延びているため，確認状況は，長軸２２.５c，短軸１３.５cの不整長方形で，長

軸方向はＮ－５３°－Ｅである。南東部の確認面から底部に向かって，緩やかに深さ４８b切り土されており，北

西部まで伸びる平坦面を構築している。平坦面は長軸２１.６c，短軸１２.２c，面積約２５８gで，硬化面は認められ

ない。

覆土　３層に分層できる。斜面から流れ込んだ土による自然堆積である。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量　　　　　　３　暗　褐　色　ロームブロック中量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒
　　　　　　　　子微量

遺物出土状況　縄文土器片５６８点，弥生土器片１点，土師器片２３４点，土師質土器２９１点（小皿１２，鍋２７９），陶

器片２１点（碗１８，片口鉢２，擂鉢１），瓦１点，土製品６点（球状土錘５，埴輪１），石器３点（磨製石斧，砥

石２），金属製品１点（釘），鉄滓５点，剥片９５点，貝１３点（ヤマトシジミ）が出土している。これらは，覆土

上層から中層にかけて出土しており，下層及び平坦面から出土していないことから，高位の斜面部から流入し

た土とともに流れ込んだものと考えられる。

所見　標高の高い南東部から切り土し，標高の低い北西部との高低差を少なくするように整地し，平坦面を構

築している。平坦面には叩き締めや踏み固められた硬化面は確認できなかったことから，短期間に使用された

平場と考えられる。時期は，出土土器と重複関係から１５世紀後半と考えられる。
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A
19.6m

第83図　段切り状遺構出土遺物実測図
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（２）　土坑（第８４～８７図）

　今回の調査で，中世とみられる土坑１２基が確認されている。第１４・１８号土坑については文章で説明し，

　その他の土坑については，一覧表（表１１）と実測図（第８６・８７図）を掲載するにとどめる。

第14号土坑（第８４図）

位置　調査区南東部のＢ３ｉ４区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　段切り状遺構の北東コーナー部付近に位置し，同遺構の覆土第２層上面から底面を掘り込んでいる。

規模と形状　径０.６２cの円形である。深さは３８bで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上がっている。

胎　土・釉　薬番号 出土位置 備考

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

南西部覆土上層

南西部覆土上層

北東部覆土上層

南西部覆土上層

覆土上層

南東部覆土中層

北東部覆土上層

南西部覆土上層

覆土中

覆土中

北東部覆土上層

覆土中

北東部覆土上層

北西部覆土上層

北部覆土中

西部覆土上層

北部覆土上層

北東部覆土上層

２０％

２０％

３０％

２０％

２０％　ＰＬ２３

５％

５％

小皿

小皿

小皿

小皿

内耳鍋

内耳鍋

内耳鍋

天目茶碗

碗

平碗

平碗

平碗

平碗

平碗

縁釉小皿

縁釉小皿

擂鉢

瓶子

器高 底径

１.９

（１.５）

（１.１）

（１.６）

（４.７）

（５.０）

（８.０）

（２.５）

（６.３）

（２.４）

（３.０）

（３.４）

（２.９）

（５.８）

（１.４）

（１.８）

（３.４）

（２.２）

［６.０］

－

－

－

［２８.８］

－

－

［１０.０］

［１６.４］

［１９.２］

［７.５］

－

－

－

－

－

－

－

［３.０］

［４.６］

［４.０］

［６.４］

－

－

－

－

－

－

－

［７.６］

５.９

［６.４］

－

－

－

－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母

長石・石英・赤色粒子

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

浅黄

橙

橙

にぶい黄褐

にぶい黄橙

淡黄

灰白

にぶい黄橙

淡黄

淡黄

にぶい黄橙

浅黄

灰黄

明褐

にぶい黄橙

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ロクロ成形　底部回転糸切り

ロクロ成形　底部回転糸切り

ロクロ成形　底部回転糸切り

ロクロ成形　底部回転糸切り

１内耳残存　外面ヘラ当て痕

１内耳残存

１内耳残存

内・外面施釉

体部下位露胎　削り出し高台　内面に重ね
焼き痕

内・外面施釉

内・外面施釉

削り出し高台　体部下位露胎　内面に重ね
焼き痕

削り出し高台　内・外面に重ね焼き痕

削り出し高台　体部下位露胎　内面に重ね
焼き痕

口縁部内・外面施釉

口縁部内・外面施釉

内・外面施釉　内面擂り目

頸部片　内・外面施釉

段切り状遺構出土遺物観察表（第８３図）

長石・石英・雲母・
赤色粒子
長石・石英・雲母・
赤色粒子
長石・石英・雲母・
赤色粒子

普通
二次焼成

１０％
瀬戸・美濃
２０％　ＰＬ２３
瀬戸・美濃
５％
瀬戸・美濃
５％
瀬戸・美濃
１０％
瀬戸・美濃
２０％
瀬戸・美濃
１５％
瀬戸・美濃
５％
瀬戸・美濃
５％
瀬戸・美濃
５％　ＰＬ２３
瀬戸・美濃
５％
瀬戸・美濃

材質（胎土）　番号 出土位置 備考

ＤＰ８

ＤＰ９

ＤＰ１０

ＤＰ１１

ＤＰ１２

北東部覆土上層

南西部覆土中層

東部覆土下層

覆土中

西部覆土上層

ＰＬ２３

ＰＬ２３

ＰＬ２３

孔径 重量

０.８

０.７

０.９

［０.８］

０.７

２.５

２.４

（３.３）

（３.３）

（２.８）

２.５

２.７

３.３

［３.４］

３.４

１３.４

１４.１

（３４.１）

（１２.５）

（２５.５）

器種 径 厚さ 特 　　　　　　徴

長石・雲母・黒色粒子

長石・石英・黒色粒子

球状土錘

球状土錘

球状土錘

球状土錘

球状土錘

ナデ

ナデ

ナデ　二次焼成

ナデ

ナデ長石・石英・赤色粒子

雲母・赤色粒子・黒色
粒子

長石・石英・雲母・
赤色粒子

材　質　番号 出土位置 備考

Ｑ４

Ｑ５

覆土中

覆土中 ＰＬ２３

厚さ 重量

１.０

３.３

（２.８）

３.８

（３.１）

（６.５）

（１３.５）

（１０９.７）

器種 長さ 幅 特 　　　　　　徴

凝灰岩

凝灰岩

砥石

砥石

砥面４面　端部欠損

砥面５面　端部欠損

材　質　番号 出土位置 備考

Ｍ１ 西部覆土上層 ＰＬ２３

厚さ 重量

０.７０.７（１０.２） （２１.９）

器種 長さ 幅 特 　　　　　　徴

鉄釘ヵ 頭部先端部欠損　断面方形

　緻密・鉄釉

　緻密・灰釉

　緻密・灰釉

　緻密・灰釉

　緻密・灰釉

　緻密・灰釉

　緻密・灰釉

　緻密・灰釉

　緻密・灰釉

　緻密・錆釉

　緻密・灰釉
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B

B

B′

B′

A

A

A
′

A
′

19
.6

m

52

51

50

52

52

1 2
3 4

Ｂ３h4
－Ｗ2ｍ

覆土　単一層である。ロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師質土器１点（小皿）が出土している。４８は南東部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から１５世紀後半と考えられる。

第18号土坑（第８５図）

位置　調査区南東部のＢ３ｈ３区，標高１９.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　段切り状遺構の北西コーナー部付近に位置し，同遺構の底面を掘り込んでいる。

規模と形状　長径１.８８c，短径１.６４cの楕円形で，長径方向はＮ－１０°－Ｗである。深さは６２bで，底面は南

東部が深く，北西部が段をなしている。

覆土　４層に分層できる。各層にローム土を含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　３　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　４　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器１点（鍋），陶器４点（鉢２，片口鉢１，平碗１）が出土している。その他，混入

した縄文土器片７点，土師器片４点，剥片２点も出土している。５２は北東部の覆土上層から出土している。５０・

５１は覆土中から出土している。

胎　土番号 出土位置 備考

４８ 覆土下層 ６０％　ＰＬ２３小皿

器高 底径

２.９［７.０］

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英土師質土器 橙 普通３.８ ロクロ成形　底部回転糸切り後ナデ　スノコ
状圧痕　内底面中央部粘土貼り付け後指ナデ

第１４号土坑出土遺物観察表（第８４図）

A A′

A

A′
19.6m

48

第84図　第１４号土坑・出土遺物実測図

第85図　第１８号土坑・出土遺物実測図

48
1

48

Ｂ３j5－N2m
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所見　時期は，出土土器から１５世紀後半と考えられる。

胎　土・釉　薬番号 出土位置 備考

５０

５１

５２

覆土中

覆土中

覆土上層

５％

２０％
瀬戸・美濃

内耳鍋

折縁平碗

片口鉢

器高 底径

（３.８）

（４.２）

（５.７）

－

［１６.４］

－

－

－

－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母・
赤色粒子

　　緻密・灰釉

長石・石英・細礫

土師質土器

陶器

陶器�

橙

灰

灰黄褐

普通

良好

良好

外面煤付着

内・外面施釉

常滑産　外面縦位のヘラナデ　内面ナデ

第１８号土坑出土遺物観察表（第８５図）

A

B

B

B′

B

B

B′

B'

B

B′

A′

B′

B

B

B′

B′

19.2m

A A′19.6m

19
.8

m

A 20.2m 19.8m

A
19

.2
m

19
.4

m

第86図　中世土坑実測図

A

B
B

′

A
′

A

A
′

A
′

A

SK45

SK64

SK47

SK16

SK15

SK13

SK17

SK1 SK12

SK19

1

1

2

2

3

3

4

7
6

5

4

A

19
.4

m
A

A
′

A
′

A

A′

A

A′

A
′

A

B

B′ B
′

A′

A

A′
A′ A

19.8mA

19.6mA A′

A

A′

A′

A′

A

A′

B

1 12 2

3

1 2

1

11

2

3

A
A

′

K

1

A

A′

1

1

1Ｋ
2

2

3

５％
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　(２)　土坑（第84～87図）

　　　　今回の調査で，中世とみられる土坑12基が確認されている。第14・18号土坑については文章で説明し，

　　　その他の土坑については，一覧表（表11）と実測図（第86・87図）を掲載するにとどめる。

  第14号土坑（第84図）

位置　調査区南東部のＢ３i4区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係  段切り状遺構の北東コーナー部付近に位置し，同遺構の覆土第２層上面から底面を掘り込んでいる。

規模と形状　径0.62ｍの円形である。深さは38cmで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックを含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微　　　　　　　　　　量

遺物出土状況　土師質土器１点(小皿）が出土している。48は南東部の覆土下層から出土している。　所見　時期

は，出土土器から15世紀後半と考えられる。

  第18号土坑（第85図）

位置　調査区南東部のＢ３h3区，標高19.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係  段切り状遺構の北西コーナー部付近に位置し，同遺構の底面を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1.88ｍ，短径1.64ｍの楕円形で，長径方向はＮ－10°－Ｗである。深さは62cmで，底面は南東

部が深く，北西部が段をなしている。

覆土　４層に分層できる。各層にローム土を含む不均質な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説

　１　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・炭化粒子微量

　２　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　３　褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

　４　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器１点（鍋），陶器４点（鉢２，片口鉢１，平碗１）が出土している。その他，混入し

た縄文土器片７点，土師器片４点，剥片２点も出土している。52は北東部の覆土上層から出土している。50・51

は覆土中から出土している。　

所見　時期は，出土土器から15世紀後半と考えられる。

第１号土坑土層解説

　１　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

　２　褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

　

第12号土坑土層解説
胎　土番号 出土位置 備考

４５ 覆土中 ５％内耳鍋

器高 底径

�（３.２）－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母土師質土器 にぶい橙 良好－

第１号土坑出土遺物観察表（第８７図）

第１号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
　
第12号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック少量
３　褐　　　色　ロームブロック微量

第13号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微　　　　
　　　　　　　　量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第15号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック微量

第16号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量

第17号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量

第19号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第45号土坑土層解説
１　灰　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
５　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
６　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
７　褐　　　色　ロームブロック・炭化物微量

第47号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微　　　　
　　　　　　　　量

第64号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子　　　　
　　　　　　　　少量
２　褐　　　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
３　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

外面煤付着

胎　土・釉　薬番号 出土位置 備考

４９ 覆土中 ５％　ＰＬ２３
龍泉窯ヵ端反碗

器高 底径

（４.８）［１６.０］

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

堅緻・透明釉青磁� 灰オリーブ 良好－

第１７号土坑出土遺物観察表（第８７図）

内・外面施釉

胎　土番号 出土位置 備考

４６

４７

覆土中

覆土中

３０％

５％  

小皿

内耳鍋

器高 底径

（１.０）

（３.６）

－

－�

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石

長石・雲母・赤色粒子

土師質土器

土師質土器�

灰黄

�橙�

普通

良好

［２.６］

－

第１２号土坑出土遺物観察表（第８７図）

ロクロ成形　底部回転糸切り　内面煤付着
灯明皿転用ヵ

外面煤付着

第87図　第１・１２・１７・１９・４５号土坑出土遺物実測図
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４　その他の遺構と遺物

　　遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，土坑４８基が確認された。以下，それ

　らの遺構については，実測図と一覧表を掲載する。

（１）　土坑（第８８～９１図）

胎　土番号 出土位置 備考

５５ 覆土中 ５％内耳鍋

器高 底径

�（４.７）－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・雲母土師質土器� にぶい赤褐 普通－

第４５号土坑出土遺物観察表（第８７図）

外面煤付着

胎　土番号 出土位置 備考

５３

５４

覆土中

覆土中

５％

５％

内耳鍋

内耳鍋

器高 底径

（４.５）

（４.８）

－

－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英・雲母・
赤色粒子

長石・雲母・赤色粒子

土師質土器

土師質土器�

明赤褐

にぶい褐�

普通

普通

－

－

第１９号土坑出土遺物観察表（第８７図）

外面煤付着

外面煤付着

番号 �位置 長軸（径）方向 平面形 底面
備　　　考
重複関係

（古→新）
壁面 覆土�

１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

４５

４７

６４

Ｃ３ｄ５

Ｂ３ｈ５

Ｂ３ｊ２

Ｂ３ｉ４

Ｂ３ｉ５

Ｂ３ｊ３

Ｂ３ｈ３

Ｂ３ｈ３

Ｂ２ｊ９

Ｂ２ｉ９

Ｂ２ｃ９

Ａ２ｈ５

Ｎ－１１°－Ｅ

Ｎ－３５°－Ｗ

－

－

Ｎ－４４°－Ｗ

Ｎ－６９°－Ｗ

Ｎ－３９°－Ｗ

Ｎ－１０°－Ｗ

Ｎ－５５°－Ｅ

Ｎ－６４°－Ｗ

Ｎ－２８°－Ｅ

Ｎ－１２°－Ｗ

不整楕円形

楕円形

円形

円形

楕円形

隅丸方形

不整長方形

楕円形

不整長方形

長方形

楕円形

楕円形

１.５６　×　１.３８

１.２６　×　１.０６

１.４０　×　０.３８

０.６２　×　０.５８

１.４８　×　１.１６

１.０６　×　１.０４

１.７０　×　１.５８

１.８８　×　１.６４

１.７８　×　１.６６

２.６０　×　１.３８

１.０６　×　０.９６

１.２６　×　０.８４

緩斜

外傾

外傾

外傾

緩斜

緩斜

外傾

外傾

外傾

外傾

緩斜

外傾

土師質土器

土師質土器

土師質土器

青磁

青磁

土師質土器・陶器

土師質土器・鉄滓

土師質土器

土師質土器

陶器

１８

３２

３４

３８

２６

１４

３４

６２

４８

６２

１８

４２

平坦

平坦

皿状

皿状

平坦

平坦

二段

平坦

二段

平坦

平坦

平坦

規模

長軸（径）×短軸（径）　（c）　　深さ（b）
出　土　遺　物

自然

自然

人為

人為

自然

人為

人為

人為

人為

人為

人為

人為

段切り状遺構→本跡

段切り状遺構→本跡

�

段切り状遺構→本跡

段切り状遺構→本跡

段切り状遺構→本跡

�

ＳＫ４６・６３→本跡

ＳＩ４→本跡

表１１　中世土坑一覧表
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A
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第91図　土坑・第３６・５６号土坑出土遺物実測図
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第２号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
　
第３号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量

第４号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子中量
２　褐　　　色　ローム粒子中量

第５号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ローム粒子中量

第６号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子少量

第７号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量

第８号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量

第９号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量

第20号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒
　　　　　　　　子微量
２　褐　　　色　ロームブロック中量

第21号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
２　褐　　　色　ロームブロック中量
　
第22号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第23号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子多量

第24号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量

第25号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　褐　　　色　ロームブロック中量

第26号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量

第27号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第28号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量

第29号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック微量

第30号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック微量

第31号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック微量

第32号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック微量

第33号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック微量

第35号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック微量
３　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子　　　
　　　　　　　　微量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量

第36号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量
３　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量
４　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

　
第37号土坑土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック　　　
　　　　　　　　微量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第38号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第39号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第40号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子少量
４　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第41号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第42号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第44号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
３　褐　　　色　ロームブロック・炭化物微量

第46号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第48号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化
　　　　　　　　粒子微量

第49号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
　
第50号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック微量

第52号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

第53号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック微量
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４　その他の遺構と遺物

　　遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，土坑48基が確認された。以下，それ　

らの遺構については，実測図と一覧表を掲載する。

　(1)　土坑（第88～91図）

第２号土坑土層解説

　　１　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

　　２　褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

　

第３号土坑土層解説

　　１　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

　　２　褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

　　３　褐色　ロームブロック少量

第４号土坑土層解説

　　１　暗褐色　ローム粒子中量

　　２　褐色　ローム粒子中量

第５号土坑土層解説

　　１　黒褐色　ローム粒子少量

　　２　褐色　ローム粒子中量

　第６号土坑土層解説

　　１　黒褐色　ローム粒子微量

　　２　暗褐色　ローム粒子少量

　第７号土坑土層解説

　　１　暗褐色　ローム粒子少量

　　２　黒褐色　ロームブロック少量

　第８号土坑土層解説

　　１　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

　　２　暗褐色　ローム粒子中量

　第９号土坑土層解説

　　１　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

　　２　暗褐色　ローム粒子中量

第54号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

第55号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　明　褐　色　ローム粒子多量

第56号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量
３　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

第57号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量
２　褐　　　色　ロームブロック微量
３　褐　　　色　ローム粒子多量

第58号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第59号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック微量
２　褐　　　色　ローム粒子多量

第60号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック微量
２　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子多量

第61号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物微量

第62号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量
４　明　褐　色　ロームブロック中量

第63号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子　　　
　　　　　　　　微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

胎　土番号 出土位置 備考

５６

５７

覆土中

覆土中

５％

５％

壺

甕

器高 底径

（４.１）

（３.３）

［１４.１］�

［１４.７］�

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英

長石・石英・雲母

土師器

土師器�

橙

�橙�

普通

普通

－

－

第３６号土坑出土遺物観察表（第９１図）

口縁部内・外面ハケ目調整後ナデ　頸部縦
位のハケ目調整
口縁部縦位のハケ目調整　内面横位のハケ
目調整　口唇部横ナデ�

材　質番号 出土位置 備考

Ｑ６ 覆土中８.６

厚さ 重量

３.０５.４�

器種 長さ 幅 特　　　　　　　徴

トロトロ石磨製石斧 ２０２.０

第５６号土坑出土遺物観察表（第９１図）

胎　土番号 出土位置 備考

ＴＰ４９ 覆土中 ＰＬ２１深鉢

種別 器種 色調 焼成 文 様 の 特 徴

長石・石英・雲母縄文土器 普通�橙 口唇部に刻目のある隆帯を貼付　刻目による文様

局部磨製

番号 �位置 長軸（径）方向 平面形 底面
備　　　考
重複関係

（古→新）
壁面 覆土�

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

２０

２１

２２

Ｃ３ｄ４

Ｃ３ｄ４

Ｃ３ｄ５

Ｃ３ｅ６

Ｃ３ｅ５

Ｃ３ｅ６

Ｃ３ｅ６

Ｃ３ｅ６

Ｂ３ｊ６

Ｂ２ｄ０

Ｂ２ｄ０

Ｂ２ｄ０

Ｎ－６２°－Ｗ

［Ｎ－２９°－Ｅ］

Ｎ－２°－Ｗ

Ｎ－１３°－Ｗ

Ｎ－５０°－Ｗ

Ｎ－２°－Ｗ

Ｎ－７５°－Ｗ

Ｎ－３７°－Ｗ

－

Ｎ－４°－Ｅ

Ｎ－５４°－Ｗ

［Ｎ－６６°－Ｅ］

楕円形

［楕円形］

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

［楕円形］

１.００　×　０.７０

（１.１０）　×　１.０２

１.４４　×　１.２６

０.４６　×　０.３０

０.６６　×　０.５６

０.３６　×　０.３０

０.６８　×　０.５２

１.０６　×　０.７４

０.３６　×　０.３６

２.１０　×　１.６６

２.９２　×　２.５４

（３.３０）　×　２.６０

緩斜

外傾

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

緩斜

緩斜

緩斜

－�

縄文土器　

－

－

－

－

－

－

縄文土器　

土師器　　

縄文土器・剥片・貝   

－

１６

３２

２２

１４

１０

１４

１０

１６

４６

１６

２６

２４

平坦

平坦

平坦

皿状

皿状

皿状

皿状

平坦

皿状

平坦

平坦
ピット有

平坦

規模

長軸（径）×短軸（径）　（c）　　深さ（b）
出　土　遺　物

自然

自然

自然

自然

自然

人為

自然

自然

－

人為

人為

人為

ＳＫ２１→本跡

ＳＫ２２→本跡→ＳＫ２０

本跡→ＳＫ２１

表１２　土坑一覧表
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（２）　遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図（第９２図）と観察表を掲載する。

番号 �位置 長軸（径）方向 平面形 底面
備　　　考
重複関係

（古→新）
壁面 覆土�

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４４

４６

４８

４９

５０

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

Ｂ３ｅ２

Ｂ３ｄ２

Ｂ３ｄ２

Ｂ３ｃ２

Ｂ３ｃ２

Ｂ３ｃ２

Ｂ２ｅ０

Ｂ２ｄ９

Ｂ２ｄ９

Ｂ２ｅ９

Ｂ２ｅ９

Ｂ３ｇ１

Ａ２ｆ２

Ｂ２ｆ７

Ｂ２ｇ７

Ｂ２ｇ７

Ｂ２ｇ７

Ｂ２ｈ８

Ｂ２ｈ８

Ｂ２ｊ９

Ｂ２ｊ９

Ａ１ｊ０

Ｂ２ｂ５

Ｂ２ａ５

Ａ２ｇ４

Ａ２ｉ４

Ｂ２ｅ７

Ｂ２ｆ７

Ｂ２ｅ８

Ｂ２ｄ５

Ｂ２ｂ３

Ｂ２ｅ６

Ｂ２ｅ６

Ｂ２ｇ０

Ｂ２ｉ９

Ｂ２ｊ９

－

Ｎ－８８°－Ｅ

Ｎ－３５°－Ｅ

Ｎ－６６°－Ｅ

Ｎ－５６°－Ｅ

Ｎ－７０°－Ｅ

Ｎ－８２°－Ｅ

－

Ｎ－４２°－Ｅ

Ｎ－６０°－Ｗ

Ｎ－４８°－Ｅ

－

［Ｎ－３９°－Ｗ］

Ｎ－６２°－Ｗ

Ｎ－６２°－Ｗ

－

Ｎ－２８°－Ｗ

Ｎ－７３°－Ｗ

Ｎ－５４°－Ｗ

Ｎ－６１°－Ｅ

［Ｎ－５０°－Ｗ］

Ｎ－５４°－Ｗ

Ｎ－４２°－Ｗ

Ｎ－７８°－Ｅ

Ｎ－７５°－Ｅ

Ｎ－５３°－Ｗ

Ｎ－２４°－Ｗ

Ｎ－７°－Ｅ

［Ｎ－７７°－Ｅ］

－

－

［Ｎ－６３°－Ｅ］

－

［Ｎ－１７°－Ｗ］

Ｎ－４８°－Ｅ

［Ｎ－５８°－Ｅ］

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

［円形］

［不定形］

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

［長方形］

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

［楕円形］

円形

円形

［楕円形］

円形

［楕円形］

楕円形

［楕円形］

０.５８　×　０.５６

１.２０　×　０.９６

１.４４　×　０.９０

０.６６　×　０.５２

１.３０　×　１.０２

１.１８　×　０.８２

０.６８　×　０.５６

０.５６　×　０.５４

０.８０　×　０.６４

１.１４　×　０.９８

０.８４　×　０.７２

［１.１０］　×　１.０４

（５.４０）　×　２.８０

１.０６　×　０.８４

０.６６　×　０.５６

０.５６　×　０.５４

２.９８　×　２.３６

１.６４　×　０.８０

１.００　×　０.８８

０.７８　×　０.６４

（１.２０）　×　１.２０

０.８８　×　０.７４

１.２６　×　０.７０

１.４０　×　１.１０

１.１４　×　０.７０

０.８４　×　０.５８

０.７２　×　０.６０

１.９４　×　１.１４

（０.９０）　×　０.６４

１.００　×　０.９６

０.９２　×　０.８４

（０.９０）　×　０.７８

０.７８　×　０.７４

［１.３８　×　０.９０］

１.３８　×　１.０８

（０.６０）　× 　０.３４

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

外傾

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

緩斜

外傾

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

外傾

緩斜

外傾

－

－

縄文土器・土師器

－

縄文土器・土師器

－

－

－

－

縄文土器

縄文土器

－

縄文土器・土師器・剥片

縄文土器

－

縄文土器

縄文土器・土師器

－

－

縄文土器

縄文土器・土師器・剥片

縄文土器

－

縄文土器

縄文土器・剥片

－

縄文土器

縄文土器

縄文土器・礫器

－�

－�

－

－

縄文土器

縄文土器・剥片

縄文土器

２８

１６

１４

１４

１８

１２

１６

１２

２２

２０

２２

３２

５６

１０

２６

６

２０

１０

１６

２８

３６

３０

２８

２６

２４

２０

３０

３６

３４

５０

２０

２６

３２

３２

１８

３２

皿状

平坦

平坦

皿状

平坦

平坦

皿状

皿状

皿状

平坦

皿状

平坦

皿状

平坦

皿状

皿状

平坦

平坦

平坦

二段

平坦

皿状

平坦

平坦

平坦

皿状

二段

皿状

平坦

皿状

皿状

皿状

皿状

平坦

平坦

皿状

規模

長軸（径）×短軸（径）　（c）　　深さ（b）
出　土　遺　物

自然

人為

人為

人為

人為

人為

自然

自然

自然

自然

自然

人為

人為

自然

自然

自然

自然

自然

自然

人為

人為

人為

人為

自然

自然

自然

自然

人為

自然

人為

人為

自然

自然

自然

人為

人為

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ＳＩ１３→本跡

�

�

�

�

�

�

�

本跡→ＳＫ６３→ＳＫ４５

�

�

�

�

�

ＳＫ５６→本跡

本跡→ＳＫ５５

�

�

本跡→ＳＫ６０

ＳＫ５９→本跡

ＳＩ１７→本跡

�

ＳＫ４６→本跡→ＳＫ４５
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第92図　遺構外出土遺物実測図

58

59

60

TP41

TP42

TP47
TP45TP44TP43

TP46

TP50

TP53

TP58

TP57

TP54

TP52 TP55

TP59

TP48
TP51

TP56

TP60

TP63

TP62

TP61

Q9Q7
Q8

Q3

2



－１１７　－

豆 薬 師 北 遺 跡

胎　土・釉　薬番号 出土位置 備考

５８

５９

６０

表土

表土

表土

５％　ＰＬ１９

３０％

５％

深鉢

小皿

卸皿

器高 底径

（７.２）

（２.０）

（２.９）

－

－

－

種別 器種 口径 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か

石英・長石

長石・石英・雲母・
赤色粒子

緻密・灰釉

縄文土器

土師質土器

陶器�

明褐

橙

にぶい黄橙

普通

普通

良好

－

４.８

－

縦位の磨き

ロクロ成形　内底面に強い指ナデ　底部回
転糸切り

内・外面施釉　卸目

材　質番号 出土位置 備考

Ｑ３

Ｑ７

Ｑ８

Ｑ９

表土

表土

表土

ＰＬ２３

ＰＬ２３

ＰＬ２３

厚さ 重量

（３.８）

１.７

５.５

（５.５）

（３.６）

１.４

５.８

５.８

（１.２）

０.３

４.８

４.８

（１９.６）

０.５１

２１２.０

（０.７７）

器種 長さ 幅 特　　　　　　　徴

緑色凝灰岩

チャート

安山岩

蛇紋岩

磨製石斧

石鏃

磨石

勾玉�

頭部欠損　刃部を中心に研磨

凹基無茎鏃　両面押圧剥離

表裏面・側面を磨石として使用

孔径３a　頭部に片側からの穿孔　Ｃ字形　全面丁寧な研磨

色調番号 出土位置 備考

ＴＰ４１

ＴＰ４２

ＴＰ４３

ＴＰ４４

ＴＰ４５

ＴＰ４６

ＴＰ４７

ＴＰ４８

ＴＰ５０

ＴＰ５１

ＴＰ５２

ＴＰ５３

ＴＰ５４

ＴＰ５５

ＴＰ５６

ＴＰ５７

ＴＰ５８

ＴＰ５９

ＴＰ６０

ＴＰ６１

ＴＰ６２

ＴＰ６３

ＳＫ４５覆土中

ＳＫ４５覆土中

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

表土

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２０

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ１９

ＰＬ１９

ＰＬ２０

ＰＬ１９

ＰＬ２０

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

ＰＬ２１

浅鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

広口壺

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

長石・雲母

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

長石・石英

長石・石英・雲母・黒色粒子

長石・石英・雲母

長石・雲母

長石・石英・雲母・繊維

長石・石英・繊維

長石・石英・赤色粒子

長石・雲母・繊維

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

長石・石英

長石・石英・赤色粒子

長石・石英

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

長石・石英・雲母

種別 器種 焼成 文　様　の　特　徴

明褐

にぶい橙

にぶい黄橙

明赤褐

にぶい黄橙

にぶい橙

にぶい橙

橙

橙

橙

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

橙

明赤褐

赤褐

にぶい褐

橙

にぶい赤褐

にぶい黄橙

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器
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縄文土器

縄文土器
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普通
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口唇部に刻目　単節縄文ＲＬと無節Ｒを合撚　沈線に
よる区画帯を磨消

櫛歯状工具による羽状沈線

刻目のある紐線文　横位の条線文　斜位の沈線文

５条１単位の櫛歯文

ヘラ状工具による２条の鋸歯文

刻目のある紐線文　沈線区画内を磨消　単節縄文ＬＲ

横位の太沈線文

外面縦位の条痕文　内面横位の条痕文

絡条体圧痕文　無節Ｒ

半截竹管による平行沈線文

沈線文

口辺部結節回転文　無節Ｌ縦位施文

沈線文　三角押文　縦位の単節縄文ＲＬ充填施文

磨消縄文　沈線区画内に単節縄文ＬＲ施文

縄文帯単節縄文ＲＬ　沈線区画内磨消　突起

玉抱き三叉文　沈線区画内に単節縄文ＬＲ充填施文

胎　土

口唇部指頭による刻目　半截竹管による押し引き文
結節回転文

縄文帯単節縄文ＲＬ充填施文　沈線区画内磨消　縦長
の突起

口唇部に横位の刻目のある突起　刻目のある紐線文
沈線による楕円形区画内を磨消
縄文帯単節縄文ＲＬ　区画文に沿って刻目　縦位の刻
みのある突起　豚鼻状突起

指頭による刻目のある紐線文　横位の条線文　弧状
の沈線区画内を磨消
口唇部に突起　沈線による文様　区画帯に単節縄文
ＬＲ充填施文

段切り状遺構
覆土中
段切り状遺構
覆土中
段切り状遺構
覆土中
段切り状遺構
覆土中
段切り状遺構
覆土中
段切り状遺構
覆土中

遺構外出土遺物観察表（第９２図）

段切り状遺構
覆土中
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　第４節　ま　　と　　め

今回の調査で検出された遺構は，縄文時代の竪穴住居跡１１軒，土坑３基，古墳時代の竪穴住居跡６軒，土坑

１基，中世の段切り状遺構１か所，土坑１２基，時期不明の土坑４８基である。また，出土した遺物は，縄文土器

（深鉢・浅鉢），土師器（坩・器台・高坏・甕・壺），土師質土器（小皿・内耳鍋），陶器（碗・片口鉢・擂鉢），

土製品（球状土錘），石器（石鏃・磨石），石製品（勾玉・管玉），金属製品（釘）などである。

ここでは，当遺跡の各時代ごとの様相と若干の考察を加えてまとめとする。

１　各時代の様相について

（１）　縄文時代

当時代の遺構は，竪穴住居跡１１軒，土坑３基が確認されている。これらの遺構からは，早期後半，前期

前半，前期後半，後期末葉から晩期初頭の４時期の土器が出土している。また，遺構外からのものも含め

ると，早期中葉から中期初頭，後期初頭・後期後半・晩期初頭の土器が出土していることから，当調査区

周辺は，中期に一旦途切れるが，長期に渡って土地利用をしていたものと考えられる。今回の報告では前

述した４時期の遺構及び出土土器の様相について概観する。

早期後半の遺構は，調査区南西部の平坦部に竪穴住居跡２軒が確認されている。第５号住居跡は不整円

形で，中央部西寄りに地床炉を有している。出土土器（１・２）は，胎土に繊維を含み，底部は尖底であ

る。貝殻条痕文が内・外面に施され，外面にはサルボウ貝による貝殻腹縁文が施文されている（ＴＰ１０～ＴＰ

１３）。第１１号住居跡は長方形で，４か所の主柱穴が明瞭である。炉は確認されていない。土器は，胎土に繊

維を含み，内外面に貝殻条痕文が施されたもの（ＴＰ２６）が出土している。これら２軒の住居跡は，住居形

態に違いがみられるが，出土土器から早期後半の茅山下層式期と考えられる。

前期前半の遺構は，調査区中央部北寄りの平坦部に竪穴住居跡３軒が確認されている。第４・１４号住居

跡は，４か所の主柱穴が確認されており，平面形は，隅丸長方形または不整方形である。第９号住居跡は，

２か所の主柱穴が確認されており，平面形は，長方形である。第９・１４号住居跡は，地床炉を有している。

出土土器は，胎土に繊維を含み，羽状縄文が施された深鉢形の黒浜式土器である（５，ＴＰ２～ＴＰ５・ＴＰ

７・ＴＰ９・ＴＰ１６～ＴＰ２０・ＴＰ３０）。各住居跡は６～７c間隔で存在しており，出土土器もおおむね同一

時期であることから，小規模な単位集団からなる集落が短期に営まれたものと考えられる。当遺跡の南西

２００cに所在する村田貝塚は前期及び中期の貝塚であり，ハマグリ，シオフキ，アカニシ等の鹹水種貝塚

である１）。また，当遺跡の北西で沼里川を挟んだ対岸に位置する東前遺跡では，黒浜式期の竪穴住居跡１

軒と地点貝塚１か所が確認されており，当遺跡の第４・９・１４号住居跡と同時期である２）。縄文海進時の前

期には，小野川支流の沼里川沿岸まで海水が進入していた時期であり，当遺跡周辺の広い範囲で人々の生

活領域が形成されていたものと想定される。

前期後半の遺構は，調査区北西部の斜面部に竪穴住居跡３軒と土坑１基が確認されている。第６・１６

号住居跡は不整楕円形で，壁に沿って柱穴が巡っており，中央部南寄りに地床炉を有している。土器は，

胎土に繊維を含まない無文の土器（３），沈線区画内に貝殻腹縁文が充填施文されるもの（ＴＰ３４）が出土

しており，興津式期に比定できるものである。第１３号住居跡は，遺存状況が悪く，壁と床の一部と柱穴１

か所が検出されただけである。出土土器は，胎土に繊維を含まず，半截竹管による沈線文（ＴＰ２８），結節

回転文（ＴＰ２９）がそれぞれ施文されたものであり，粟島台式期に比定できるものである。
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後期末葉から晩期初頭の遺構は，竪穴住居跡３軒，土坑２基が確認されている。第１０・１５・１７号住居跡

は，方形もしくは長方形である。第１０号住居跡は壁際を巡る柱穴，第１５号住居跡は４か所の主柱穴，第１７

号住居跡は２か所の主柱穴と壁際を巡る柱穴がそれぞれ確認されている。第１０・１７号住居跡は地床炉を有

している。出土した精製土器は，縄文帯に単節縄文が充填施文され，沈線区画内を磨り消すものが多い。

刻目をもつ隆帯上に豚鼻状突起が付されるもの（ＴＰ３２）や三叉文が施されたもの（ＴＰ３１）もみられるこ

とから，安行２式期から安行３ａ式期に比定できる土器である。

　（２）　古墳時代

当時代の遺構は，竪穴住居跡６軒（前期），土坑１基（前期）が確認されている。調査区の中央部から

西部にかけて，６軒の住居跡が２～１４cの間隔で存在している。住居の規模及び形状は長軸６.１６～７.０８c

の方形で，第１号住居跡は東側に出入り口ピットを有し，主軸方向がＮ－１２４°－Ｗである以外は，全て南

側が出入り口となっており，主軸方向はＮ－２１°～４７°－Ｗである。内部施設は中央部の北寄りに炉を有し，

貯蔵穴が南東コーナー部もしくは南西コーナー部に位置している。第１２号住居跡の南東壁の中央部に間仕

切り溝がみられるが，それ以外の住居跡は，規模や内部施設について規格性のある構造といえる。

出土土器は，土師器（坩・器台・高坏・甕・壺）で，坩は口頸部が長く，底部は突出しない。器台は，

器受部が小さく内湾状を呈し，脚部は直線的に外傾して伸びている。甕は体部が球形状で，口縁部の刻目
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がみられないことから，浅井編年３）のⅣ期以降のものが主体である。６軒の竪穴住居跡から出土した土器

に時期差はみられないが，住居形態の違いから，若干の時間差もしくは複数の単位集団があったものと想

定される。

また，第１２号住居跡から出土している口縁部外面に棒状浮文が施された壺（２５），第３４号土坑から出土

している炉器台（２６）は前期前半のものであり，当調査区の周辺部に同時期の集落が存在した可能性がう

かがえる。したがって，当調査区付近は古墳時代前期において，継続して集落が営まれた土地であったと

考えられる。

（３）　中世

当時代の遺構は段切り状遺構１か所，土坑１２基が確認されている。出土遺物は土師質土器（小皿・内耳

鍋），陶器（碗・縁釉小皿・片口鉢・擂鉢）である。

当遺跡の所在する江戸崎は，中世には信太庄と呼ばれる荘園に含まれており４），南北朝時代末期には山

内上杉氏の支配下に置かれ，やがてその被官である土岐原氏・臼田氏が当地に赴任する。土岐原氏は７代

約２００年にわたって当地方を支配し，江戸崎城を本拠に霞ヶ浦対岸の行方一帯まで勢力を有した常南の地

頭領主として知られている。しかし，北条氏と手を結んだため，１５９０年には豊臣秀吉の関東平定の余波を

受けて，江戸崎城を明け渡している。

当遺跡から出土した中世の陶器は，藤澤編年５）における古瀬戸後期様式Ⅲ期～Ⅳ期新段階のものがほと

んどであり，大窯期のものは出土していない。１５世紀後半に比定されるものが主体であり，土岐原氏によ

る当地方の支配が安定した時期のものといえる。段切り状遺構とその周辺から検出された土坑の性格は不

明であるが，覆土中から古瀬戸平碗，縁釉小皿，青磁端反碗（龍泉窯ヵ）などの陶磁器片も出土しており，

これら遺構の周辺部には土岐原氏支配下の社会的身分の高い者もしくは富裕層の存在をかいま見ることが

できる。

２　むすび

当遺跡は今回の調査で，縄文時代，古墳時代前期，中世の遺構と遺物が検出された複合遺跡であることが

明らかになった。縄文時代には，検出された竪穴住居を拠点として調査区西側の台地縁辺部に，早期，前期，

後晩期の各時期に小規模な集落が営まれたものと考えられる。古墳時代前期には同様の場所に集落が営まれ，

その後，人々の生活痕跡は途絶えるが，中世になって調査区南東部の台地斜面部が段切り状に整地され，土

地利用されたものとみられる。今回の調査において，該期の具体的な資料が得られたことは，当地域の歴史

を知る上で貴重な成果と考えられる。
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第１節　調  査  の  概  要

　当遺跡は土浦市の南東部に位置し，小野川支流の乙戸川左岸の標高２３cの台地平坦部に立地している。調

査面積は２,８１８gで，調査前の現況は畑地・水田である。

　調査の結果，旧石器時代の石器集中地点５か所，炭化物集中地点１か所，溝跡３条（時期不明），土坑１５基

（時期不明），ピット群２か所（時期不明）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０b）に１箱出土している。主な出土遺物は，石器（ナイフ形石器・

掻器・削器・楔形石器・台石），石核，剥片などである。

第２節　基   本   層   序

　調査区南部のＤ２ｇ０区にテストピットを設定して，深さ８５bまで掘り下げて基本土層（第９５図）の観察を行

った。観察結果は以下の通りである。

　第１層は，黒褐色を呈する耕作土層である。ローム粒子及び炭化粒子を微量に含み，粘性・締まりとも弱い。

層厚は１２～１５bである。

　第２層は，褐色を呈するソフトローム層である。赤色スコリアを微量に含み，粘性・締まりとも強い。層厚

は４～２６bである。

　第３層は，褐色を呈するハードローム層である。赤色スコリア・ガラス質粒子を微量に含み，粘性は強く，

締まりは極めて強い。層厚は８～３２bである。姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）を含む層に比定される。

　第４層は，暗褐色を呈するハードロ－ム層である。

赤色スコリア・黒色粒子を微量に含み，粘性は強く，

締まりも極めて強い。層厚は７～１２bである。第２黒

色帯（ＢＢ2）の上部に相当する。

　第５層は，暗褐色を呈するハードローム層である。

赤色スコリア・黒色粒子を微量に含み，粘性は強く，

締まりも極めて強い。層厚は１２～２２bである。第２黒

色帯（ＢＢ2）の下部に相当する。

　第６層は，褐色を呈するハードローム層である。

赤色スコリア・黒色粒子を微量に含み，粘性は強く，

締まりも極めて強い。層厚は下層が未掘のため不明で

ある。

　遺構の多くは第２層の上面で確認した。

谷 ツ 道 遺 跡
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5

6

23.2m
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22.4m

第95図　基本土層図
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C2 C3 C4

D4D3D2

第96図　谷ツ道遺跡調査区設定図
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－１２５－

第３節　遺　構　と　遺　物　

 

１　旧石器時代の石器集中地点と遺物

（１）　調査の概要（第９７図）

遺構の確認作業及び各時代の遺構の調査を進めていく過程で，旧石器時代の石器が確認できたため，石

器の出土が想定できる地点に調査区を設定し，ローム層の掘り下げを行った。その結果，確認した石器集

中地点は５か所で，それぞれ標高２２.９～２３.０cの台地の平坦部に位置している。

出土した石器は，原位置を保持しながら周囲のローム層を掘り下げ，分布状況の確認をはじめ，出土状

況の写真撮影と位置及び標高の計測を行った。

（２）　石器集中地点の記載方法

調査区から出土した石器や剥片などの総数は２９８点である。出土石器のうち，実測図未掲載の資料につ

いては一覧表に記載した。記載内容は「集中地点」「番号（調査時の番号）」「遺物番号（本報告の番号）」

「重量」「石材」「出土位置」で，「出土位置」はＳＳ１～３はＤ３ｆ１，ＳＳ４・５はＤ３ａ７を基準にして

Ｘ（南北），Ｙ（東西）への距離であり，Ｚは標高である。調査区の土層番号及び解説については基本層

序の土層番号及び解説と同様である。

時期の特定については，「茨城県後期旧石器時代編年案」（『茨城県における旧石器時代研究の到達点－

その現状と課題－　発表要旨・資料集』２００２年）を参考にした。

（３）　石器集中地点・炭化物集中地点石器や剥片などが集中した地点を第１～５号石器集中地点，炭化物が集

中した地点を炭化物集中地点とし，その特徴と出土した石器や炭化物などについて記述する。

　

谷 ツ 道 遺 跡

第97図　石器集中地点調査区設定図
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炭化物集中地点



－１２６－

第１号石器集中地点（第９８～１００図）

位置　調査区南部のＤ３ｇ３～Ｄ３ｇ５区及びＤ３ｈ４区で，標高２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

遺物出土状況　出土した１２４点は，おおよそ南北約５ｍ，東西約６cの範囲で出土している。特にＤ３ｇ４・Ｄ

３ｈ４区に集中する傾向がみられる。垂直分布は標高２２.８～２２.９cで，基本層序の第３層に相当する。

遺物　ナイフ形石器３点（黒曜石２，珪質頁岩１），石核１点（黒曜石）の他，剥片１２０点（黒曜石１０９，珪質

頁岩７，珪岩４）が出土している。接合資料はいずれも黒曜石でＱ１・Ｑ２，Ｑ５・Ｑ６，Ｑ７・Ｑ８の剥片

である。剥片はほとんどが５ｇ以下で，うち１ｇ以下の砕片が１０７点である。

谷 ツ 道 遺 跡

第98図　第１号石器集中地点実測図
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所見　当地点では黒曜石に加えて，珪岩，珪質頁岩製の石器などが出土していることや，接合する剥片も出土

していることなどから，石器の製作が行われていた地点と想定できる。石材として黒曜石，珪質頁岩，珪岩の

３種類が使われているが，層位や分布状況に差異が認められないことから，同時期に異なる石材を用いて石器

を製作していたと考えられる。時期は，ナイフ形石器で構成されていることや，出土層位などから後期旧石器

時代下総編年2ａ期と考えられる。

第９９図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（１）

接合資料1（Q1・Q2）

Q9

Q3

Q4
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第１００図　第１号石器集中地点出土遺物実測図（２）
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石　材番号 接合資料 備考

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

Ｑ６

Ｑ７

Ｑ８

Ｑ９

厚さ（a） 重量（n）器種 長さ（a） 幅（a） 特　　　　　　　徴

黒曜石

珪質頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

接合資料１

接合資料２

接合資料３

接合資料３

ナイフ形石器

ナイフ形石器

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

４２.９

３７.４

３７.４

２９.１

１６.９

３５.２

１６.７

２８.５

１４.９

１２.９

３９.６

２２.９

２４.０

２８.９

２９.２

１９.３

７.０

４.１

２２.８

１７.３

１６.９

１７.４

２０.９

 ９.５

３.４

１.１

２９.７

８.９

４.１

１３.３

５.４

３.２

縦長剥片を素材とし，二側縁に腹面からブランティング
を施す　先端部欠損後，再加工を施す

縦長剥片を素材とし，一側縁の先端部及び基部付近に腹
面から調整を施す
礫面を残す厚みのある剥片を素材とし，複剥離面打面
で，縦長剥片を剥離

縦長剥片　背面に多方向からの剥離痕

縦長剥片　背面に同一方向からの剥離痕と礫面を残す

横長剥片　背面に同一方向からの剥離痕　下端に礫面を
残す

横長剥片　背面に多方向からの剥離痕と礫面を残す

縦長剥片　背面に両方向からの剥離痕　下端に石核底面
を残す

ＰＬ２９

ＰＬ２９

ＰＬ２９

ＰＬ３０

ＰＬ３０

ＰＬ３０

ＰＬ３０

ＰＬ２９

第１号石器集中地点出土遺物観察表（第９９・１００図）

２２.８７５

２２.８１９

２２.８２６

２２.８７０

２２.７２６

２２.８５７

２２.８５９

２２.８０８

２２.８３４

２２.８７１

２２.８３６

２２.８１９

２２.８４７

２２.８６１

２２.８１７

２２.８７２

２２.９０１

２２.７８２

２２.８６４

２２.８２９

２２.７７２

２２.６８６

２２.６８３

２２.８５５

２２.８８１

２２.９１３

２２.８８３

２２.７４４

２２.８８４

２２.８４１

２２.８００

２２.８１８

２２.８０６

１１.３８３

１２.５３０

１２.６０５

１３.３８３

１４.０７８

１４.０４０

１４.１５９

１４.４８７

１４.７４１

１４.５０６

１４.６５１

１４.６３９

１４.５１７

１４.４１１

１４.４４１

１４.６０８

１４.８８５

１４.８４８

１５.１３４

１５.１９７

１５.１６３

１５.３１１

１５.４９９

１６.０７２

１６.０５３

１６.０５３

１６.３６５

１６.２３１

１５.８６０

１５.５５３

１５.５５０

１５.４８５

１５.４８７

-４.８０３

-５.１２５

-５.８３０

-５.２２６

-５.１１９

-５.２７８

-５.６６４

-５.７６７

-５.６３６

-５.４１１

-５.４３８

-５.２５０

-５.１８６

-５.２１５

-４.９９１

-４.６４９

-４.８４９

-４.３８６

-４.００４

-４.３８２

-４.５０６

-４.４７０

-４.３１６

-４.１６３

-４.３８９

-４.８６４

-５.０３４

-７.３７０

-５.０７６

-４.８６７

-４.９５８

-４.９４４

-５.０６１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１３

１４

１５

１６

１８

１９

２１

２３

２４

２５

２６

２７

３０

３１

３２

３３

３７

３８

３９

４０

４２

４４

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

Ｑ５

Ｑ７

Ｑ８

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

頁岩

黒曜石

８.９

１３.３

６.２

０.１未満

１.１

０.１未満

０.１未満

０.４

０.３

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.３

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.６

０.２

０.１未満

０.１未満

０.３

５.４

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.７

０.１未満

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

２２.８７３

２２.８３３

２２.７６８

２２.８５４

２２.８６３

２２.７８４

２２.８６６

２２.９０２

２２.９０５

２２.８８３

２２.９１０

２２.８３８

２２.８９０

２２.９０１

２２.７８０

２２.９１２

２２.８９６

２２.８３９

２２.８８４

２２.８８６

２２.８７３

２２.７７４

２２.８４２

２２.８６１

２２.８８２

２２.７７７

２２.９００

２２.８７４

２２.８１８

２２.８４３

２２.８２４

２２.８７３

２２.８１２

１５.６２３

１５.７１０

１５.４９５

１５.５３８

１５.６９４

１５.２０５

１５.５６９

１５.４９６

１５.３００

１５.２４８

１５.２６５

１５.０７３

１５.０３３

１５.０７２

１５.１９５

１５.３６４

１５.３８３

１５.７３５

１５.９０４

１５.５９６

１５.５１２

１５.３３７

１５.３４９

１５.６６８

１５.６６０

１４.１２８

１５.１７５

１５.２８７

１５.５０６

１４.８９５

１４.７０４

１４.７０３

１４.７３４

-５.１２５

-５.１６０

-５.１６３

-５.２７３

-５.２９０

-５.４２３

-５.４２９

-５.４６２

-５.２４９

-５.２７５

-５.２１５

-５.１１９

-５.７２３

-５.９８１

-５.８２０

-５.６７５

-５.８２１

-５.７７３

-５.９５９

-６.０２５

-６.０４６

-６.２３４

-６.４８７

-６.７０４

-６.９８３

-８.０４０

-６.９６０

-７.２０３

-７.７８４

-６.９８３

-７.２２１

-７.０８３

-７.０１１

４

５

４

６

４

７

４

８

４

９

５

０

５

１

５

２

５

３

５

４

５

５

５

７

５

８

５

９

６

０

６

１

６

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

珪岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪岩

黒曜石

黒曜石

頁岩

珪質頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
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第２号石器集中地点（第１０１図）

位置　調査区南部のＤ３ｆ１・Ｄ３ｆ２・Ｄ３ｇ１・Ｄ３ｇ２区で，標高２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

遺物出土状況　出土した８点は，おおよそ南北約３.６c，東西約２cの範囲で出土している。垂直分布は標高２

２.８～２２.９cで，基本層序の第３層に相当する。

遺物　剥片８点（黒曜石）が出土している。剥片は５ｇ以上が１点で，他の７点は１ｇ以下の砕片である。

所見　出土した剥片の量が少ないため詳細は不明であるが，調整剥片や砕片などを投棄した地点の可能性があ

る。

表１３　第１号石器集中地点における石器出土位置�� � � � � � �
1Q5� 剥片� 黒曜石� 8.9D3f1� -4.803 11.383 22.875 2Q7� 剥片� 黒曜石� 13.3� D3f1� -5.125 12.530 22.819 3剥片� 黒曜石� 6.2D3f1� -5.830 12.605 
22.826 4剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� 5.226 � 13.383 22.870 5剥片� 黒曜石� 1.1D3f1� -5.119 14.078 22.726 6剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.278 14.040 22.857 7剥片� 黒曜石� 0.1
未満D3f1� -5.664 14.159 22.859 8剥片� 黒曜石� 0.4D3f1� -5.767 14.487 22.808 9剥片� 黒曜石� 0.3D3f1� -5.636 14.741 22.834 10� �剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
5.411 14.506 22.871 11� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.438 14.651 22.836 13� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.250 14.639 22.819 14� � 剥
片� 珪岩� 0.1未満D3f1� -5.186 14.517 22.847 15� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.215 14.411 22.861 16� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
4.991 14.441 22.817 18� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -4.649 14.608 22.872 19� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -4.849 14.885 22.901 21� � 剥
片� 頁岩� 0.3D3f1� -4.386 14.848 22.782 23� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -4.004 15.134 22.864 24� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
4.382 15.197 22.829 25� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -4.506 15.163 22.772 26� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -4.470 15.311 22.686 27� � 剥
片� 黒曜石� 0.6D3f1� -4.316 15.499 22.683 30� � 剥片� 黒曜石� 0.2D3f1� -4.163 16.072 22.855 31� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
4.389 16.053 22.881 32� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -4.864 16.053 22.913 33� � 剥片� 頁岩� 0.3D3f1� -5.034 16.365 22.883 37� Q8� 剥
片� 黒曜石� 5.4D3f1� -7.370 16.231 22.744 38� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.076 15.860 22.884 39� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
4.867 15.553 22.841 40� � 剥片� 頁岩� 0.1未満D3f1� -4.958 15.550 22.800 42� � 剥片� 頁岩� 0.7D3f1� -4.944 15.485 22.818 44� � 剥
片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.061 15.487 22.806 45� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.125 15.623 22.873 46� � 剥片� 頁岩� 0.1未満D3f1� -
5.160 15.710 22.833 47� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.163 15.495 22.768 48� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.273 15.538 22.854 49� � 剥
片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.290 15.694 22.863 50� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.423 15.205 22.784 51� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
5.429 15.569 22.866 52� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.462 15.496 22.902 53� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.249 15.300 22.905 54� � 剥
片� 頁岩� 0.1未満D3f1� -5.275 15.248 22.883 55� � 剥片� 珪岩� 0.1未満D3f1� -5.215 15.265 22.910 57� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
5.119 15.073 22.838 58� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.723 15.033 22.890 59� Q1� ナイフ形石器� 黒曜石� 0.6D3f1� -5.981 15.072 22.901 60� �
ナイフ形石器� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -5.820 15.195 22.780 61� � ナイフ形石器� 珪岩� 0.1未満D3f1� -5.675 15.364 22.912 62� � ナイフ形石器�
黒曜石� 2.8D3f1� -5.821 15.383 22.896 63� Q4� 石核� 黒曜石� 29.7� D3f1� -5.773 15.735 22.839 64� �剥片� 頁岩� 0.1D3f1� -
5.959 15.904 22.884 65� Q3� ナイフ形石器� 珪質頁岩� 1.1D3f1� -6.025 15.596 22.886 66� � 剥片� 黒曜石� 0.5D3f1� -6.046 15.512 22.873 67� �
剥片� 黒曜石� 0.2D3f1� -6.234 15.337 22.774 68� � 剥片� 黒曜石� 0.5D3f1� -6.487 15.349 22.842 69� � 剥片� 黒曜石� 0.3D3f1� -
6.704 15.668 22.861 70� � 剥片� 黒曜石� 1.7D3f1� -6.983 15.660 22.882 71� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -8.040 14.128 22.777 73� � 剥
片� 黒曜石� 15.7� D3f1� -6.960 15.175 22.900 74� � 剥片� 黒曜石� 9.2D3f1� -7.203 15.287 22.874 75� � 剥片� 黒曜石�
1.5D3f1� -7.784 15.506 22.818 76� � 剥片� 黒曜石� 0.1D3f1� -6.983 14.895 22.843 77� � 剥片� 黒曜石� 0.5D3f1� -7.221 14.704 22.824 78� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -7.083 14.703 22.873 79� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -7.011 14.734 22.812 80� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
6.876 14.758 22.899 81� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -6.675 15.050 22.877 82� � 剥片� 黒曜石� 0.2D3f1� -6.686 14.813 22.951 83� � 剥
片� 黒曜石� 1.0 � D3f1� -6.610 14.720 22.907 84� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -6.449 14.839 22.869 85� � 剥片� 黒曜石�
1.6D3f1� -6.531 14.541 22.835 86� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -6.220 14.774 22.776 87� � 剥片� 黒曜石� 0.1D3f1� -6.200 14.590 22.874 88� Q2�
ナイフ形石器� 黒曜石� 2.8D3f1� -6.133 13.706 22.812 89� � ナイフ形石器� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -6.178 13.796 22.880 90� � ナイフ形石器�
黒曜石� 0.2D3f1� -6.503 14.087 22.821 91� � ナイフ形石器� 黒曜石� 0.3D3f1� -6.704 14.037 22.904 92� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
6.342 13.539 22.874 93� � 剥片� 黒曜石� 0.7D3f1� -6.848 13.750 22.876 94� � 剥片� 黒曜石� 0.8D3f1� -7.251 14.400 22.921 95� � 剥
片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -7.321 14.016 22.788 96� � 剥片� 黒曜石� 1.9D3f1� -7.408 14.020 22.947 97� Q6� 剥片� 黒曜石� 4.1D3f1� -
7.602 14.478 22.806 100剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -7.144 13.771 22.888 101剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -7.000 13.511 22.735 102剥片� 黒曜石� 0.1D3f1� -
6.725 13.153 22.856 103剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -6.622 12.560 22.753 104剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -7.089 13.071 22.886 107剥片� 黒曜石� 0.1未満D3f1� -
7.429 13.112 22.823 108剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 3.2剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒
曜石� 0.4剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1剥片� 黒曜石� 0.3剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.3剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 珪
岩� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.6剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満表14　第２号石器集中地点における石器出土位置� �
� � � � � �
番号� 遺物番号� 器種� 石材� 重量� グリッド� X（ｍ）（ｍ）（ｍ）剥片�黒曜石� 0.1剥片� 黒曜石� 0.7剥片� 黒曜石� 5.6剥片� 黒曜石� 0.6
剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満表15　第３号石器集中地点における石器出土位置� �� �
� � � �
番号� 遺物番号� 器種� 石材� 重量� グリッド� X（ｍ）（ｍ）（ｍ）剥片�黒曜石� 2.4削器� 瑪瑙� 28.5� D3f1� 3.940 � 11.773 掻器�珪
岩� 8.6剥片� 黒曜石� 0.1楔形   石器黒曜石� 3.0 � D3f1� 2.296 � 14.695 表16　第４号石器集中地点における石器出土位置� �� �
� � � �
番号� 遺物番号� 器種� 石材� 重量� グリッド� X（ｍ）（ｍ）（ｍ）剥片�黒曜石� 8.8 � D3a7� 4.943 � -9.840 剥片� 頁岩� 0.1 �
D3a7� 2.852 � -10.388 � 22.868 石核�黒曜石� 24.9 剥片� 頁岩� 1.7 � D3a7� 1.206 � -10.030 � 22.853 剥片�黒曜石� 0.2 � D3a7�
1.809 � -8.821 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 珪質頁岩� 13.0 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 1.3 � D3a7� -
0.742 剥片� 黒曜石� 10.5 剥片� 黒曜石� 0.7 � D3a7� -3.728 剥片� 黒曜石� 0.1未満ナイフ形石器� 黒曜石� 1.3 � D3a7� -5.414 剥片� 珪岩� 4.5 �
D3a7� -5.071 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -3.885 石核� 珪質頁岩� 23.6 石核� 頁岩� 0.1未満石核� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -
4.946 石核� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -4.842 石核� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -5.379 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -5.880 剥片� 黒
曜石� 1.4 � D3a7� -6.105 剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -6.136 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -5.936 剥片� 黒曜石� 0.3 �
D3a7� -6.146 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 2.0 � D3a7� -6.455 剥片� 黒曜石� 0.4 � D3a7� -6.724 剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.5 � D3a7� -6.814 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.8 � D3a7� -8.057 剥片� 頁岩� 0.1未満剥片� 頁
岩� 0.1 � D3a7� -8.724 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.6 � D3a7� -8.734 剥片� 黒曜石� 1.3 � D3a7� -9.067 剥片� 珪岩� 0.2 �
D3a7� -4.898 剥片� 黒曜石� 0.8 � D3a7� -5.361 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 珪岩� 0.1 � D3a7� -5.722 剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 頁岩� 0.3 � D3a7� -5.813 剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -6.410 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -7.130 剥片� 黒
曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.7 � D3a7� -7.434 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -6.287 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒
曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -6.760 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒
曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -7.395 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒
曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -7.906 剥片� 黒曜石� 0.6 � D3a7� -5.790 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -
6.389 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -7.117 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒
曜石� 2.0 � D3a7� -6.328 剥片� 黒曜石� 0.1未満ナイフ形石器� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -7.317 剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 頁岩� 0.3 �
D3a7� -5.450 表17　第５号石器集中地点における石器出土位置� � � � � � � �
番号� 遺物番号� 器種� 石材� 重量� グリッド� X（ｍ）（ｍ）（ｍ）剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� 26.738 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.4 � D3a7� 26.827 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒
曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� 26.473 剥片�黒曜石� 2.3 � D3a7� 26.516 剥片�黒曜石� 2.9 � D3a7� 26.468 剥片�黒曜石� 2.1 �
D3a7� 26.351 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 1.1 � D3a7� 26.153 剥片�黒曜石� 2.3 � D3a7� 25.819 剥片�黒曜石� 1.0 � D3a7�
26.341 剥片�黒曜石� 0.1 � D3a7� 24.463 剥片�黒曜石� 0.1未満ナイフ形石器� 黒曜石� 0.6 � D3a7� 26.525 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.8 �
D3a7� 26.451 剥片�黒曜石� 8.0 � D3a7� 26.046 剥片�黒曜石� 0.3 � D3a7� 25.758 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.9 � D3a7�
26.578 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� 27.687 剥片�黒曜石� 0.1 � D3a7� 27.115 剥片�黒
曜石� 3.1 � D3a7� 27.307 剥片�黒曜石� 1.1 � D3a7� 26.882 剥片�黒曜石� 0.6 � D3a7� 27.648 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.4 �
D3a7� 26.060 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� 26.669 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1
未満剥片� 黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 0.1未満台石� 安山岩� 3560.0 剥片�黒曜石� 0.5 � D3a7� 26.123 剥片�黒曜石� 0.1未満剥片� 黒曜石� 1.6 �
D3a7� 26.341 

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

２２.８９９

２２.８７７

２２.９５１

２２.９０７

２２.８６９

２２.８３５

２２.７７６

２２.８７４

２２.８１２

２２.８８０

２２.８２１

２２.９０４

２２.８７４

２２.８７６

２２.９２１

２２.７８８

２２.９４７

２２.８０６

２２.８８８

２２.７３５

２２.８５６

２２.７５３

２２.８８６

２２.８２３

２２.８４１

２２.８０６

２２.８３５

２２.７１３

２２.７８０

１４.７５８

１５.０５０

１４.８１３

１４.７２０

１４.８３９

１４.５４１

１４.７７４

１４.５９０

１３.７０６

１３.７９６

１４.０８７

１４.０３７

１３.５３９

１３.７５０

１４.４００

１４.０１６

１４.０２０

１４.４７８

１３.７７１

１３.５１１

１３.１５３

１２.５６０

１３.０７１

１３.１１２

１３.１４２

１３.４２８

１３.６５５

１３.８３９

１３.８０３

-６.８７６

-６.６７５

-６.６８６

-６.６１０

-６.４４９

-６.５３１

-６.２２０

-６.２００

-６.１３３

-６.１７８

-６.５０３

-６.７０４

-６.３４２

-６.８４８

-７.２５１

-７.３２１

-７.４０８

-７.６０２

-７.１４４

-７.０００

-６.７２５

-６.６２２

-７.０８９

-７.４２９

-７.５１４

-７.５０４

-７.７９４

-７.７８０

-７.９４７

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

９２

９３

９４

９５

９６

９７

１００

１０１

１０２

１０３

１０４

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

０.１未満

０.１未満

０.２

１,０

０.１未満

１.６

０.１未満

０.１

２.８

０.１未満

０.２

０.３

０.１未満

０.７

０.８

０.１未満

１.９

４.１

０.１未満

０.１未満

０.１

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

３.２

０.１未満

０.１未満

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｑ２

Ｑ６

Ｑ９

ナイフ
形石器

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

２２.８７２

２２.８８２

２２.８９６

２２.９３７

２２.９０３

２２.８６７

２２.９１３

２２.９１９

２２.７８６

２２.８１１

２２.９１６

２２.８８４

２２.８７２

２２.７４８

２２.８８６

２２.８４１

２２.８０７

２２.８６２

２２.８２３

２２.８６８

２２.８４９

２２.７９７

２２.７１８

２２.８３５

２２.７９４

２２.７８０

２２.７３７

２２.６８４

２２.６６５

１３.９８２

１２.７７４

１４.０５７

１４.１３９

１４.２１２

１４.３０２

１４.３８５

１４.４０４

１４.５４８

１４.５８２

１４.６９３

１４.６０６

１４.０６５

１３.９９０

１４.６３４

１５.５６１

１６.４０３

１４.２１０

１４.３３５

１４.３０６

１３.６９８

１５.５１７

１４.４４５

１４.１６１

１３.５６０

１３.５８４

１４.１５６

１３.８７１

１４.５８４

-７.９５３

-８.３８５

-８.２７９

-８.１８２

-８.１０４

-８.０７４

-８.１８３

-８.２５２

-７.９８９

-８.０８８

-８.３１９

-８.３７５

-８.８６０

-９.１８４

-８.７４６

-８.２４８

-５.０９１

-８.５６１

-８.５５３

-８.４５９

-７.１７１

-５.４０９

-７.５８２

-８.１０３

-７.７４３

-７.８２０

-８.４２０

-７.８６１

-５.８６２

１１３

１１４

１１５

１１６

１１７

１１８

１１９

１２０

１２１

１２２

１２３

１２４

１３２

１３４

１３５

１３８

１４１

１４３

１４４

１４５

１４７

１４９

１５２

１５３

１５５

１５６

１５８

１６１

１６２

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

０.１未満

０.４

０.１未満

０.２

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１

０.３

０.１未満

０.３

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.６

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１



－１３１－

谷 ツ 道 遺 跡

石　材番号 接合資料 備考

Ｑ１０

厚さ（a） 重量（n）器種 長さ（a） 幅（a） 特　　　　　　　徴

黒曜石剥片 ３５.４ ２４.４ ９.４ ５.６ 縦長剥片　背面に両方向からの剥離痕 ＰＬ２９

第２号石器集中地点出土遺物観察表（第１０１図）

第１０１図　第２号石器集中地点・出土遺物実測図
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－１３２－

谷 ツ 道 遺 跡

第３号石器集中地点（第１０２・１０３図）

位置　調査区南部のＤ３ｅ３・Ｄ３ｅ４区で，標高２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

遺物出土状況　出土した５点は，おおよそ南北約２.２c，東西約４cの範囲で出土している。垂直分布は標高２

２.８～２２.９cで，基本層序の第３層に相当する。遺物　削器１点（瑪瑙），掻器１点（珪岩），楔形石器１点（黒

曜石）の他，剥片２点（黒曜石）が出土している。

所見　剥片などの出土点数は少なく，詳細は不明であるが，削器・掻器・楔形石器などの加工具なども出土し

ていることから，石器の製作または動物解体などの作業が行われていた地点などが想定できる。

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

-１.４２１

-１.５４８

-２.８３３

-３.３７７

３.９５３

５.６８４

５.０３１

３.７１０

２２.７９６

２２.８６９

２２.８６７

２２.８７１

２

３

５

６

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

０.１

０.７

５.６

０.６

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｑ１０

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

-３.８４４

-４.５２１

-４.５１５

-５.０７１

３.８６０

４.６４５

５.０５５

４.２９４

２２.８５０

２２.８３０

２２.８５７

２２.８４４

７

８

９

１０

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

表１４　第２号石器集中地点における石器出土位置

第１０２図　第３号石器集中地点実測図
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K22 2

2
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3 3
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－１３３－

谷 ツ 道 遺 跡

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（ｍ） Y（ｍ） Z（ｍ）

２.３４６

３.９４０

２.０８６

１１.０６１

１１.７７３

１１.７８６

２２.８７１

２２.８５８

２２.７７９

２

５

７

剥片

削器

掻器

黒曜石

瑪瑙

珪岩

２.４

２８.５

８.６

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１

Ｑ１１

Ｑ１２

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（ｍ） Y（ｍ） Z（ｍ）

１.７２７

２.２９６

１２.３７３

１４.６９５

２２.８７３

２２.９２７

８

１０

剥片

楔形
石器

黒曜石

黒曜石

０.１

３.０

Ｄ３ｆ１

Ｄ３ｆ１Ｑ１３

石　材番号 接合資料 備考

Ｑ１１

Ｑ１２

Ｑ１３

厚さ（a） 重量（n）器種 長さ（a） 幅（a） 特　　　　　　　徴

瑪瑙

珪岩

黒曜石

削器

掻器

楔形石器

６７.２

３７.８

２１.８

３４.０

２２.８

１９.７

１５.３

１２.０

７.６

２８.５

８.６

３.０

縦長剥片を素材とし，二側縁に腹面から急角度の調整を
施す ＰＬ２９

ＰＬ２９

ＰＬ２９

縦長剥片を素材とし，下端に急角度の調整を施し，弧状
の刃部を形成
小形の剥片を素材とし，両面に上下両方向からの剥離痕
を有する

第３号石器集中地点出土遺物観察表（第１０３図）

表１５　第３号石器集中地点における石器出土位置

第１０３図　第３号石器集中地点出土遺物実測図

Q13

Q12

Q11



－１３４－

谷 ツ 道 遺 跡

第４号石器集中地点（第１０４・１０５図）

位置　調査区中央部のＣ３ｉ４・Ｃ３ｊ４・Ｄ３ａ４・Ｄ３ａ５・Ｄ３ｂ４・Ｄ３ｂ５・Ｄ３ｃ５・Ｄ３ｂ６・Ｄ３ｃ６区，標高

２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

遺物出土状況　出土した１１２点は，おおよそ南北約１６c，東西約９.５cの範囲で出土している。特にＤ３ｂ５・Ｄ

３ｂ６区に集中する傾向がみられる。垂直分布は標高２２.７～２２.９cで，基本層序の第３～４層に相当する。

遺物　ナイフ形石器１点（黒曜石），石核２点（黒曜石，珪質頁岩）の他，剥片１０９点（黒曜石９８，珪岩３，珪質

頁岩８），径３aほどの炭化物２点が出土している。

所見　当地点では黒曜石に加えて，珪岩，珪質頁岩製の石器などが出土していることや，ナイフ形石器，石核，

剥片，砕片が出土していることから，石器の製作が行われていた地点と想定できる。石材として黒曜石，珪質

頁岩，珪岩の３種類が使われているが，層位や分布状況に差異が認められないことから，同時期に異なる石材

を用いて石器を製作していたと考えられる。また，石器などと同一層位から出土した炭化物の年代測定の結果，

暦年較正用年代２２,７５０±１００（約２２,０００年前）という年代値が与えられている。時期は，出土層位などから後

期旧石器時代下総編年2ａ期と考えられる。

第５号石器集中地点（第１０６・１０７図）

位置　調査区北部のＣ３ｄ４・Ｃ３ｄ５・Ｃ３ｅ４区で，標高２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

遺物出土状況　出土した４９点は，おおよそ南北約２ｍ，東西約３.５cの範囲で出土している。垂直分布は標高２

２.８～２２.９cで，基本層序の第３層に相当する。

遺物　台石１点（安山岩）の他，剥片４８点（黒曜石）が出土している。接合資料はいずれも黒曜石でＱ１８・Ｑ

１９，Ｑ２０・Ｑ２１である。剥片はほとんどが５ｇ以下の黒曜石で，うち１ｇ以下の砕片が３９点である。

所見　黒曜石の砕片の出土率が高く，黒曜石を用いた加工作業が行われた地点と考えられる。黒曜石を主体と

している点で，他の地点との相違が認められる。時期は，出土層位などから後期旧石器時代下総編年Ⅱa期と

考えられる。

炭化物集中地点（第１０８図）

位置　調査区中央部のＣ３ｉ４・Ｃ３ｊ５・Ｃ３ｉ５・Ｃ３ｊ５区，第４号石器集中地点の北部，標高２２.９～２３.０cの

台地平坦部に位置している。

確認状況　旧石器時代の調査区内を掘り下げ，炭化物が集中している範囲１か所を確認した。範囲は長径３.６～

４.２cほどの不定形で，焼土は確認されていない。

炭化物出土状況　炭化物のほとんどが径５a以下である。垂直分布は２２.６～２２.９cで，基本層序の第３～４層

に相当する。

所見　土層中に焼土ブロックや焼土粒子が確認できず，炉を想定することは困難である。隣接する第４号石器

集中地点と同一層位から出土していることから，両者の関連が想定できる。炭化物の年代測定の結果，暦年較

正用年代２２,７３０±１００（約２２,０００年前）という年代値が与えられている。



－５９－ －１３５・１３６－

谷　ツ　道　遺　跡

第１０４図　第４号石器集中地点実測図
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－１３７－

谷 ツ 道 遺 跡

第１０５図　第４号石器集中地点出土遺物実測図
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－１３８－

谷 ツ 道 遺 跡

石　材番号 接合資料 備考

Ｑ１４

Ｑ１５

Ｑ１６

Ｑ１７

厚さ（a） 重量（n）器種 長さ（a） 幅（a） 特　　　　　　　徴

黒曜石

黒曜石

珪質頁岩

珪質頁岩

ナイフ形石器

石核

剥片

石核

３６.６

４４.８

５２.１

５１.６

１１.５

４５.９

１７.９

３５.３

３.４

１４.５

１７.２

１６.６

１.３

２４.９

１３.０

２３.６

縦長剥片を素材とし，二側縁に腹面からブランティング
を施す　刃部に微細剥離痕を有する ＰＬ２９

ＰＬ２９

ＰＬ３０

ＰＬ２９

複剥離面打面から不定形の剥片を剥離

縦長剥片　背面に同一方向からの剥離痕　残核ヵ

厚みのある剥片を素材とし，縦長剥片を剥離している

第４号石器集中地点出土遺物観察表（第１０５図）

２２.９０７

２２.８６８

２２.８８１

２２.８５３

２２.８４４

２２.８２０

２２.８５６

２２.８９３

２２.８８３

２２.８４３

２２.８１０

２２.８３６

２２.８５８

２２.７９７

２２.８５５

２２.８４４

２２.７４７

２２.７９７

２２.８４３

２２.８１６

２２.８５２

２２.８４６

２２.８１７

２２.６７８

２２.８５２

２２.７９５

２２.７９３

２２.８０６

２２.６８６

２２.８０４

２２.８３５

２２.７９２

２２.８６６

２２.８０６

２２.８１３

２２.８３５

２２.８３６

-９.８４０

-１０.３８８

-１０.２８５

-１０.０３０

-８.８２１

-８.６３８

-８.６９７

-８.５６２

-８.８８１

-８.８８４

-８.２９９

-９.０７４

-１２.７９２

-１１.４６８

-９.０９３

-９.１２８

-７.６２９

-８.１０７

-７.７７２

-８.０２１

-５.７８１

-５.１１８

-４.８２２

-４.４１０

-５.２４７

-５.２８２

-５.２６４

-５.０４７

-４.６９８

-４.５５８

-４.７２８

-４.８９９

-４.８４２

-５.０３１

-５.１８５

-５.４６２

-５.５１６

４.９４３

２.８５２

２.３７２

１.２０６

１.８０９

１.９１４

１.０８７

１.１１９

-０.６７１

-０.９９８

-０.７４２

-１.５９９

-３.７２８

-５.１２７

-５.４１４

-５.０７１

-４.６８９

-３.８８５

-３.９５３

-３.０１６

-４.９４６

-４.８４２

-５.３７９

-５.２１２

-５.８８０

-６.１０５

-６.１３６

-６.２１１

-５.９３６

-６.１４６

-６.２０６

-６.３５２

-６.４５５

-６.７２４

-６.８９８

-７.０４８

-６.８１４

１

２

３

４

５

６

７

８

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２３

２４

２５

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

Ｑ１５

Ｑ１６

Ｑ１４

Ｑ１７

剥片

剥片

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

頁岩

黒曜石

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪質頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪岩

石英

黒曜石

珪質頁岩

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６９

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８１

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（n）グリッド X（c） Y（c） Z（c）

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

頁岩

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪岩

黒曜石

頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

ナイフ
形石器

表１６　第４号石器集中地点における石器出土位置�� � � � � � �
番号� 遺物番号� 器種� 石材� 重量� グリッド� X（ｍ）Y（ｍ）Z（ｍ）1剥片� 黒曜石� 8.8 � D3a7� 4.943 �
-9.840 22.907 2剥片� 頁岩� 0.1 � D3a7� 2.852 � -10.388 � 22.868 3Q15石核� 黒曜石� 24.9 D3a7� 2.372 � -10.285 �
22.881 4剥片� 頁岩� 1.7 � D3a7� 1.206 � -10.030 � 22.853 5剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� 1.809 � -8.821 22.844 6剥片�
黒曜石� 0.1未満D3a7� 1.914 � -8.638 22.820 7剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 1.087 � -8.697 22.856 8剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 1.119 �
-8.562 22.893 10� Q16剥片� 珪質頁岩� 13.0 D3a7� -0.671 -8.881 22.883 11� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -0.998 -8.884 22.843 12� �
剥片� 黒曜石� 1.3 � D3a7� -0.742 -8.299 22.810 13� � 剥片� 黒曜石� 10.5 D3a7� -1.599 -9.074 22.836 14� �
剥片� 黒曜石� 0.7 � D3a7� -3.728 -12.792 � 22.858 15� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -5.127 -11.468 �
22.797 16� Q14ナイフ形石器� 黒曜石� 1.3 � D3a7� -5.414 -9.093 22.855 17� � 剥片� 珪岩� 4.5 � D3a7�
-5.071 -9.128 22.844 18� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -4.689 -7.629 22.747 19� � 剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7�
-3.885 -8.107 22.797 20� Q17石核� 珪質頁岩� 23.6 D3a7� -3.953 -7.772 22.843 21� � 石核� 頁岩� 0.1未満D3a7� -3.016 -8.021 22.816 23� �
石核� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -4.946 -5.781 22.852 24� � 石核� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -4.842 -5.118 22.846 25� �
石核� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -5.379 -4.822 22.817 27� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -5.212 -4.410 22.678 28� �
剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -5.880 -5.247 22.852 29� � 剥片� 黒曜石� 1.4 � D3a7� -6.105 -5.282 22.795 30� �
剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -6.136 -5.264 22.793 31� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.211 -5.047 22.806 32� �
剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -5.936 -4.698 22.686 33� � 剥片� 黒曜石� 0.3 � D3a7� -6.146 -4.558 22.804 34� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.206 -4.728 22.835 35� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.352 -4.899 22.792 36� � 剥片�
黒曜石� 2.0 � D3a7� -6.455 -4.842 22.866 37� � 剥片� 黒曜石� 0.4 � D3a7� -6.724 -5.031 22.806 38� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.898 -5.185 22.813 39� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.048 -5.462 22.835 40� � 剥片�
黒曜石� 0.5 � D3a7� -6.814 -5.516 22.836 41� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.750 -5.643 22.860 42� � 剥片�
黒曜石� 0.8 � D3a7� -8.057 -5.805 22.854 43� � 剥片� 頁岩� 0.1未満D3a7� -8.556 -4.997 22.840 44� � 剥片�
頁岩� 0.1 � D3a7� -8.724 -4.796 22.830 45� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -8.861 -5.013 22.803 46� � 剥片�
黒曜石� 0.6 � D3a7� -8.734 -4.115 22.720 47� � 剥片� 黒曜石� 1.3 � D3a7� -9.067 -4.347 22.802 49� �
剥片� 珪岩� 0.2 � D3a7� -4.898 -2.736 22.890 50� � 剥片� 黒曜石� 0.8 � D3a7� -5.361 -4.048 22.798 51� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -5.911 -4.090 22.635 52� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -5.556 -3.894 22.786 53� � 剥片�
珪岩� 0.1 � D3a7� -5.722 -3.772 22.883 54� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -5.947 -3.571 22.857 55� � 剥片�
頁岩� 0.3 � D3a7� -5.813 -3.446 22.839 56� � 剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -6.410 -4.127 22.831 57� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.772 -4.096 22.835 58� � 剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -7.130 -4.072 22.868 59� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.142 -4.265 22.849 60� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.246 -4.260 22.819 61� � 剥片�
黒曜石� 0.7 � D3a7� -7.434 -3.777 22.865 62� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.653 -3.850 22.767 63� � 剥片�
黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.813 -4.116 22.748 64� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -8.057 -4.377 22.744 65� � 剥片� 黒曜石�
0.1未満D3a7� -8.065 -3.792 22.896 66� � 剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -6.287 -3.734 22.863 67� � 剥片� 黒曜石�
0.1未満D3a7� -6.206 -3.588 22.863 69� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.135 -3.336 22.887 71� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7�
-6.340 -3.240 22.844 72� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.246 -3.200 22.813 73� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.313 -3.139 
22.840 74� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.135 -2.983 22.869 75� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.429 -3.243 22.865 76� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.545 -3.231 22.864 77� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.559 -3.303 22.864 78� � 剥片�
黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.363 -3.526 22.869 79� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.424 -3.679 22.853 81� � 剥片� 黒曜石�
0.1未満D3a7� -6.584 -3.481 22.863 82� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.607 -3.715 22.850 84� � 剥片� 黒曜石� 0.2 �
D3a7� -6.760 -3.666 22.843 87� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.690 -3.367 22.863 88� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7�
-6.758 -3.361 22.863 89� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.872 -3.585 22.823 90� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.852 -3.461 
22.844 93� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.144 -3.650 22.862 94� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.154 -3.539 22.867 96� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.288 -3.550 22.863 100剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.140 -3.193 22.837 102剥片� 黒曜石� 0.1 �
D3a7� -7.395 -3.329 22.789 103剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.589 -3.384 22.861 104剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.434 -2.692 22.792 105剥
片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.635 -3.086 22.839 108剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.805 -2.587 22.877 111剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7�
-6.957 -3.043 22.820 112剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.217 -2.910 22.884 113剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.342 -2.811 22.859 114剥片�
黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.326 -2.744 22.828 115剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.215 -2.667 22.872 119剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.236 -2.498 
22.836 120剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -7.942 -2.597 22.864 122剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -7.906 -3.161 22.871 123剥片�
黒曜石� 0.6 � D3a7� -5.790 -3.463 22.770 124剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.172 -3.613 22.816 125剥片� 黒曜石� 0.2 �
D3a7� -6.389 -3.609 22.833 126剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.305 -3.619 22.804 127剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� -7.117 -3.393 
22.806 128剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.403 -3.401 22.842 129剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.189 -3.043 22.727 131剥片� 黒曜石�
0.1未満D3a7� -6.657 -3.051 22.797 132剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.392 -3.503 22.819 136剥片� 黒曜石� 2.0 � D3a7� -6.328 -3.687 
22.763 138剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.688 -3.322 22.819 139ナイフ形石器� 黒曜石� 0.2 � D3a7� -7.317 -3.605 22.762 140剥片�
黒曜石� 0.1未満D3a7� -6.517 -3.596 22.767 142剥片� 頁岩� 0.3 � D3a7� -5.450 -7.347 22.763 ２２.９０７
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表16　第４号石器集中地点における石器出土位置	 	 	 	 	 	 	 	
番号	 遺物番号	 器種	 石材	 重量	 グリッド	 X（ｍ）Y（ｍ）Z（ｍ）1剥片	 黒曜石	 8.8 	 D3a7	 4.943 	
-9.840 22.907 2剥片	 頁岩	 0.1 	 D3a7	 2.852 	 -10.388 	 22.868 3Q15石核	 黒曜石	 24.9 D3a7	 2.372 	 -10.285 	
22.881 4剥片	 頁岩	 1.7 	 D3a7	 1.206 	 -10.030 	 22.853 5剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 1.809 	 -8.821 22.844 6剥片	
黒曜石	 0.1未満D3a7	 1.914 	 -8.638 22.820 7剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 1.087 	 -8.697 22.856 8剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 1.119 	
-8.562 22.893 10	 Q16剥片	 珪質頁岩	 13.0 D3a7	 -0.671 -8.881 22.883 11	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -0.998 -8.884 22.843 12	 	
剥片	 黒曜石	 1.3 	 D3a7	 -0.742 -8.299 22.810 13	 	 剥片	 黒曜石	 10.5 D3a7	 -1.599 -9.074 22.836 14	 	
剥片	 黒曜石	 0.7 	 D3a7	 -3.728 -12.792 	22.858 15	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.127 -11.468 	22.797 16	 Q14ナイフ形
石器	 黒曜石	 1.3 	 D3a7	 -5.414 -9.093 22.855 17	 	 剥片	 珪岩	 4.5 	 D3a7	 -5.071 -9.128 22.844 18	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -4.689 -7.629 22.747 19	 	 剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -3.885 -8.107 22.797 20	 Q17石核	
珪質頁岩	 23.6 D3a7	 -3.953 -7.772 22.843 21	 	 石核	 頁岩	 0.1未満D3a7	 -3.016 -8.021 22.816 23	 	 石核	 黒曜石	
0.1 	 D3a7	 -4.946 -5.781 22.852 24	 	 石核	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -4.842 -5.118 22.846 25	 	 石核	
黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -5.379 -4.822 22.817 27	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.212 -4.410 22.678 28	 	 剥片	
黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -5.880 -5.247 22.852 29	 	 剥片	 黒曜石	 1.4 	 D3a7	 -6.105 -5.282 22.795 30	 	
剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -6.136 -5.264 22.793 31	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.211 -5.047 22.806 32	 	
剥片	 黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -5.936 -4.698 22.686 33	 	 剥片	 黒曜石	 0.3 	 D3a7	 -6.146 -4.558 22.804 34	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.206 -4.728 22.835 35	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.352 -4.899 22.792 36	 	 剥片	
黒曜石	 2.0 	 D3a7	 -6.455 -4.842 22.866 37	 	 剥片	 黒曜石	 0.4 	 D3a7	 -6.724 -5.031 22.806 38	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.898 -5.185 22.813 39	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.048 -5.462 22.835 40	 	 剥片	
黒曜石	 0.5 	 D3a7	 -6.814 -5.516 22.836 41	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.750 -5.643 22.860 42	 	 剥片	
黒曜石	 0.8 	 D3a7	 -8.057 -5.805 22.854 43	 	 剥片	 頁岩	 0.1未満D3a7	 -8.556 -4.997 22.840 44	 	 剥片	
頁岩	 0.1 	 D3a7	 -8.724 -4.796 22.830 45	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -8.861 -5.013 22.803 46	 	 剥片	
黒曜石	 0.6 	 D3a7	 -8.734 -4.115 22.720 47	 	 剥片	 黒曜石	 1.3 	 D3a7	 -9.067 -4.347 22.802 49	 	
剥片	 珪岩	 0.2 	 D3a7	 -4.898 -2.736 22.890 50	 	 剥片	 黒曜石	 0.8 	 D3a7	 -5.361 -4.048 22.798 51	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.911 -4.090 22.635 52	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.556 -3.894 22.786 53	 	 剥片	
珪岩	 0.1 	 D3a7	 -5.722 -3.772 22.883 54	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.947 -3.571 22.857 55	 	 剥片	
頁岩	 0.3 	 D3a7	 -5.813 -3.446 22.839 56	 	 剥片	 黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -6.410 -4.127 22.831 57	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.772 -4.096 22.835 58	 	 剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -7.130 -4.072 22.868 59	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.142 -4.265 22.849 60	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.246 -4.260 22.819 61	 	 剥片	
黒曜石	 0.7 	 D3a7	 -7.434 -3.777 22.865 62	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.653 -3.850 22.767 63	 	 剥片	
黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.813 -4.116 22.748 64	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -8.057 -4.377 22.744 65	 	 剥片	 黒曜石	
0.1未満D3a7	 -8.065 -3.792 22.896 66	 	 剥片	 黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -6.287 -3.734 22.863 67	 	 剥片	 黒曜石	
0.1未満D3a7	 -6.206 -3.588 22.863 69	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.135 -3.336 22.887 71	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	
-6.340 -3.240 22.844 72	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.246 -3.200 22.813 73	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.313 -3.139 
22.840 74	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.135 -2.983 22.869 75	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.429 -3.243 22.865 76	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.545 -3.231 22.864 77	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.559 -3.303 22.864 78	 	 剥片	
黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.363 -3.526 22.869 79	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.424 -3.679 22.853 81	 	 剥片	 黒曜石	
0.1未満D3a7	 -6.584 -3.481 22.863 82	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.607 -3.715 22.850 84	 	 剥片	 黒曜石	 0.2 	
D3a7	 -6.760 -3.666 22.843 87	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.690 -3.367 22.863 88	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	
-6.758 -3.361 22.863 89	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.872 -3.585 22.823 90	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.852 -3.461 
22.844 93	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.144 -3.650 22.862 94	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.154 -3.539 22.867 96	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.288 -3.550 22.863 100剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.140 -3.193 22.837 102剥片	黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -7.395 -3.329 
22.789 103剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.589 -3.384 22.861 104剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.434 -2.692 22.792 105剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.635 -3.086 
22.839 108剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.805 -2.587 22.877 111剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.957 -3.043 22.820 112剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.217 -2.910 
22.884 113剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.342 -2.811 22.859 114剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.326 -2.744 22.828 115剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.215 -2.667 
22.872 119剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.236 -2.498 22.836 120剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.942 -2.597 22.864 122剥片	黒曜石	 0.2 	 D3a7	
-7.906 -3.161 22.871 123剥片	黒曜石	 0.6 	 D3a7	 -5.790 -3.463 22.770 124剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.172 -3.613 22.816 125剥片	黒曜石	 0.2 	
D3a7	 -6.389 -3.609 22.833 126剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.305 -3.619 22.804 127剥片	黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -7.117 -3.393 22.806 128剥片	黒曜石	
0.1未満D3a7	 -6.403 -3.401 22.842 129剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.189 -3.043 22.727 131剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.657 -3.051 22.797 132剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	
-6.392 -3.503 22.819 136剥片	黒曜石	 2.0 	 D3a7	 -6.328 -3.687 22.763 138剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.688 -3.322 22.819 139ナイフ形石器	 黒曜石	
0.2 	 D3a7	 -7.317 -3.605 22.762 140剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.517 -3.596 22.767 142剥片	頁岩	 0.3 	 D3a7	 -5.450 -7.347 22.763 
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剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

１１５

１１９

１２０

１２２

１２３

１２４

１２５

１２６

１２７

１２８

１２９

１３１

１３２

１３６

１３８

１３９

１４０

１４２

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（g） グリッド X（ｍ） Y（ｍ） Z（ｍ）

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

ナイフ
形石器

２２.８５０

２２.８４３

２２.８６３

２２.８６３

２２.８２３

２２.８４４

２２.８６２

２２.８６７

２２.８６３

２２.８３７

２２.７８９

２２.８６１

２２.７９２

２２.８３９

２２.８７７

２２.８２０

２２.８８４

２２.８５９

２２.８２８

-３.７１５

-３.６６６

-３.３６７

-３.３６１

-３.５８５

-３.４６１

-３.６５０

-３.５３９

-３.５５０

-３.１９３

-３.３２９

-３.３８４
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-２.５８７

-３.０４３
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-２.８１１

-２.７４４
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-６.８５２

-７.１４４
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-７.３９５

-７.５８９

-６.４３４

-６.６３５

-６.８０５

-６.９５７

-７.２１７

-７.３４２

-７.３２６

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

０.１未満

０.２

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

２２.８７２

２２.８３６

２２.８６４

２２.８７１

２２.７７０

２２.８１６

２２.８３３

２２.８０４

２２.８０６

２２.８４２

２２.７２７

２２.７９７

２２.８１９

２２.７６３

２２.８１９

２２.７６２

２２.７６７

２２.７６３

-２.６６７

-２.４９８

-２.５９７

-３.１６１

-３.４６３

-３.６１３

-３.６０９

-３.６１９

-３.３９３

-３.４０１

-３.０４３

-３.０５１

-３.５０３

-３.６８７

-３.３２２

-３.６０５

-３.５９６

-７.３４７

-７.２１５

-７.２３６

-７.９４２

-７.９０６

-５.７９０

-６.１７２

-６.３８９

-６.３０５

-７.１１７

-６.４０３

-６.１８９

-６.６５７

-６.３９２

-６.３２８

-６.６８８

-７.３１７

-６.５１７

-５.４５０

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.２

０.６

０.１未満

０.２

０.１未満

０.１

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

２.０ 

０.１未満

０.２ 

０.１未満

０.３ 
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表16　第４号石器集中地点における石器出土位置	 	 	 	 	 	 	 	
番号	 遺物番号	 器種	 石材	 重量	 グリッド	 X（ｍ）Y（ｍ）Z（ｍ）1剥片	 黒曜石	 8.8 	 D3a7	 4.943 	
-9.840 22.907 2剥片	 頁岩	 0.1 	 D3a7	 2.852 	 -10.388 	 22.868 3Q15石核	 黒曜石	 24.9 D3a7	 2.372 	 -10.285 	
22.881 4剥片	 頁岩	 1.7 	 D3a7	 1.206 	 -10.030 	 22.853 5剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 1.809 	 -8.821 22.844 6剥片	
黒曜石	 0.1未満D3a7	 1.914 	 -8.638 22.820 7剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 1.087 	 -8.697 22.856 8剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 1.119 	
-8.562 22.893 10	 Q16剥片	 珪質頁岩	 13.0 D3a7	 -0.671 -8.881 22.883 11	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -0.998 -8.884 22.843 12	 	
剥片	 黒曜石	 1.3 	 D3a7	 -0.742 -8.299 22.810 13	 	 剥片	 黒曜石	 10.5 D3a7	 -1.599 -9.074 22.836 14	 	
剥片	 黒曜石	 0.7 	 D3a7	 -3.728 -12.792 	22.858 15	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.127 -11.468 	22.797 16	 Q14ナイフ形
石器	 黒曜石	 1.3 	 D3a7	 -5.414 -9.093 22.855 17	 	 剥片	 珪岩	 4.5 	 D3a7	 -5.071 -9.128 22.844 18	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -4.689 -7.629 22.747 19	 	 剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -3.885 -8.107 22.797 20	 Q17石核	
珪質頁岩	 23.6 D3a7	 -3.953 -7.772 22.843 21	 	 石核	 頁岩	 0.1未満D3a7	 -3.016 -8.021 22.816 23	 	 石核	 黒曜石	
0.1 	 D3a7	 -4.946 -5.781 22.852 24	 	 石核	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -4.842 -5.118 22.846 25	 	 石核	
黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -5.379 -4.822 22.817 27	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.212 -4.410 22.678 28	 	 剥片	
黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -5.880 -5.247 22.852 29	 	 剥片	 黒曜石	 1.4 	 D3a7	 -6.105 -5.282 22.795 30	 	
剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -6.136 -5.264 22.793 31	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.211 -5.047 22.806 32	 	
剥片	 黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -5.936 -4.698 22.686 33	 	 剥片	 黒曜石	 0.3 	 D3a7	 -6.146 -4.558 22.804 34	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.206 -4.728 22.835 35	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.352 -4.899 22.792 36	 	 剥片	
黒曜石	 2.0 	 D3a7	 -6.455 -4.842 22.866 37	 	 剥片	 黒曜石	 0.4 	 D3a7	 -6.724 -5.031 22.806 38	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.898 -5.185 22.813 39	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.048 -5.462 22.835 40	 	 剥片	
黒曜石	 0.5 	 D3a7	 -6.814 -5.516 22.836 41	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.750 -5.643 22.860 42	 	 剥片	
黒曜石	 0.8 	 D3a7	 -8.057 -5.805 22.854 43	 	 剥片	 頁岩	 0.1未満D3a7	 -8.556 -4.997 22.840 44	 	 剥片	
頁岩	 0.1 	 D3a7	 -8.724 -4.796 22.830 45	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -8.861 -5.013 22.803 46	 	 剥片	
黒曜石	 0.6 	 D3a7	 -8.734 -4.115 22.720 47	 	 剥片	 黒曜石	 1.3 	 D3a7	 -9.067 -4.347 22.802 49	 	
剥片	 珪岩	 0.2 	 D3a7	 -4.898 -2.736 22.890 50	 	 剥片	 黒曜石	 0.8 	 D3a7	 -5.361 -4.048 22.798 51	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.911 -4.090 22.635 52	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.556 -3.894 22.786 53	 	 剥片	
珪岩	 0.1 	 D3a7	 -5.722 -3.772 22.883 54	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -5.947 -3.571 22.857 55	 	 剥片	
頁岩	 0.3 	 D3a7	 -5.813 -3.446 22.839 56	 	 剥片	 黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -6.410 -4.127 22.831 57	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.772 -4.096 22.835 58	 	 剥片	 黒曜石	 0.2 	 D3a7	 -7.130 -4.072 22.868 59	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.142 -4.265 22.849 60	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.246 -4.260 22.819 61	 	 剥片	
黒曜石	 0.7 	 D3a7	 -7.434 -3.777 22.865 62	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.653 -3.850 22.767 63	 	 剥片	
黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.813 -4.116 22.748 64	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -8.057 -4.377 22.744 65	 	 剥片	 黒曜石	
0.1未満D3a7	 -8.065 -3.792 22.896 66	 	 剥片	 黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -6.287 -3.734 22.863 67	 	 剥片	 黒曜石	
0.1未満D3a7	 -6.206 -3.588 22.863 69	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.135 -3.336 22.887 71	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	
-6.340 -3.240 22.844 72	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.246 -3.200 22.813 73	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.313 -3.139 
22.840 74	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.135 -2.983 22.869 75	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.429 -3.243 22.865 76	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.545 -3.231 22.864 77	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.559 -3.303 22.864 78	 	 剥片	
黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.363 -3.526 22.869 79	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.424 -3.679 22.853 81	 	 剥片	 黒曜石	
0.1未満D3a7	 -6.584 -3.481 22.863 82	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.607 -3.715 22.850 84	 	 剥片	 黒曜石	 0.2 	
D3a7	 -6.760 -3.666 22.843 87	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.690 -3.367 22.863 88	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	
-6.758 -3.361 22.863 89	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.872 -3.585 22.823 90	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.852 -3.461 
22.844 93	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.144 -3.650 22.862 94	 	 剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.154 -3.539 22.867 96	 	
剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.288 -3.550 22.863 100剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.140 -3.193 22.837 102剥片	黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -7.395 -3.329 
22.789 103剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.589 -3.384 22.861 104剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.434 -2.692 22.792 105剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.635 -3.086 
22.839 108剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.805 -2.587 22.877 111剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.957 -3.043 22.820 112剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.217 -2.910 
22.884 113剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.342 -2.811 22.859 114剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.326 -2.744 22.828 115剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.215 -2.667 
22.872 119剥片	 黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.236 -2.498 22.836 120剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -7.942 -2.597 22.864 122剥片	黒曜石	 0.2 	 D3a7	
-7.906 -3.161 22.871 123剥片	黒曜石	 0.6 	 D3a7	 -5.790 -3.463 22.770 124剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.172 -3.613 22.816 125剥片	黒曜石	 0.2 	
D3a7	 -6.389 -3.609 22.833 126剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.305 -3.619 22.804 127剥片	黒曜石	 0.1 	 D3a7	 -7.117 -3.393 22.806 128剥片	黒曜石	
0.1未満D3a7	 -6.403 -3.401 22.842 129剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.189 -3.043 22.727 131剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.657 -3.051 22.797 132剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	
-6.392 -3.503 22.819 136剥片	黒曜石	 2.0 	 D3a7	 -6.328 -3.687 22.763 138剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.688 -3.322 22.819 139ナイフ形石器	 黒曜石	
0.2 	 D3a7	 -7.317 -3.605 22.762 140剥片	黒曜石	 0.1未満D3a7	 -6.517 -3.596 22.767 142剥片	頁岩	 0.3 	 D3a7	 -5.450 -7.347 22.763 

22.907
22.868
22.881
22.853
22.844
22.820
22.856
22.893
22.883
22.843
22.810
22.836
22.858
22.797
22.855
22.844
22.747
22.797
22.843
22.816
22.852
22.846
22.817
22.678
22.852
22.795
22.793
22.806
22.686
22.804
22.835
22.792
22.866
22.806
22.813
22.835
22.836
22.860
22.854
22.840
22.830
22.803
22.720
22.802
22.890
22.798
22.635
22.786
22.883
22.857
22.839
22.831
22.835
22.868
22.849
22.819
22.865
22.767
22.748
22.744
22.896
22.863
22.863
22.887
22.844
22.813
22.840
22.869
22.865
22.864
22.864
22.869
22.853
22.863
22.850
22.843
22.863
22.863
22.823
22.844
22.862
22.867
22.863
22.837
22.789
22.861
22.792
22.839
22.877
22.820
22.884
22.859
22.828
22.872
22.836
22.864
22.871
22.770
22.816
22.833
22.804
22.806
22.842
22.727
22.797
22.819
22.763
22.819
22.762
22.767
22.763

-9.840
-10.388
-10.285
-10.030
-8.821
-8.638
-8.697
-8.562
-8.881
-8.884
-8.299
-9.074
-12.792
-11.468
-9.093
-9.128
-7.629
-8.107
-7.772
-8.021
-5.781
-5.118
-4.822
-4.410
-5.247
-5.282
-5.264
-5.047
-4.698
-4.558
-4.728
-4.899
-4.842
-5.031
-5.185
-5.462
-5.516
-5.643
-5.805
-4.997
-4.796
-5.013
-4.115
-4.347
-2.736
-4.048
-4.090
-3.894
-3.772
-3.571
-3.446
-4.127
-4.096
-4.072
-4.265
-4.260
-3.777
-3.850
-4.116
-4.377
-3.792
-3.734
-3.588
-3.336
-3.240
-3.200
-3.139
-2.983
-3.243
-3.231
-3.303
-3.526
-3.679
-3.481
-3.715
-3.666
-3.367
-3.361
-3.585
-3.461
-3.650
-3.539
-3.550
-3.193
-3.329
-3.384
-2.692
-3.086
-2.587
-3.043
-2.910
-2.811
-2.744
-2.667
-2.498
-2.597
-3.161
-3.463
-3.613
-3.609
-3.619
-3.393
-3.401
-3.043
-3.051
-3.503
-3.687
-3.322
-3.605
-3.596
-7.347

4.943
2.852
2.372
1.206
1.809
1.914
1.087
1.119
-0.671
-0.998
-0.742
-1.599
-3.728
-5.127
-5.414
-5.071
-4.689
-3.885
-3.953
-3.016
-4.946
-4.842
-5.379
-5.212
-5.880
-6.105
-6.136
-6.211
-5.936
-6.146
-6.206
-6.352
-6.455
-6.724
-6.898
-7.048
-6.814
-6.750
-8.057
-8.556
-8.724
-8.861
-8.734
-9.067
-4.898
-5.361
-5.911
-5.556
-5.722
-5.947
-5.813
-6.410
-6.772
-7.130
-7.142
-7.246
-7.434
-7.653
-7.813
-8.057
-8.065
-6.287
-6.206
-6.135
-6.340
-6.246
-6.313
-6.135
-6.429
-6.545
-6.559
-6.363
-6.424
-6.584
-6.607
-6.760
-6.690
-6.758
-6.872
-6.852
-7.144
-7.154
-7.288
-7.140
-7.395
-7.589
-6.434
-6.635
-6.805
-6.957
-7.217
-7.342
-7.326
-7.215
-7.236
-7.942
-7.906
-5.790
-6.172
-6.389
-6.305
-7.117
-6.403
-6.189
-6.657
-6.392
-6.328
-6.688
-7.317
-6.517
-5.450

8.8 
0.1
24.9
1.7 
0.2
0.1未満
0.1未満
0.1未満
13.0
0.1未満
1.3
10.5
0.7
0.1未満
1.3 
4.5
0.1未満
0.2
23.6
0.1未満0.1
0.2 
0.2
0.1未満
0.2
1.4
0.2
0.1未満0.1
0.3
0.1未満
0.1未満
2.0 
0.4
0.1未満
0.1未満
0.5
0.1未満
0.8
0.1未満
0.1
0.1未満
0.6
1.3
0.2
0.8
0.1未満
0.1未満
0.1
0.1未満
0.3
0.1
0.1未満
0.2
0.1未満
0.1未満
0.7
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.2
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.2
0.6
0.1未満
0.2
0.1未満
0.1
0.1未満
0.1未満
0.1未満
0.1未満
2.0 
0.1未満
0.2 
0.1未満
0.3 

第１０７図　第５号石器集中地点出土遺物実測図
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接合資料4（Q18・Q19）

接合資料5（Q20・Q21）

Q19

Q20



－１４１－

谷 ツ 道 遺 跡

石　材番号 接合資料 備考

Ｑ１８

Ｑ１９

Ｑ２０

Ｑ２１

Ｑ２２

厚さ（a） 重量（n）器種 長さ（a） 幅（a） 特　　　　　　　徴

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

安山岩

剥片

剥片

剥片

剥片

台石

２８.９

２０.４

２１.０

１１.７

２１５.０

２４.５

１５.４

１４.５

１４.５

１１４.０

２８.９

４.２

８.９

８.８

１０３.０

２.９

１.０

２.３

０.９

３,５６０

縦長剥片　背面に多方向からの剥離痕　打面調整剥片 ＰＬ３０

ＰＬ３０

ＰＬ３０

ＰＬ３０

ＰＬ３０

縦長剥片　背面に同一方向からの剥離痕

縦長剥片　背面に同一方向からの剥離痕　上下を背面から折断

縦長剥片　背面に同一方向からの剥離痕　下端を背面から折断

ナイフ
形石器

楕円礫　表面に微細な線条痕

接合資料４

接合資料４

接合資料５

接合資料５

第５号石器集中地点出土遺物観察表（第１０７図）

２２.８２５

２２.９３１

２２.８２２

２２.８８８

２２.９７２

２２.９３３

２２.９７０

２２.９９２

２２.８７６

２２.８９６

２２.８９７

２２.８６４

２２.８６３

２２.９１２

２２.９８３

２２.９６２

２２.９５７

２２.８５３

２２.９７８

２２.９０５

２２.８２２

２２.８５９

２２.８４８

２２.８４８

２２.８２１

-９.７５２

-９.２０８

-９.０００

-８.８４９

-８.３９２

-８.３０６

-７.７７８

-７.１３７

-６.９７１

-６.７３９

-７.２２２

-７.３１４

-７.３５７

-７.３５３

-７.２３１

-７.１６２

-７.４４９

-６.４０７

-６.４７０

-８.６９２

-８.３８６

-７.９８８

-７.５９０

-７.２５３

-７.７１２

２６.９１５

２７.５０５

２７.５０７

２６.６２６

２６.７３８

２６.５７３

２６.８９７

２６.８２７

２６.８８９

２６.６６６

２６.４７３

２６.５１６

２６.４６８

２６.３５１

２６.２６１

２６.１５３

２５.８１９

２６.３４１

２４.４６３

２１.５２５

２６.５２５

２６.７３５

２６.４５１

２６.０４６

２５.７５８

１

２

３

４

５

６

１０

１１

１２

１４

１６

１７

１８

１９

２０

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（g） グリッド X（ｍ） Y（ｍ） Z（ｍ）

Ｑ１８

Ｑ２０

Ｑ１９

Ｑ２１

Ｑ２２

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

番号 遺物
番号 器種 石材 重量（g） グリッド X（ｍ） Y（ｍ） Z（ｍ）

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

台石

剥片

剥片

剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

安山岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.２

０.１未満

０.１未満

０.４

０.１未満

０.１未満

０.２

２.３

２.９

２.１

０.１未満

１.１

２.３

１.０

０.１

０.１未満

０.０.６６

０.１未満

０.８

８.０

０.３

２２.８３２

２２.８４２

２２.８４１

２２.８４６

２２.８５９

２２.７８８

２２.７８７

２２.７７３

２２.７９９

２２.８０１

２２.７７０

２２.７７６

２２.８３２

２２.８３３

２２.８４４

２２.８４７

２２.８２６

２２.８１６

２２.８００

２２.７６１

２２.７８４

２２.７７４

２２.７７６

２２.７２７

-７.５９０

-７.６５７

-７.３７４

-７.１３７

-６.７８０

-８.８２６

-８.３１９

-９.２２３

-９.０９０

-８.６８６

-８.８１９

-９.６６４

-６.９０１

-６.７６６

-６.８８０

-７.２２０

-７.３１７

-６.５２７

-７.３１１

-９.３３７

-７.１２６

-７.２３７

-７.１７４

-７.５９９

２６.４２７

２６.５７８

２６.５２７

２６.７３９

２６.６６６

２７.６８７

２７.１１５

２７.３０７

２６.８８２

２７.６４８

２７.５９７

２６.０６０

２６.４３９

２６.６６９

２６.８１１

２６.１２１

２６.５２４

２６.２２８

２６.４６４

２７.５０８

２６.２２５

２６.１２３

２６.７６９

２６.３４１

０.１未満

０.９

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.２

０.１

３.１

１.１

０.６

０.１未満

０.４

０.１未満

０.２

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

０.１未満

３,５６０.０

０.５

０.１未満

１.６

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ７

表１７　第５号石器集中地点における石器出土位置�� � � � � � �
番号� 遺物番号� 器種� 石材� 重量� グリッド� X（ｍ）Y（ｍ）Z（ｍ）1剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.915 -9.752 22.825 2剥片�
黒曜石� 0.1未満D3a7� 27.505 -9.208 22.931 3剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 27.507 -9.000 22.822 4剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.626 -8.849 22.888 5剥片� 黒曜石�
0.2 � D3a7� 26.738 -8.392 22.972 6剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.573 -8.306 22.933 10� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.897 -7.778 
22.970 11� � 剥片� 黒曜石� 0.4 � D3a7� 26.827 -7.137 22.992 12� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.889 -6.971 
22.876 14� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.666 -6.739 22.896 16� � 剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� 26.473 -7.222 
22.897 17� � 剥片� 黒曜石� 2.3 � D3a7� 26.516 -7.314 22.864 18� Q18剥片� 黒曜石� 2.9 � D3a7� 26.468 -7.357 
22.863 19� � 剥片� 黒曜石� 2.1 � D3a7� 26.351 -7.353 22.912 20� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.261 -7.231 
22.983 22� � 剥片� 黒曜石� 1.1 � D3a7� 26.153 -7.162 22.962 23� Q20剥片� 黒曜石� 2.3 � D3a7� 25.819 -7.449 
22.957 24� Q19剥片� 黒曜石� 1.0 � D3a7� 26.341 -6.407 22.853 25� � 剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� 24.463 -6.470 
22.978 26� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 21.525 -8.692 22.905 27� � ナイフ形石器� 黒曜石� 0.6 � D3a7�
26.525 -8.386 22.822 28� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.735 -7.988 22.859 29� � 剥片� 黒曜石� 0.8 � D3a7�
26.451 -7.590 22.848 30� � 剥片� 黒曜石� 8.0 � D3a7� 26.046 -7.253 22.848 31� � 剥片� 黒曜石� 0.3 �
D3a7� 25.758 -7.712 22.821 32� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.427 -7.590 22.832 33� Q21剥片� 黒曜石� 0.9 � D3a7�
26.578 -7.657 22.842 34� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.527 -7.374 22.841 35� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.739 -7.137 
22.846 36� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.666 -6.780 22.859 37� � 剥片� 黒曜石� 0.2 � D3a7� 27.687 -8.826 
22.788 38� � 剥片� 黒曜石� 0.1 � D3a7� 27.115 -8.319 22.787 39� � 剥片� 黒曜石� 3.1 � D3a7�
27.307 -9.223 22.773 40� � 剥片� 黒曜石� 1.1 � D3a7� 26.882 -9.090 22.799 42� � 剥片� 黒曜石� 0.6 �
D3a7� 27.648 -8.686 22.801 43� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 27.597 -8.819 22.770 44� � 剥片� 黒曜石� 0.4 �
D3a7� 26.060 -9.664 22.776 45� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.439 -6.901 22.832 46� � 剥片� 黒曜石� 0.2 �
D3a7� 26.669 -6.766 22.833 47� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.811 -6.880 22.844 49� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7�
26.121 -7.220 22.847 50� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.524 -7.317 22.826 51� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.228 -6.527 
22.816 52� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.464 -7.311 22.800 53� � 剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 27.508 -9.337 22.761 54�
Q22台石� 安山岩� 3560.0 D3a7� 26.225 -7.126 22.784 55� � 剥片� 黒曜石� 0.5 � D3a7� 26.123 -7.237 22.774 56� �
剥片� 黒曜石� 0.1未満D3a7� 26.769 -7.174 22.776 57� � 剥片� 黒曜石� 1.6 � D3a7� 26.341 -7.599 22.727 

表１７　第５号石器集中地点における石器出土位置
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２　その他の遺構と遺物

　　遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，溝跡３条，土坑１５基，ピット群

　２か所が確認された。溝跡については文章，土坑については実測図と一覧表，ピット群については文章と

　実測図及び計測表を掲載する。

　（1）溝跡

第１号溝跡（第１０９図）

位置　調査区中央部のＤ３ｆ８～Ｃ２ｊ９区，標高２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　調査区域外と接するＤ３ｅ８区から北西方向（Ｎ－５８°－Ｗ）へ直線的に延びている。北西部も調

査区域外に延びているため，確認された長さは３９.２cで，上幅０.９０～２.００c，下幅０.２４～０.４８c，深さ３５～

５３bである。断面形はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　８層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　５　暗　褐　色　ロームブロック微量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量　　　　　　　　　　６　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　７　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　８　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文時代の土器片１点が出土しているが，埋没過程で流れ込んだものと考えられる。

所見　南側に位置する第２・３号溝跡と平行しており，道路跡の側溝の可能性が高い。時期は，遺構に伴う土

器が出土していないため不明である。

第１０８図　炭化物集中地点実測図

A′A
C３j5

A′A

5

4

3

23.0m
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第１０９図　第１～３号溝跡実測図
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第２号溝跡（第１０９図）

位置　調査区中央部のＤ３ｇ７～Ｄ２ａ９区，標高２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区域外と接するＤ３ｆ７区から北西方向（Ｎ－６２°－Ｗ）へ直線的に延びている。北西部も調

査区域外に延びているため，確認された長さは４０.１cで，上幅０.９０～１.９０c，下幅０.１２～０.２６c，深さ３０～８７b

である。断面形はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　１０層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　６　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
２　黒　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　　　７　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　８　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　９　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
５　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　１０　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片１点が出土しているが，細片のため図示できない。

所見　北側に位置する第１号溝跡と約３cの間隔で平行しており，道路跡の側溝の可能性が高い。また，第３

号溝と走行方向が類似していることから，第３号溝跡から本跡へ掘り直しが行われたとも考えられる。時期は，

遺構に伴う土器が出土していないため不明である。

第３号溝跡（第１０９図）

位置　調査区中央部のＤ３ｆ７～Ｄ２ａ９区，標高２２.９～２３.０cの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号溝に掘り込まれている。

規模と形状　調査区域外と接するＤ３ｆ７区から北西方向（Ｎ－５５°－Ｗ）へ直線的に延びている。北西部も調

査区域外に延びているため，確認された長さは３９.７cで，上幅０.９２～１.１０c，下幅０.６２～０.８２c，深さ１２～３５b

である。断面形はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１１　黒　褐　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　１２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

所見　北側に位置する第１号溝跡と平行しており，道路跡の可能性が高い。また，第２号溝と走行方向が類似

していることから，本跡から第２号溝へ掘り直しが行われたとも考えられる。時期は，遺構に伴う土器が出土

していないため不明である。

　（２）　土坑（第１１０図）

　　　時期及び性格不明の土坑については，以下，実測図を記載する。

番号
備考

重複関係
（古→新）

１

２

３

上　幅
（c）

下　幅
（c）

深　さ
（b）

位置 方向 形状
規模

断面

自然

自然

自然

縄文土器

土師質土器

－

Ｕ字状

Ｕ字状

Ｕ字状

覆土 主な出土遺物
長　さ
（c）

Ｃ２ｊ９～Ｄ３ｆ８

Ｄ２ａ９～Ｄ３ｇ７

Ｄ２ａ９～Ｄ３ｆ７

Ｎ－５８°－Ｗ

Ｎ－６２°－Ｗ

Ｎ－５５°－Ｗ

直線状

直線状

直線状

本跡→ＳＫ１０

ＳＤ３→本跡

本跡→ＳＤ２

表１８　溝跡一覧表

（３９.２）

（４０.１）

�（３９.７）

０.９０～２.００

０.９０～１.９０

�０.９２～１.１０

０.２４～０.４８

０.１２～０.２６

０.６２～０.８２

３５～５３

３０～８７

１２～３５
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第１１０図　土坑実測図
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第１号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第２号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量

第３号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子微量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第４号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量
２　褐　　　色　ローム粒子中量
３　にぶい褐色　ロームブロック中量

第５号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第６号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第７号土坑土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ローム粒子中量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第８号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック中量

第９号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

第10号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量

第11号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量

第12号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量
３　黒　褐　色　ローム粒子微量

第13号土坑土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量

第14号土坑土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第15号土坑土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
５　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック中量
７　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
８　褐　　　色　ロームブロック少量

規　　　模

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

位置 長軸（径）方向 平面形

Ｄ３ｆ３

Ｄ３ｆ３

Ｄ３ｅ３

Ｄ３ｄ２

Ｃ３ｈ１

Ｃ３ｈ２

Ｃ３ｈ２

Ｃ３ｇ２

Ｄ３ａ７

Ｄ３ａ１

Ｃ３ｅ６

Ｃ３ｄ５

Ｃ３ｄ５

Ｃ３ｄ５

Ｄ２ｄ０

Ｎ－７５°－Ｅ

－

Ｎ－２７°－Ｗ

Ｎ－７７°－Ｗ

Ｎ－１３°－Ｅ

Ｎ－２８°－Ｅ

－

Ｎ－６２°－Ｅ

Ｎ－８３°－Ｅ

Ｎ－５８°－Ｗ

－

Ｎ－７１°－Ｗ

Ｎ－６６°－Ｗ

Ｎ－１４°－Ｗ

Ｎ－９０°

不整楕円形

円形

楕円形

楕円形

［楕円形］

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

不定形

楕円形

１.４１　×　１.０６

０.５７　×　０.５１

０.６９　×　０.５１

０.７９　×　０.３５

［０.４６］　×　０.４０

０.７５　×　０.５２

０.４０　×　０.４１

０.５２　×　０.２８

０.８１　×　０.７０

０.５３　×　０.３７

０.７５　×　０.７５

０.３８　×　０.３０

０.５７　×　０.４４

０.４０　×　０.３６

３.１２　×　２.２８

３７

１９

１８

３０

２０

４０

１１

２０

２５

１４

２１

６０

２０

４０

５０

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

外傾

外傾

外傾

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

フラスコ状

緩斜・直立

フラスコ状

外傾

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

平坦

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

皿状

平坦

人為

自然

自然

人為

自然

自然

自然

人為

人為

人為

自然

自然

自然

人為

人為

表１９　土坑一覧表

長軸（径）×短軸（径）（c） 深さ（㎝）
壁面 底面 覆土 出　　土　　遺　　物

備　　　　考
重複関係

（古→新）

ＳＤ１→本跡

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

番号
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（３）　ピット群

　　　今回の調査で，２か所のピット群が確認された。いずれも建物跡を想定できるような配置ではなく，　

　　時期も不明である。ここでは，ピット群ごとに計測表・実測図を掲載する。

第１号ピット群（第１１１図）

位置　調査区北部のＣ３ｊ１～Ｄ３ａ２区，標高２３.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　南北３.２c，東西２cの範囲から，６か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径１９～３２b，

短径１４～３０bの円形または楕円形で，深さ４～１９bである。断面形はＵ字形を呈している。

所見　配置に規則性がなく，建物跡と判断することが困難であるためピット群とした。時期は，出土土器がな

いため不明である。

第３号ピット群（第１１２図）

位置　調査区北部のＣ３ｆ３～Ｃ３ｇ４区，標高２３.０cの台地平坦部に位置している。

規模と形状　南北４.３c，東西３.２cの範囲から，５か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径２１～

２８b，短径１８～２１bの円形または楕円形で，深さ６～１６bである。断面形はＵ字形を呈している。

所見　配置に規則性がなく，建物跡と判断することが困難であるためピット群とした。時期は，出土土器がな

いため不明である。

ピット
番号

規模（b）

長径�×�短径 深さ

ピット
番号

規模（b）

長径�×�短径 深さ

ピット
番号

規模（b）

長径�×�短径 深さ

１

２

３

４

５

６

�６

１６

１２

１６

�１９

４

２０��×��１８

１９��×��１６

２９��×��２３

３２��×��３０

２３��×��２３

１９��×��１４

表２０　第１号ピット群ピット計測表

第１１１図　第１号ピット群実測図

D３a2

P5

P6

P4

P3

P2

P1
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　（４）　遺構外出土遺物（第１１３・１１４図）

　　　今回の調査で出土した土師器・陶器・石器などの遺構に伴わない遺物について，実測図と観察表を　　

　　掲載する。

１

２

表２１　第３号ピット群ピット計測表

番号 備　　考

１

３

長径 短径 深さ
位置

範囲（ｍ）

Ｕ字形

Ｕ字形

－

－

ピット
断面形

ピット
平面形

出土遺物ピット数
ピット規模（b）

Ｃ３�ｊ１�～�Ｄ３�ａ２

Ｃ３�ｆ３�～�Ｃ３�ｇ４

３.２

４.３

２

３.２

６

５

円形・楕円形

円形・楕円形

１９～３２

２１～２８

１４～３０

１８～２１

４～１９

６～１６

南北 東西

表２２　ピット群一覧表

第１１２図　第３号ピット群実測図

第１１３図　遺構外出土遺物実測図（１）

C３g4

P5

P4

P3

P2

P1

Q23

2

ピット
番号

規模（b）��

長径�×�短径 深さ

ピット
番号

規模（b）��

長径�×�短径 深さ

ピット
番号

規模（b）��

長径�×�短径 深さ

３

４

５６

９

�１１

１５

１６２６��×��２１

２８��×��１９

２１��×��１８

２１��×��１８

２２��×��２１
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胎土・釉薬番号 出土位置 備考

１

２

底径 色調 焼成種別 器種 口径 器高 手 法 の 特 徴 ほ か

長石・石英

精良・鉄釉

にぶい赤褐

暗赤褐 明赤褐

土師器

陶器

甑

蓋

�［３２.６］

－

�（２４.１）�

（２.３）

－

［１２.８］

４０％

１０％

石材番号 出土位置 備考

Ｑ２３

厚さ 重量器種 長さ 幅 特　　　　　　徴

チャート石鏃 １.８ １.６ ０.３ ０.８ �押圧剥離による調整 Ｄ３ｅ３区

普通

良好

表土

表土

体部内・外面ナデ

内・外面施釉

遺構外出土遺物観察表（第１１３・１１４図）

第１１４図　遺構外出土遺物実測図（２）

１



－１５０－

谷 ツ 道 遺 跡

第１１５図　谷ツ道遺跡全体図

23.0m

23.5m

Ｃ３g3

D3c5

Ｄ４a1

D3f1

SD1

SD3
SD2

12
13

8 9

7

6

5

4

10

15
2

3

1

PG3

PG1

14
11

第5号石器
集中地点

第2号石器

テストピット

AA'

集中地点

第4号石器集中地点

第1号石器集中地点

第3号石器集中地点

炭化物
集中地点

0 10m
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□1

□2

□3

□4

□5

□6

□7

□8

□9

□10

□11

□12

□13

□14

□15

□16

□17

□18

□19

□20

□21

□22

□23

□24

□25

□26

□27

□28

□29

□30

□31

□32

□33

□34

□35

□36

□37

□38

　　　第４節　ま　　と　　め

　今回の調査では，旧石器時代の石器集中地点５か所，時期不明の溝跡３条，土坑１５基，ピット群２か所が確

認された。石器集中地点では，石器，石核，剥片の他，チップ状の砕片が多量に出土している。ここでは，時

期の中心となる旧石器時代の石器集中地点から出土した石器の様相や特徴について若干の考察を述べる。

　出土した石器，石核，剥片の総数は２９８点で，内訳は石器６点（ナイフ形石器３・削器１・掻器１・楔形石

器１），石核３点，剥片２８９点である。製品が出土したのは第１・３・４号石器集中地点で，第１・４号石器集

中地点では，石核と剥片も出土している。主体となる石材は黒曜石で，珪質頁岩，頁岩，瑪瑙が若干見られる

程度である。黒曜石は全出土石器数の約９１％を占め，各集中地点から出土している。第１・３・４号石器集中

地点は黒曜石，珪質頁岩，頁岩，第５号石器集中地点は黒曜石が石材の主体となっている。

　また，第１・４・５号石器集中地点は石器，石核，剥片のほか１ｇ以下の大量の砕片，第５号石器集中地点

からは台石が出土している。特に，第１・５号石器集中地点から出土した剥片が接合されていることから，当

地点では小規模ながら石器の製作が行われていたことが想定できる。これらの石器，剥片などは，ＡＴ層を含

む第２層から第２黒色土帯上部にあたる第４層から出土している。

　この他，石器や剥片と同一層位で，炭化物も集中して出土した地点もある。炭化物が確認されたのは，第４

号石器集中地点内と第４号石器集中地点の北部である。第４号石器集中地点の北部は，炭化物集中地点として

報告しており，それぞれの地点から出土したサンプル試料の年代測定を行った結果，第４号石器集中地点は暦

年較正用年代２２,７５０±１００（約２２,０００年前），炭化物集中地点は暦年較正用年代２２,７３０±１００（約２２,０００年前）の

年代値がそれぞれ与えられた１）。このことから，当遺跡で出土した石器群の時期については，後期旧石器時代

下総編年２）の2ａから2ｂ期に当てはめることができる。

　当遺跡の石器集中地点の性格は，二つの特徴がみられる。一つは第２・３号石器集中地点を除いて，大部分

の石器や剥片などの石材が黒曜石である点である。黒曜石を石材とする剥片には，１ｇ以下の砕片が多く，半

製品などの石器も見られないことから，貴重な石材を有効に利用している様子がうかがえる。それは，第１号

石器集中地点中の接合資料１（Ｑ１・Ｑ２）のナイフ形石器で，先端部欠損後，再加工が施されている点から

も分かる。石材に黒曜石を多く使用している周辺の遺跡として，牛久市西ノ原遺跡を挙げることができる。西

ノ原遺跡は牛久市の北東部，乙戸川右岸から南西に入り込む谷津頭に面している。石器集中地点は５か所が確

認され，石材は黒曜石の他，安山岩，ホルンフェルス，流紋岩で構成されている。当遺跡では，安山岩，ホル

ンフェルス，流紋岩のナイフ形石器が出土しており，黒曜石以外の剥片及び砕片が見られないことから，これ

らは他所より搬入されたものとされている３）。この他に，乙戸川右岸の隼人山遺跡からは，黒曜石製の大形ナイ

フ形石器が出土しており４），本跡を含め，乙戸川流域は黒曜石製の石器が出土する遺跡が多く存在する。

　もう一つは，地点により使用する石材の構成に差異が認められる点である。第１・４号石器集中地点は黒曜

石を主体として珪質頁岩と珪岩，第５号石器集中地点は黒曜石を主体としている。第１号石器集中地点は黒曜

石と珪質頁岩製のナイフ形石器，第４号石器集中地点は黒曜石のナイフ形石器と珪質頁岩の石核がそれぞれ出

土している。さらに，両地点では，黒曜石，珪質頁岩の剥片や砕片も見られる。それに対して，第５号石器集

中地点では黒曜石が主体となっている。今回は限られた面積の調査であるため，石器集中地点が広がる可能性

もあるが，第１・４号石器集中地点は複数の石材，第５号石器集中地点は黒曜石を主体とし，地点により使用

する石材に差異がみられる。

　旧石器時代の石器製作は，在地の石材を使用するのが基本であるが，入手できなければ，遠隔地の石材を手

谷 ツ 道 遺 跡



－１５２－

に入れることになる。当遺跡における石材は主に黒曜石であり，在地では入手困難である。何らかの経路をた

どって，黒曜石が移動することになる。これまで石材の移動については，直接採取や交換，人々の交易などが

考えられてきた。本跡以外の乙戸川流域では，在地での入手が困難な黒曜石製の石器を使用した遺跡が多く存

在する。ゆえに，乙戸川流域では，石材産地から直接採取して入手，または石材を運搬するなど何らかの形で

石材産地とかかわっていた集団が存在した可能性が高い。

　また，今回時期不明として報告した溝跡３条（ＳＤ１～３）は，共に平行し，一定の間隔を保っていること

から，道路側溝の可能性も考えられる。第２・３号溝跡の２条は，第３号溝跡から第２号溝跡へ掘り直しが行

われたと想定できる。調査区域外には溝跡の延長上に道路が存在し，当遺跡周辺が「谷ツ道」と呼称されてい

ることからも，道路の可能性も否定できない。

註
１）炭化物の放射性炭素年代測定については，株式会社加速器分析研究所に委託した。詳細は付章を参照されたい。
２）橋本勝雄「茨城県における旧石器時代の編年」『茨城県考古学協会旧石器時代シンポジウム実行委員会茨城県における旧石器時代研

究の到達点－その現状と課題－発表要旨・資料集』茨城県考古学協会　２００２年１２月
３）深谷憲二　柴田博行「牛久東下根特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書　中下根遺跡・西ノ原遺跡・隼人山遺跡」　　　　

『茨城県教育財団文化財調査報告』第１１３集　１９９６年６月
４）註３に同じ

参考文献
・茨城県教育庁文化課　『茨城県遺跡地図』茨城県教育委員会　２００１年３月
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付　　　　　　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化物の放射性炭素年代について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は，茨城県土浦市乙戸字谷ツ道１１３３番地の１ほかに所在する。乙戸川左岸，乙戸沼から約１d

東の標高２３cの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化物の年代測定を行うことにより，石器

と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　　測定対象試料は，第４号石器集中地点①（炭化物：ＩＡＡＡ-８０４９３）と炭化物集中地点②（炭化物：ＩＡＡＡ-８０４９４）

の２点である。試料はともに姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）層より上部から出土した。

採取位置（ＩＡＡＡ-８０４９３）　　　　　　　　　　　　　　採取位置（ＩＡＡＡ-８０４９４）

２　化学処理工程

（１）　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）　酸処理，アルカリ処理，酸処理（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ Ａｌｋａｌｉ Ａｃｉｄ）により内面的な不純物を取り除く。最初の酸処理では

１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。アルカリ処理では１Ｎ

の水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理する。なお，ＡＡＡ処理において，アルカリ濃度が１Ｎ未

満の場合，表中にＡａＡと記載する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸（８０

℃）を用いて数時間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０℃で乾燥する。希釈の際には，遠心分離機

を使用する。

谷 ツ 道 遺 跡
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（４）　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精製する。

（５）　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製する。

（６）　グラファイトを内径１aのカソードに詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着する。

３　測定方法

測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ-ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ ９ＳＤＨ-２）を使用する。測

定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘ2）を標準試料とする。この標準試料とバックグ

ラウンド試料の測定も同時に実施する。

４　算出方法

（１）　年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ ａｎｄ Ｐｏｌａｓｈ １９７７）。

（２）　１４Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は，過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され，１９５０年を基準

年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。この値は，δ１３Ｃによって補正された値である。１４Ｃ年代と誤差は，１桁

目を四捨五入して１０年単位で表示される。また，１４Ｃ年代の誤差（±１σ）は，試料の１４Ｃ年代がその誤差範囲

に入る確率が６８.２％であることを意味する。

（３）　δ１３Ｃは，試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ/１２Ｃ）を測定し，基準試料からのずれを示した値である。同位体比は，

いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あるいは加速器を用いる。加

速器により１３Ｃ/１２Ｃを測定した場合には表中に（ＡＭＳ）と注記する。

（４）　ｐＭＣ（ｐｅｒｓｅｎｔ Ｍｏｄｅｒｎ Ｃａｒｂｏｎ）は，標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合である。

（５）　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去の１４Ｃ濃

度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦年較正年代は，１４Ｃ年代に対応する較正曲線上の暦年

代範囲であり，１標準偏差（１σ＝６８.２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５.４％）で表示される。暦年較正プ

ログラムに入力される値は，下一桁を四捨五入しない１４Ｃ年代値である。なお，較正曲線および較正プロ

グラムは，データの蓄積によって更新される。また，プログラムの種類によっても結果が異なるため，年

代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，

ＩｎｔＣａ１０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒ ｅｔ ａｌ ２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ４.０較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ Ｒａｎｓｅｙ １９９５ Ｂｒｏｎｋ 

Ｒａｎｓｅｙ ２００１ Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ, ｖａｎ ｄｅｒ Ｐｌｉｃｈｔ ａｎｄ Ｗｅｎｉｎｇｅｒ ２００１）を使用した。

５　測定結果

１４Ｃ年代は，第４号石器集中地点①が２２７５０±１００ｙｒＢＰ（ＩＡＡＡ-８０４９３），炭化物集中地点②が２２７３０±１００ｙｒＢＰ

（ＩＡＡＡ-８０４９４）である。２点は，誤差範囲で一致する値であり，出土層位がＡＴ層よりも上位という調査所見に

も整合的である。また，炭素含有率や処理・測定内容にも問題が無いことから，妥当な年代と考えられる。

表中にＯｘＣａｌ４.０較正プログラムによる暦年較正年代を示したが，本プログラムでは約２万年前よりも古い年

代は，較正範囲外であることから，単純に１４Ｃ年代を逆算した年代値が表示される。そこで，参考までに，約５

万年前までの暦年較正が可能なｑｕｉｃｋｃａｌ２００７ ｖｅｒ.１.５（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃａｌｐａｌ-ｏｎｌｉｎｅ.ｄｅ/ Ｃａｌｐａｌ２００７ ＨＵＬＥ ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ 

ｃｕｒｖｅ）を用いると，ＩＡＡＡ-８０４９３が２５４８１±３９３ｃａｌＢＣ，ＩＡＡＡ-８０４９４が２５４７０±３９１ｃａｌＢＣとなる。
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理��ｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法
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谷 ツ 道 遺 跡

測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ１３Ｃ （‰） 
（ＡＭＳ）

δ１３Ｃ補正あり

Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ （ｙｒＢＰ） ｐＭＣ （％）

ＩＡＡＡ-８０４９３ 第４号石器集中地点① 層位：ＡＴ層 炭化物 ＡＡＡ -２２.２２±０.５２ ２２,７５０±１００ ５.８９±０.０７

ＩＡＡＡ-８０４９４ 炭化物集中地点② 層位：ＡＴ層 炭化物 ＡａＡ -２２.７５±０.７５ ２２,７３０±１００ ５.９０±０.０７

［＃２３０２］

測定番号
δ１３Ｃ補正なし 暦年較正用

（ｙｒＢＰ）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

ＩＡＡＡ-８０４９３ ２２,７００±１００ ５.９３±０.０７ ２２,７４６±９７ ２０８９１ＢＣ - ２０６９２ＢＣ （６８.２％）* ２０９９４ＢＣ - ２０５９９ＢＣ （９５.４％）*

ＩＡＡＡ-８０４９４ ２２,６９０±１００ ２２,６９０±１００ ２２,７２９±１００ ２０８７６ＢＣ - ２０６７１ＢＣ （６８.２％）* ２０９８２ＢＣ - ２０５７７ＢＣ （９５.４％）*

*Ｗａｒｎｉｎｇ! Ｄａｔｅ ｏｕｔ ｏｆ ｒａｎｇｅ

Ａｇｅ　（ｙｒＢＰ） ｐＭＣ　（％）
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谷 ツ 道 遺 跡
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谷 ツ 道 遺 跡

写　  真　  図　  版

塚 本 遺 跡

豆 薬 師 北 遺 跡

谷 ツ 道 遺 跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

塚本遺跡
PL２

第 ０ 号 住 居 跡

遺 跡

第 ０ 号 住 居 跡

遺 跡

第 ０ 号 住 居 跡

遺 跡

扉ウラ
白



－１５７－

第 ５ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ６ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ６ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

PL１
塚　本　遺　跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL２

第 ６ 号 住 居 跡

炉 完 掘 状 況

第 ６ 号 住 居 跡

ピット６遺物出土状況

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

塚　本　遺　跡
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第 １ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

PL３
塚　本　遺　跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL４

第 ２ 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

塚　本　遺　跡
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第 ３ 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 ３ 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 ４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

PL５
塚　本　遺　跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL６

第 ４ 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 ７ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ７ 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

塚　本　遺　跡



－１５７－

第 １ 号 溝 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 溝 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 溝 跡

遺 物 出 土 状 況

PL７
塚　本　遺　跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL８

第 ７ 号 溝 跡

完 掘 状 況

第 ６ 号 土 坑

完 掘 状 況

第２３・２４号土坑

完 掘 状 況

塚　本　遺　跡



－１５７－

PL９

第１・２・６号住居跡出土土器

塚　本　遺　跡



－１５８－

PL10

第１～３・７号住居跡，第１号溝跡，遺構外出土土器

塚　本　遺　跡
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PL11

第２・７号住居跡出土土器

塚　本　遺　跡



－１５８－

　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL12

出土土器・土製品

塚　本　遺　跡



－１５７－

PL13

出土土製品・石器・石製品

塚　本　遺　跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL14

第 ４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ６ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ９ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

豆 薬 師 北 遺 跡



－１５７－

第 １０ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

PL15
豆 薬 師 北 遺 跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理��ｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL16

第 １５ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １６ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １７ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

豆 薬 師 北 遺 跡



－１５７－

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 3 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 7 号 住 居 跡

完 掘 状 況

PL17
豆 薬 師 北 遺 跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL18

第 8 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

段 切 り 状 遺 構

完 掘 状 況

豆 薬 師 北 遺 跡
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PL19

第４～６・９～11号住居跡，遺構外出土土器

豆 薬 師 北 遺 跡
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PL20

第４・６・９・13・16号住居跡，第11・51号土坑，遺構外出土土器

豆 薬 師 北 遺 跡



－１５７－

PL21

第10・15・17号住居跡，第36・43号土坑，遺構外出土土器

豆 薬 師 北 遺 跡



－１５８－

PL22

第１～３・８・12号住居跡，第34号土坑出土土器

豆 薬 師 北 遺 跡



－１５７－

PL23

第 1・2・4・7・8・12号住居跡，段切り状遺構，第14・17号土坑，遺構外出土遺物

豆 薬 師 北 遺 跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL24

第１号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

第１号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

第１号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

谷 ツ 道 遺 跡
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第１号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

第4号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

第4号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

PL25
谷 ツ 道 遺 跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL26

第５号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

第５号石器集中地点

遺 物 出 土 状 況

炭 化 物 集 中 地 点

炭 化 物 出 土 状 況

谷 ツ 道 遺 跡
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PL27

第１号溝跡完掘状況 第１号溝跡完掘状況

第2・3号溝跡完掘状況 第2・3号溝跡完掘状況

谷 ツ 道 遺 跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL28

第 １ 号 溝 跡

土 層 断 面

第 ２・３ 号 溝 跡

土 層 断 面

第 ２・３ 号 溝 跡

土 層 断 面

谷 ツ 道 遺 跡
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PL29

出土石器

谷 ツ 道 遺 跡
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　　付　　章

谷ツ道遺跡から出土した炭化材の放射性炭素年代について

（株）加速器分析研究所

はじめに

　谷ツ道遺跡は、茨城県土浦市乙戸字谷ツ道1133番地の1ほかに所在する。乙戸川左岸、乙戸沼から約

1km東の標高23ｍの洪積台地に立地する。石器と同じ層位から出土した炭化材の年代測定を行うことにより、

石器と層位の年代を明らかにしたい。

１　測定対象試料

　測定対象試料は、第4号石器集中地点!（炭化材：IAAA-80493）と炭化材集中地点"（炭化材：

IAAA-80494）の2点である。試料はともに姶良Tn火山灰（AT）層より上部から出土した。

採取位置（IAAA-80493）

採取位置（IAAA-80494）

２　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

（２）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理Ｕｷる。なお、AAA処

理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、

90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する⌒B（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下

で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。（４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温

度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。（５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として

炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製する。

（６）グラファイトを内径1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

３　測定方法

　測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 

9SDH-2）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx｢）を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。４　算出方法

PL30

出土石器

谷 ツ 道 遺 跡
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谷 ツ 道 遺 跡

　　　　　　　　　　抄　　　録

ふ　り　が　な

つかもといせき　　まめやくしきたいせき　　　やつみちいせき　　　

書　　　　　名

塚本遺跡　　豆薬師北遺跡　　　谷ツ道遺跡　

副　　書　　名

一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書一般国道６号牛久土浦バイパス建設事

業地内埋蔵文化財調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名

茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号

第310集著　　者　　名

芳賀友博　小野政美

編  集　機　関

財団法人茨城県教育財団

所　　在　　地

〒310－0911　茨城県水戸市見和１丁目356番地の２　　ＴＥＬ029　(225)　6587

発　　行　　日

2009（平成21）年３月23日

ふ　り　が　な

 ３軒 　

古　墳

竪穴住居跡

 ４軒 

その他

不　明

土坑

　 48基

谷ツ道遺跡

集落跡

旧石器

石器集中地点

炭化物集中地点

 ５か所１か所

その他

不　明

溝跡

土坑

ピット群

　 ３条  　 15基２か所要　　　　約

　塚本遺跡は，弥生時代後期と古墳時代後期，及び平安時代の集落跡であることが確認された。当遺跡は弥生時

代に小規模な集落が形成された後，古墳時代後期にやや住居数が増加し，その後は一度集落が途絶え，平安時代

になると再び生活の場となったことが明らかになった。

　豆薬師北遺跡は，縄文時代及び古墳時代前期の集落跡であることが確認された。縄文時代は，早期，前期，晩

期の各時期に集落が営まれており，沼里川流域の集落変遷の一端が明らかとなった。

ふ　り　が　な
書　　　　　名
副　　書　　名

巻　　　　　次
シ リ ー ズ 名
シ リ ー ズ 番 号
著　　者　　名
編　集　機　関
所　　在　　地
発　　行　　日
ふ　り　が　な
所　収　遺　跡

塚　本　遺　跡

豆 薬 師 北 遺 跡

谷 ツ 道 遺 跡

所 収 遺 跡 名
塚　本　遺　跡

豆 薬 師 北 遺 跡

谷 ツ 道 遺 跡

つか　　もと

ま め や く し  き た

や 　 つ 　 み ち

つかもといせき　　まめやくしきたいせき　　やつみちいせき
塚本遺跡　　豆薬師北遺跡　　谷ツ道遺跡
一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書
一般国道６号牛久土浦バイパス建設事業地内埋蔵文化財調査報告書

茨城県教育財団文化財調査報告
第３１０集
芳賀友博　小野政美
財団法人茨城県教育財団
〒３１０－０９１１　茨城県水戸市見和１丁目３５６番地の２　　ＴＥＬ０２９（２２５）６５８７
２００９ （平成２１） 年３月２３日
　ふ　り　が　な
　所　　在　　地

茨城県稲敷市沼田

字塚本１０３５番地ほか

茨城県稲敷市村田

字豆薬師１０６番地の３ほか

茨城県土浦市乙戸

字谷ツ道１１３３番地の１ほか

コード

０８２２９
－

４４１０９６

０８２２９
－

４４１１６５

０８２０３
－

４７１

種別
集落跡

集落跡

その他
集落跡

その他

主な時代
弥生

古墳

平安

中世・近世

不明

縄文

古墳

中世

不明
旧石器

不明

主な遺構
竪穴住居跡　　　　３軒

竪穴住居跡　　　　４軒

竪穴住居跡　　　　１軒
溝跡　　　　　　　１条

溝跡　　　　　　　１条
土坑　　　　　　　３０基
竪穴住居跡　　　　１軒
溝跡　　　　　　　５条
土坑　　　　　　　５基
竪穴住居跡　　　　１１軒
土坑　　　　　　　３基
竪穴住居跡　　　　６軒
土坑　　　　　　　１基

段切り状遺構　　１か所
土坑　　　　　　　１２基
土坑　　　　　　　４８基
石器集中地点　　５か所
炭化物集中地点　１か所

溝跡　　　　　　　３条
土坑　　　　　　　１５基
ピット群　　　　２か所

主な遺物
弥生土器（高坏・壺），土製
品（紡錘車）
土師器（坏・椀・坩・器台・高
坏・壺・甕・甑），須恵器（高坏・
甕），土製品（球状土錘），石
製品（紡錘車）
土師器（坏・高台付坏・高台
付椀・甕），須恵器（甕・甑），
土製品（球状土錘）
土 師 質 土 器（ 鍋 ），陶 磁 器

（碗）

縄文土器（深鉢・浅鉢）

土師器（坩・器台・高坏・壺・
甕），土製品（勾玉・球状土
錘），石製品（管玉）
土師質土器（内耳鍋・小皿），
陶器（碗）

石器（ナイフ形石器・掻器・
削器・楔形石器・台石），石核，
剥片

北緯

３５度
５７分
１１秒

３５度
５６分
５７秒

３６度
 ２分
３４秒

東経

１４０度
１８分
０９秒

１４０度
１８分
３５秒

１４０度
 ９分
１２秒

調査期間

２００７０６０１
～

２００７０８３１

２００７１２０１
～

２００８０３３１

２００８０１０１
～

２００８０２２９

調査面積

３,５８７g

３,２６３g

２,８１８g

調査原因

一 般 国 道
４６８号首都
圏 中 央 連
絡 自 動 車
道 建 設 に
伴 う 事 前
調査
一 般 国 道
６ 号 牛 久
土 浦 バ イ
パ ス 建 設
に 伴 う 事
前調査

標高

２８～
２９c

１９c

２３c

特記事項

要　　　　約

　塚本遺跡は，弥生時代後期と古墳時代後期，及び平安時代の集落跡であることが確認された。当遺跡は弥生時

代に小規模な集落が形成された後，古墳時代後期にやや住居数が増加し，その後は一度集落が途絶え，平安時代

になると再び生活の場となったことが明らかになった。

　豆薬師北遺跡は，縄文時代及び古墳時代前期の集落跡であることが確認された。縄文時代は，早期，前期，晩

期の各時期に集落が営まれており，沼里川流域の集落変遷の一端が明らかとなった。

　谷ツ道遺跡では，旧石器時代後期の石器集中地点５か所が確認された。石器，石核，剥片等や，石器と同一層

位から炭化物が出土しており，この地が石器製作や生活の場であったことが明らかになった。主な石材は黒曜石で，

ほかに珪質頁岩，頁岩などが使われている。

抄　　　　録

いばら き   けん いな しき    し    ぬま   た
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いばら き   けん いな しき    し    むら   た

あざまめ やく  し

いばら き   けん つち うら    し    おっ  と

あざ  や    つ   みち



－１５６－

谷 ツ 道 遺 跡

　　　　　　　　　　抄　　　録

ふ　り　が　な

つかもといせき　　まめやくしきたいせき　　　やつみちいせき　　　

書　　　　　名

塚本遺跡　　豆薬師北遺跡　　　谷ツ道遺跡　

副　　書　　名

一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書一般国道６号牛久土浦バイパス建設事

業地内埋蔵文化財調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名

茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号

第310集著　　者　　名

芳賀友博　小野政美

編  集　機　関

財団法人茨城県教育財団

所　　在　　地

〒310－0911　茨城県水戸市見和１丁目356番地の２　　ＴＥＬ029　(225)　6587

発　　行　　日

2009（平成21）年３月23日

ふ　り　が　な

 ３軒 　

古　墳

竪穴住居跡

 ４軒 

その他

不　明

土坑

　 48基

谷ツ道遺跡

集落跡

旧石器

石器集中地点

炭化物集中地点

 ５か所１か所

その他

不　明

溝跡

土坑

ピット群

　 ３条  　 15基２か所要　　　　約

　塚本遺跡は，弥生時代後期と古墳時代後期，及び平安時代の集落跡であることが確認された。当遺跡は弥生時

代に小規模な集落が形成された後，古墳時代後期にやや住居数が増加し，その後は一度集落が途絶え，平安時代

になると再び生活の場となったことが明らかになった。

　豆薬師北遺跡は，縄文時代及び古墳時代前期の集落跡であることが確認された。縄文時代は，早期，前期，晩

期の各時期に集落が営まれており，沼里川流域の集落変遷の一端が明らかとなった。

要　　　　約

　塚本遺跡は，弥生時代後期と古墳時代後期，及び平安時代の集落跡であることが確認された。当遺跡は弥生時

代に小規模な集落が形成された後，古墳時代後期にやや住居数が増加し，その後は一度集落が途絶え，平安時代

になると再び生活の場となったことが明らかになった。

　豆薬師北遺跡は，縄文時代及び古墳時代前期の集落跡であることが確認された。縄文時代は，早期，前期，晩

期の各時期に集落が営まれており，沼里川流域の集落変遷の一端が明らかとなった。

　谷ツ道遺跡では，旧石器時代後期の石器集中地点５か所が確認された。石器，石核，剥片等や，石器と同一層

位から炭化物が出土しており，この地が石器製作や生活の場であったことが明らかになった。主な石材は黒曜石で，

ほかに珪質頁岩，頁岩などが使われている。

　塚本遺跡は，弥生時代後期と古墳時代後期，及び平安時代の集落跡であることが確認された。当遺

跡は弥生時代に小規模な集落が形成された後，古墳時代後期にやや住居数が増加し，その後は一度集

落が途絶え，平安時代になると再び生活の場となったことが明らかになった。

　豆薬師北遺跡は，縄文時代及び古墳時代前期の集落跡であることが確認された。縄文時代は，早期，

前期，晩期の各時期に集落が営まれており，沼里川流域の集落変遷の一端が明らかとなった。

　谷ツ道遺跡では，旧石器時代後期の石器集中地点５か所が確認された。石器，石核，剥片等や，石

器と同一層位から炭化物が出土しており，この地が石器製作や生活の場であったことが明らかになっ

た。主な石材は黒曜石で，ほかに珪質頁岩，頁岩などが使われている。

要　　　　約
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